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　真夏の太陽がギラギラとどこぞのハートな子守歌のごとく降り注いでいた。

　辺りにあるのは抜ぬけるような青空（エロい意味ではなく）とどこまでも続く白い……というと若じやつ干かん語ご弊へいが生じるどちらかといえば茶色に近い色調の砂浜と、芋いも洗あらいのごとき人で埋うめ尽つくされたアオミドロな感じの海。

　それは猥わい雑ざつで極めて庶しよ民みん的てきであり……

「うーむ、夏だな……」

　三色柄がらのパラソル（ディスカウントショップで税込み三一五円。今年で使用五年目）の下に寝そべりながら思わずそんな声が出る。

　目の前にあるのは人で埋め尽くされて満員電車みたいになった八月の海。

　それは日本全国どこにでもあるような海水浴場の光景なんだが、俺おれにとってはこのごちゃごちゃとした雰ふん囲い気きが逆にこれぞ日本の夏の海といった感じがして落ち着くんだよな。我ながらどこまでも一いつ般ぱん庶民というか。

　そんな夏の空気を全身で感じながらレジャーシートの上に寝そべっていて──

「ちょっと佑ゆう介すけ、喉のどが渇かわいたわ。この暑さの下で私にいつまでドライな気分を味わわせる気なの？　さっさと馬車馬のようにそこいらの海の家まで行ってドクターペッパーチェリー味を買ってきなさい、この気が利かないヘタレ豚ぶた野や郎ろう」

「ねえねえゆ～く～ん～……日焼け止めのフタが開けられない～……音ね色いろさん、繊せん細さいだから何もつけないで日焼けすると真っ赤になっちゃうの～……」

「ゆ、佑介殿どの！　こちらの駐ちゆう在ざい員いんたちに説明をしてくだされ！　わ、我は盗とう撮さつ犯はんなどという下げ賤せんで不ふ埒らちな者ではないと……」

「…………」

　……うるさいな。

　両りよう脇わきから響ひびいてくるそんな社会不適合率一二〇パーセントな声。

　何だって海に来てまでこのダメ人間たちの面めん倒どうを見ないといけないんだよ。

「桃もも子こは持ってきたタブクリアでも飲んでればいいだろ、ほとんど同じような味なんだから。音色さんはどうせ泳いだりしないんだからスプレー型の日焼け止めでも塗ぬって大人しくパラソルの下から動かないでください。厳いつく島しまさんはその風ふう体ていじゃ疑われてもしょうがないです。とりあえず詰つめ所しよまで行ってじっくりと誤解を解いてきてください」

「な、何ですって……！　ドクターペッパーとタブクリアは全く違う味よ……！　このブロイラーにも劣おとる野良豚野郎の分際で……」

「ひ、ひどい～……ゆ～くんが音ね色いろさんのことを見捨てた……全身真っ赤になって焼やけ焦こげてミディアムレアのステーキになっちゃえってゆった～……」

「え、冤えん罪ざいでござる……！」

「……」

　聞こえない聞こえない。

　俺おれだってこの夏休みの間のさらにその合間の休きゆう憩けいタイムくらい、ノンビリしたいんだ。

　相変わらず周りでぎゃーぎゃーと叫さけぶダメ人間ズ。

　それらを環境音だか何かだと思いながら目をつむっていると。

　と、そこで。




「は～い、おにいさん、待ったかな～♪」




「お」

　そんな声とともに人ひと影かげが駆かけ寄よって来た。

　全体的にちんまい感じの七つの影。

　顔を上げるとそこにいたのは……

「お待たせ、おにいさん♪　ちょっと着替えに時間がかかっちゃって」

「遅ち漏ろうです～♪」（遅ち刻こくって言いたかったんだろうな……）

「夏の海辺で異性の視線を一手に引き寄せる我が魔ま装しよう束ぞく──その名もサープリス……とくとご覧あそばせ」

「……（真っ赤）……」

「小春原さんとともに過ごす夏の海……一生の記憶に残る素敵な思い出になることは間ま違ちがいありませんわ（ぽっ）」

「む、むう、殿との方がたの前で水着になるのは初めてで、少し恥はずかしいな……」

「……」

　水着姿の、唯ゆい香かを初めとした菜さい園えん部ぶの面々だった。

「どうかなどうかな？　かわいい？」

「目のホーリーグレイルですか～？」（保養って言いたかったんだろうな……）

「ほら、ご覧なさい」

「……（ずっと真っ赤）……」

「まあ……小こ春はる原ばらさんのついでになら貴方あなたも見てもいいわよ」

「ど、どうだい……？　佑ゆう介すけにも気に入ってもらえると嬉うれしいんだが……」

「…………」

　唯香と日向ひなたはかわいらしい感じの花はな柄がらのビキニ。皐さ月つきは黒で統一したセパレーツでましろはどこぞの人にん魚ぎよ姫ひめみたいなフリフリなパレオ付き。美み咲さきは大人っぽい感じのビキニで三み姫きはスポーティーな形状のタンキニである。

　皆みなそれぞれ自分たちのキャラに合った水着。

　そしてもう一人──

「へへー、でもおにいさんが一番楽しみにしてるのはやっぱり日和ひよりちゃんの水着なんじゃないの～？」

「え？」

　と、そこで唯ゆい香かが楽しそうにそんなことを言ってきた。

「だいじょうぶだいじょうぶ、おにいさんの期待を裏切らないすっごくキュートなできになってるから♪。──ほら～♪」

「あ、あうっ……」

　ばっ。

　そんなかけ声とともに、それまで唯香の後ろでもじもじと地味に指回しアクションをしていた人ひと影かげが押おし出だされた。

　本人の性格に合った控ひかえめで遠えん慮りよがちな白い花はな柄がらの水着。

　だけどそれは決して周囲の目を惹ひき付つける要素がないというわけではなくこの上なく目の前の地味っこに似合っていて……

「あ、ど、どうでしょう……？（もじもじ）そ、その、唯香ちゃんたちといっしょにデパートに行って選んだんですが……（もじもじもじ）」

「え？　あ、ああ……」

「で、でも、高くて買えなかったので、唯香ちゃんたちに手伝ってもらっておうちで作ったんです……。お、おにーちゃんに気に入ってもらえると、その、うれしいなあって……（もじもじもじもじ）」

　きゅ～っと目をつむりながら恥はずかしそうにそう言ってくる。

　その姿に……思わず見とれちまった。

　何だか去年と比べて、ゴホン、色んなところが成長しているような気がする。

　全体的に丸みを帯びたシルエット。

　何というかこれまでよりも明らかに女の子らしくなってきているというか、そのコケティッシュでもありながらどこか未成熟な甘あま酸ずっぱい果実の香りを残す青い肉体に今すぐむしゃぶりつきたいと思っている俺おれはとんだ色ボケ豚ぶた野や郎ろうであり、その場で今すぐ土下座した挙げ句に三度回ってブヒブヒと鳴いた後にこの世から今すぐに消えた方がいいだろうゴミ虫レベルであることはもはや確実に間ま違ちがいのないことであり……

「…………」

「──そうしてこの哀あわれな変態ペド豚野郎は醜みにくく汚きたならしいロリコン犯罪者の烙らく印いんを押されて、社会のクズとして二度と這はい上あがれない最底辺に墜おちていったのだった……」

「……おい桃もも子こ、勝手に人のモノローグを変態仕様にするな」

「あら、それは失礼ペド豚ぶた野や郎ろう。ただあんたがピヨのことを今にもハアハアクンカクンカし出しそうないやらしい目でをしていたから、その気持ちを代弁してあげただけよ」

「してねえよ！」

　いやまあ日和ひよりを見ていたことは否定できんけど。

　だけどそれは〝おにーちゃん〟として妹を見守るような温かい視線であって、邪よこしまでその、エロい感じの生暖かい視線なんかじゃちっともないんだよ？　ホ、ホントだよ？

「？　はあはあ、くんかくんか……？」

　そんなやり取りの横で、当の日和さんは初めてデスメタルを聞いたクラシックピアニストみたいにぽかんと首をかたむけていた。それはまだ日和さんの知らなくていい世界なんだよ……

「……」

　──とまあ、そんなクンカクンカ会話はともあれ。

　賑にぎやかでこの上なくいつも通りな感じの夏の海。

　何だってこの大人数でこんなところに来ているのかというと──
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「それにしても、こうしてみんなで海に来られるとは思わなかったよね～♪」

　と、ワニの姿をした浮うき輪わ片手な唯ゆい香かが笑顔でそう口にした。

「用務員さんに感謝だよ～♪　こんなうってつけな場所を紹介してくれて～。これで今回の『夏季職業体験実習』もばっちりってゆうか～♪」

「胸がワクドキですね～♪」

「我がサープリスが夏の輝かがやきを放っていますわ」

「…………なつのうみ……」

「小こ春はる原ばらさんといっしょに来られて本当に良かったわ」

「うん、楽しみだな」

　日向ひなたたちもそれに続く。

　唯香たちが言っているように──俺おれたちがこうしてここにいるのは『夏季職業体験実習』とやらのためなのである。

『夏季職業体験実習』

　何でも姫ひめ乃の宮みやの夏季課題の一つで、夏休みの間に各自がそれぞれ選んだ様々な職業の現場に研修に赴おもむき、職業というものを肌はだで体験してそれをレポートにして提出するものらしい。

　その趣しゆ旨しは『現代の姫ひめ』たる者、多種多様な実務をその身をもって知っておくべしとか。

　まあ通常は五つ星一流ホテルやら高級百貨店やらヨーロッパの一流美術館やらに行くらしいが、当然のごとく我らが日和ひよりさんにはそんなコネもなければ素養もない。

　唯ゆい香かたちはどうせなら菜さい園えん部ぶみんなで同じところに行こうと言っていたが、さすがにそれはハードルが高すぎるってもんである。

　仕方なく日和さんは別行動で近所のスーパーマルエソにでも突とつ撃げき取材をしようかと考えていた時に……たまたまその日『スイカップちゃん（妹）』（小玉スイカ）の収しゆう穫かくをしにやって来ていた用務員のおばちゃんがこんなことを言ってくれた。




「……『夏季職業体験実習』の行き先？　それなら一ついいところがあるよ。伊い豆ずにある海の家なんだけど、そこは私の昔なじみが経営していて人手を募集してるらしいんだ。僅わずかながらバイト代も出るっていうし、もし行くっていうなら話を付けるけど、どうだい？」




　それは日和さんにとっては願ってもない申し出だった。

　話に出ていた伊豆の海の家。

　そこなら桜さくら乃の日和ひより荘そうからもさほど遠くないし、旅費もあまりかからない。

　何より場違い感のレベルが他と比べて格段に低い。

　おまけにバイト代まで出るという。

　すぐに日和さんも「は、はいっ、お願いいたします……！」と返事をして。

　さらには唯香たちも。

「へ～、海の家か～、面白そ～♪　あ、でも海の家って何なのかな～？」

「海の上にそそり建つヨットハウスとかですかね～？」

「遥はるか昔に水すい没ぼつした幻まぼろしの都市とかではなくて？　ムー大陸みたいな……」

「小こ春はる原ばらさんが海に行くというのなら、そこが海上であれ海中あれ大きな問題ではないわ」

「……た、楽しそう、です……」

「ふむ、趣おもむき深ぶかい場所だといいな」

　まあ……だれも海の家についての正確な知識を持っていなかったってのはともかく。

　ということで、いっしょに海の家に行くことに決まった。

　加えてそれに暇をもてあましていた＆一人では生活できないダメ人間どもが便乗する形になって……今俺おれたちは総勢十一人の大おお所じよ帯たいで、昨日から伊豆の海へと来ているのだった（厳いつく島しまのおっさんが任意同行で連行されてこの場には正確には十人だが）。

「ふふ～、さ、こうして水着のお披ひ露ろ目めも終わったことだし……よ～し、せっかく夏の海にみんなで来たんだから、海らしいことをやるぞ～♪」

　と、元気に腕うでを上げながら唯ゆい香かがそう宣言をする。

　ちなみに今は休きゆう憩けい時間であり、『夏季職業体験実習』の主目的である海の家の手伝いは今日は午後からやることになっているのだった。

「夏の海らしいことですか～？」

「ジェット機で遊ゆう覧らんとか？　スキューバダイビングとかもいいですわね」

「海といえばクルージング一いつ択たくじゃない？　小こ春はる原ばらさんといっしょに洋上の風を感じたいわ」

「……ぱ、ぱらせーりんぐ……」

「……」

　……ホント骨ほねの髄ずいまでセレブなんだな、このお嬢じよう様さまたち……

「ん～、おにいさんは何だと思う？」

「え？　そうだな……やっぱり夏の海と言えばビーチバレーとかが定番じゃないのか？」

　それまでのセレブラインナップに対たい抗こうしてちょっと庶しよ民みん的てきなセレクトを言ってみる。

　よく波打ち際とかで「そーれ」とか言ってるやつである。

　だがその提案に。

「びーちばれー？　それって何なの？」

「初耳です～、びっちばれー……」

「砂浜で踊おどる新手のバレエのことですわ、きっと」

「……何か小春原さんに破は廉れん恥ちなことをやらせるつもりじゃないでしょうね？」

「……ど、どきどき……」

「ビーチバレー……それはもしかしてあれかな？　水球の一種の……」

「……」

　……このお嬢様たち、誰だれ一人としてビーチバレーを知らんのか。

　海の家に引き続きカルチャーショックの連続もいいところである。ここまで来るともう呆あきれるを通り越して世の中そういうもんなのかと達観するしかないね。

「あー、ビーチバレーってのはだな……」

　仕方ないのでビーチバレーが何たるかを一から説明する。

　それを聞いた唯香たちは目を輝かがやかせて。

「へ～、おもしろそうおもしろそう♪　要は砂浜でやるバレーボールってことだよね？　やるやる～♪」

「びっちばれー、参加させていただきます～♪」

「そういうワイルドな試みも、小春原さんといっしょなら悪くはないわね」

　相変わらずこういうことに対する食い付きはいいんだよな。

　というわけで、みんなでビーチバレーをやることになった。

「それじゃあまずはチーム分けをしないとな。──ええと、今いるのが俺おれを合わせて八人だから四人と四人で」

　まあそれが妥だ当とうな割わり振ふりだろう。

　と。

「へへ～、じゃあ私はおにいさん取った～♪」

　そんなことを言いながら唯ゆい香かがぴょん♪　と飛びついてきた。

「あ、唯香ちゃん、ずるっこです～」

「えっへっへ～、こういうのは早い者がちだよ～♪」

　いたずらっぽく笑ってぺろっと舌を出す。

　むう、こういう突とつ発ぱつ的てき（？）な行動は唯香らしいとはいえ、最初に俺を選ぶなんてまた奇き特とくだな。

　アクティブお嬢じよう様さまの予想外アクションに首を傾かたむけていると。

　く、くいっ──

「？」

　ふとＴシャツの裾すそに重みを感じた。

　何だ？　と後ろを見てみると。

　そこには……捨てられかけた仔こチワワみたいにしがみつく日和ひよりさんとましろの姿があった。

「あー……日和さん、ましろ？」

「……わ、わたしも、おにーちゃんといっしょが、いいです……っ……（きゅっ）」

「……（ふ、ふるふる）……」

「え？」

　日和さんは分かるんだが……ましろも？

　何だってまた？　なんかダメな共きよう振しん現象でも起きたとか。崖がけに一直線に突つき進すすむレミングスみたいに。

　さらには。

「それなら私もおにいさんのグループがいいです～♪」

「勝利の女神であるニケがそちらだと囁ささやいていますわ」

「小こ春はる原ばらさんがそちらに行くというのなら私もそちらへ。……まあ、佑ゆう介すけと同じというのも悪くはないですし（ちらっ）」

「わ、私も……その、佑介と同じ組がいいな（ぽっ）」

　日向ひなた、皐さ月つき、美み咲さき、三み姫きまでそんなことを言ってきた。

　結果チーム分けは八対〇。いやこれダメだろ……

　俺は口々にそう言ってくるお嬢様たちを制して。

「わ、分かった、だったらここは公平にグーパーで分かれよう。唯香も、それでいいな？」

「え～、早い者がちがよかったのにな～」

「ワガママ言わない。ほら、グーパーグーパー」

「は～い」

　冗じよう談だんっぽく唇くちびるをとがらせてそう返事をする。

　むう……なんかほとんどフィーバー状態だったな。

　まあビーチバレーの経験者は俺おれと日和ひよりさんだけだから、戦力として貴重だと思われたんだろうけども。







「そ～れ♪」

「きゃあ～、こっちに来ましたです～♪」

「行くわよ、小こ春はる原ばらさん」

「あ、は、はい」

「ふむ、ビーチバレーとはなかなか戦略性を要求される球技なのだな……」

　目の前の浅あさ瀬せでは和なごやかな光景が繰くり広ひろげられていた。

　ビーチバレーとは何ぞやから始まった六人のお嬢じよう様さまたち（と一人の地味っこ）によるビーチバレー。

　賑にぎやかでこの上なく楽しそうである。

「ビッチバレー、エクスタシーです～♪」（エキサイトって言いたかったんだろうな……）

「日向ひなたちゃん、楽しそうだね～♪」

「はい～♪　こういったアブノーマルなことをやるのは初体験なので、ファック一発な気分で昇しよう天てんしてしまいそうです～♪」

　まあ時折日向が相変わらずアレな言葉を連発したり。

　ザバーン！

「──っ。もう、いやな波ね」

「は、はい、流されてしまいそうなくらいすごかったです……」

「あ、み、美み咲さきちゃん、水着が……」

「え？　……きゃ、きゃあああっ!?　く、こ、こんな……ちょ、ちょっと佑ゆう介すけ、目め隠かくしになりなさい！」

「え、あ、ああ」

　波にさらわれて美咲の水着のトップが行方不明になったり。

「…………こてっ……」

「お、ましろ、平気か？」

「転んじゃいましたか～？」

「…………（涙なみだぐみながらも自力で立ち上がって）……あっ」

「ん、どうした？」

「…………にゅ、にゅるにゅる……が……っ……!?」

「！」

　転んだ拍ひよう子しにましろの水着の中にヒトデが入ってしまい「……っ……!?」と涙目で抱だきついてきたり。

　また皐さ月つきが波打ち際に横たわっているカニさんに向かって「平へい家けの怨おん念ねんよ、鎮しずまりたまえ……」などとぶつぶつと何かをつぶやいていたり実はカナヅチ気味の三み姫きが膝ひざ下したの深さでおぼれそうになったりとハプニングは盛りだくさんだったが、おおむねいつも通りの菜さい園えん部ぶの面々の時間だった。

　今は俺おれは休きゆう憩けい中ちゆうで、残りの七人で仲良く「そ～れ♪」とやっている。

「……」

　それにしても……日和ひよりさんも〝お友達〟といっしょに何かをしている姿が性に合ってきたな。

　みんなで輪になって一いつ生しよう懸けん命めいにビーチボールをトスする地味っこを見ながら何となくそんなことを思う。

　この上なく自然な感じに唯ゆい香かたちの中に溶け込んでいる日和の姿。

　その楽しげな様子には、桐きり乃のちゃん（金魚）やあやせちゃん（ピラニア）だけが唯ゆい一いつの心許せるお友達だった頃ころの面おも影かげはもうどこにも見当たらない。

　それどころかこうしてみると他のお嬢じよう様さまたちと何一つ変わらんように見えて──

「お、お～らい、お～らい、です……あ、あうっ！」

「あ、だ、だいじょうぶ、日和ちゃん？」

「い、今顔面でボールをキャッチしようとしかけてそれに失敗したかと思えばその場で一回転してオーバーヘッドキックでボールを蹴けり飛とばしましたわよね？　に、人間技……？」

「こ、小こ春はる原ばらさん、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「は、はい、何ともないです。い、今取ってきますから……」

「…………」

　……前ぜん言げん撤てつ回かい。

　お嬢様だ何だ言う以前にやっぱり日和さんは日和さんだ。

　一連のドジアクションをした挙げ句にちゃぷちゃぷと慌あわてた様子で波にさらわれたビーチボールを取りに行く動きは、歩行を覚えたてのペンギンの子供を彷ほう彿ふつさせて実に日和さんらしいっていうかさ。

　──そういえば前にいっしょに近所の公園でバドミントンをやった時もこんな感じだったな。

　二十四時間どんな時でも薄はつ幸こう属性。

　見事なまでに空から振ぶりしておでこにダイレクトアタックを食らった挙げ句にわたわたとして振ふり回まわしたラケットに当たってしまい近くの家の庭にまで飛んでいった羽根を追いかけていって番犬のブルドッグにベロンベロン舐なめ回まわされてたっけか……

　そんな感じに昔を思い出して微ほほ笑えましい心地になっていて。

「……」

　……にしても、日和ひよりさん戻もどってこないな。

　波にさらわれたビーチボールを拾ってくるだけの簡単なお仕事なんだが、さっぱりカムバックする気配がない。またなんか薄はつ幸こう属性を発はつ揮きしてブルドッグにでも舐め回されてるのか……と何気なく目を遣やってみると。

「──なあなあ、ちょっとくらいいいじゃん？」

「あ、え、えと、そ、その……」

「ちょっとそこの沖までハエナワ漁に行くだけだって。マグロ、好きだろ？」

「……」

　ブルドッグじゃなかった。

　そこにいたのは数人の男。

　犬科のオスじゃなくて……何やらヒト科のオスたち数人に囲まれているようだった。

「いいだろ？　新しん鮮せんなマグロが食べられるぜ？」

「あ、それともトローリングの方がいい？」

「カジキマグロで突つきん棒ぼうっていうチョイスもあるよ？」

「え、えと……えと……そ、その……（まごまご）」

「…………」

　状じよう況きようはよく分からんが、ガチで地元の漁師とかにハエナワ漁に誘さそわれてる……とかってわけじゃないよな。

　というかどこをどう見てもナンパである。

　おお、とうとう日和さんも夏の海の風物詩であるラブハンティングにキャッチされるまでなったか……と少しばかり感じるところはあるものの、相手の見かけがどう贔ひい屓き目めに見ても「おつかれちゃーん☆」的なちゃらい感じのダメ大学生であったためとりあえず放っておくわけにはいかず。

　俺おれは日和さんのところに駆かけ寄よっていって。

「あー、すみません」

「あ、お、おにーちゃん……」

「ん、なんなの、お前？」

　ダメ大学生たち（推定）に声をかけたところ、波打ち際のナマコでも見るような視線がジロリと返ってきた。

　ぬう、感じ悪いな。まあ向こうから見れば俺なんてナンパを邪じや魔まする黒くて太長い軟なん体たい生物もいいところかもしれんが。

「や、その子、俺おれの連れなんですよ。いっしょに来てたんですけどはぐれたみたいで……」

「連れだあ？」

「まあ、妹みたいなもんっていうか……」

　とりあえずウソは言ってない。

　実際問題俺と日和ひよりさんとの関係はそんな感じだし、こう言っておくのが一番波風が立たなくていいだろう。兄と妹なら向こうも文句は言えんだろうし。

　これで円満解決かと思ったんだが。

「……ちっ、彼氏付きならそう言えばいいのによ」

「へ？」

「か、かれし……っ……!?」

　返ってきたのは、そんな言葉だった。

「妹なんてそんなの信じられるかっての！　今までそれに何度煮にえ湯ゆを飲まされてきたことか……っ……！」

「やれ彼氏が妹だ、あなたはいい人だ、ずっと友達でいたいだ……そんな見え見えのお断りの言葉はいらねえんだよ！」

「くう……やっとTwitterとかmixiだけの関係じゃないリアルな彼女をゲットできるかと思ったのに……！　けっ、ラブラブな彼氏ならちゃんとマイミクの男の数をチェックしてツイートには鍵かぎかけさせとけよな！」

　口々にそんな恨うらみがましい言葉が飛んでくる。

　……なんかこのダメ大学生たち、意外にかわいそうな人たちなのか……？

　少しだけ同情の念を覚えるものの、まあそれは向こう側の問題なのでこの場では置いておくとして。

　いやだから日和さんはあくまで妹というか家族みたいなものであってそういうんじゃないんだが……。や、ゴホン、それは確かにここのところ日和さんは色んな意味で成長目覚ましく女の子らしくなってきてはいるがさ。

　そんなことを考えている俺を尻しり目めに。

　さらにブチブチと文句を言いながら、男たちは行ってしまった。

　後にはビーチボール片手の日和さんと俺とが残される。

「ん、んー、なんか色々とよく分からんかったが、とりあえずは何もなくてよかった」

「あ、は、はい……」

　二人して何となく気まずいような感じになって顔を見合わせる。

　その、何ていうかダメ大学生たちが思いっきりアレな勘かん違ちがいを口走っていったからなあ……

　それについて何と語っていいか思おもい悩なやんでいると。

「……あ、ありがとう、ございました……」

「え？」

「お、おにーちゃんが助けにきてくれて、うれしかったです……。すっごく頼たよりになって……と、とっても、かっこよくて……」

「ん、ああ」

「はえなわ漁は少しだけ興味がありましたけど、やっぱりいっしょに行くなら、おにーちゃんと以外には考えられないですし……」

「そうか……」

　そう言って遠えん慮りよがちにちょこんと水着の裾すそを握にぎってくる。

　まあ意外にハエナワ漁に興味があったってのはいかにもこの地味っこらしいなってのはともあれ。

「そ、それに……か、〝かれし〟だって言われて……」

「え？」

「ちょ、ちょっとだけ恥はずかしかったですけれど……う、うれしかった、です……っ……（真っ赤）」

　きゅっと胸の前で両手を握りながら消え入りそうな声でそんなことを言う日和ひよりさん。

　そのもじもじとした様子はいじらしくかわいらしい〝女の子〟のものであって……

　む、むう、何か心臓の奥おく底そこからドゴンドゴン！　と壁かべをハンマーで叩たたくみたいな音が聞こえてくるな……

　俺おれはそんな胸の内を誤ご魔ま化かすかのようにゴホンと咳せき払ばらいをして。

「あ、あー、うん。さ、それじゃあそろそろ戻もどるか。ぼちぼち海の家を手伝う時間だしな」

「え？　あ、は、はいです」

　目をぱちぱちとさせながらうなずく日和さんを促うながして。

　唯ゆい香かたちのもとへと戻ったのだった。







　　　２




　さて『夏季職業体験実習』で日和さんたちが手伝いをすることになっているのは、遊泳用エリアの比ひ較かく的てき端はしに位置した場所にある海の家『冷れい凍とうマグロ』である。

　見た感じはごく普ふ通つうのどこにでもありそうな海の家。

　二階部分に居住スペースが付属していて小さな民宿も兼かねている木造の建物が、この十日間を過ごすことになる場所だった。

　ちなみに名前の由来は訪れる人たちに朝の魚市場に横たわる冷凍マグロのようにのんびりとリラックスしたひと時を過ごしてほしいからだとか。……いやまあ冷れい凍とうマグロってリラックスっていうよりは完全に死んでるんじゃないかって突つっ込こみはさておき。

「ただいま戻もどりました～♪」

　唯ゆい香かが元気にそう中へと呼びかける。

　と。

「──あ、おかえりなさい、みんな♪」

　返ってきたおっとりとした感じの声。

　柔やわらかな笑顔で迎えてくれたのは磯いそ野の渚なぎささん。

　普ふ段だんは東京にある女子大に通っている大学生で、この海の家のオーナーである用務員さんの知り合いの娘さんだった。

「海水浴はどうだった？　のんびりできたかしら？」

「は～い、とっても楽しかったで～す♪」

「ビッチバレーを堪たん能のうできました～♪」

「こういったものもたまには悪くないですわね」

「…………たのしかった……」

「そう、それならよかった。でも暑かったでしょう。冷たい麦茶を用意してあるから、よかったら飲んでね♪」

　にっこりと笑いながらそんなことを言ってきてくれる。

　うーむ、ホントによくできたいい人だな。

　名前の通りまるで渚みたいに穏おだやかで柔らかな空気を持っている人である。何でも初めは『冷凍マグロ』にちなんで磯野鮪まぐろと名付けられそうになったところを周囲に止められて危うく第二候こう補ほだった『渚』になったとか。実に賢けん明めいな判断だな……

「浜の様子はどうだった？　夏満まん載さいな雰ふん囲い気きだったでしょ？」

「あ、はい。大おお賑にぎわいでした。ホントにたくさん人がいて……」

「うん、今週に入ったくらいから人が集まり始めたの。もうすっかり夏休みよね～」

　そんなことを考えながら渚さんと談笑をしていると。

「……おい渚、そろそろ仕事の時間だ」

「あ、うん」

　間に入ってきた低音の渋しぶい声。

　声の主はこの海の家『冷凍マグロ』のオーナーにして渚さんの父親の磯野岩いわ男おさん。

　渚さんに磯野鮪と名付けようとした張本人である。

　ちなみに名付けようとした由来は朝の魚市場に横たわる～（略）～だとか。寡か黙もくで『男は黙だまって六ろく尺しやく褌ふんどし！』みたいな感じのダンディな風ふう貌ぼうなのに意外とチャレンジャーだよな……

「……客人さんたちも。悪いが、仕事とそれ以外のけじめはしっかりしてもらいてぇ」

「は、はい」

　ドスの利きいたバリトンボイスにわなないて、慌あわてて会話を切り上げてみんな各々の持ち場へと散らばる。

　けじめって、指つめとかじゃないですよね……？

　いや別に怒おこってるわけじゃなくて普ふ通つうに喋しやべってるだけなんだが、昔気質かたぎで角刈りな外観と相まって迫はく力りよくがあるんだよな、このおっさん……

「……」

　そんなわけで手伝いが始まったわけだが。

　海の家『冷れい凍とうマグロ』での仕事は大まかに分けて、料理、接客、皿洗い、売り上げ計算の四つになる。

　お客さんから注文を受けて料理を運ぶ役目。料理を作る役目。使用された食器等を洗う役目。主にレジを担当したり会計を引き受ける役目。

　それらは一部重なる部分があるものの、基本的には分担して行われる。

　今日の分担は日和ひよりさんと俺おれが料理、唯ゆい香かと日向ひなたが接客、皐さ月つきとましろが食器、美み咲さきと三み姫きが会計となっているんだが。

　何せこの場にいるのは家の手伝いといえば両親に替わってクレジットカード番号を入力するくらいだっていう超が付くほどのお嬢じよう様さまたちばかりであるわけで……

「えっと、『なま』って何のことかな？　なまむぎなまごめなまたまご？」

「ナマコの略りやく称しようのことですよ、きっと～♪」

「あ、そっか♪　さすが日向ちゃん」

「……」

「食器を洗うとはどういうことなのかしら？　食器には自己浄じよう化か機能が付いていて、自動的に洗浄されるものなのではなくて？」

「…………つかいすて……？」

「…………」

「このレジというのはどうやって使うのかしら？　お金を入れれば勝手に計算してくれるの？」

「計算機のように使うのではないか？　正しい数字を入力すればそれに見合った金銭の授受を自動的に行ってくれるような……」

「うーん……」

「むう……」

「………………」

　……かなりグダグダな感じだった。

　知識（？）としては幼よう稚ち園えん児じ並なみで、基本的に用語だとか道具だとかがさっぱり分からないレベル。

「あー、二人とも、『生なま』っていうのは生ビールの略でだな……」

「え、そうなの？」

「初物です～」（初耳って言いたかったんだろうな……）

「あ、あの、お皿は自分たちで洗わなくてはいけないものです。放っておいてもきれいになるものではなくて……」

「洗う？　洗うって、食器をどうやって？　クリーニングにでも出すの？」

「…………めいどさん……？」

「え、えと……（あせあせ）」

「レジは手打ちするもんなんだ。計算機とお金の授受は自分たちでやらないといけない」

「へえ……見事な手付きね。なかなかやるじゃない。佑ゆう介すけの分際で、見直したわ」

「そうなのか……大変なんだな」

　なので必然的にそれらを補おぎなう感じに、俺おれと日和ひよりさんとが培つちかってきた庶しよ民みんパワーを活かして八はち面めん六ろつ臂ぴな阿あ●羅らマン的な活かつ躍やくをすることになっていて。

　手が空き次第各所を回ってフォローをする感じ。

　初日の昨日よりはだいぶマシとはいえ、割といっぱいいっぱいなことには変わりない。

　それでも店内がうまく回ってるのは、おそらく……

「……」

　……客が、少ないからだよな。

　辺りを見回してみてもテーブル席に家族連れが二組、カウンター席にカップルが一組ほど。

　いかに昼時からは少し経っているとはいえ、夏のかき入れ時である海の家にしては驚くほどの閑かん古こ鳥どりの盛せい況きようっぷりである。

　──これは何も今日に始まったことではなくて、昨日初めて『冷れい凍とうマグロ』を訪れた時から気にかかってたことだったりもする。

　……お客よりも、従業員数の方が多くないか……？

　それがこの『冷凍マグロ』に足を踏ふみ入いれた時の第一印象。

　まあその時はこの海の家を目にした唯ゆい香かたちが「すごいすご～い、とっても素敵なデザインだね、この漁師さんの網あみ置おき小ご屋や～♪」やら「書かれている『海』の文字がすっごく漢おとこらしいです～。見事なハッテンバですよね～♪」やら「……いぬごや……？」やらの危ないことを言い出したのを慌あわてて止めていたため突つっ込こめなかったが、明らかに経営不ふ振しんな感じだった。

　そしてその疑念は一日経った今も拭ぬぐえることはなく。

　閑かん散さんとした店内の様子をそこはかとなく心配に思いながらカップルの注文であるアワビとソーセージの丸焼きの仕上げに取りかかっていると。

「あ、それじゃあみんなは今のお客さんたちが帰ったら上がってもらっていいから。お疲つかれさま」

　渚なぎささんのそんな声が店奥おくの厨ちゆう房ぼうに響ひびき渡わたった。

　時刻はまだ午後四時。

　昼時は過ぎたとはいえ、閉店をするのにはいささか早い時間である。

「……」

　……うーむ、やっぱりこれは色々と傾かたむき気ぎ味みな感じなんだろうか。

　どう見てもそうにしか思えないというか。いやせせこましいことを言うつもりはないんだがバイト代は大だい丈じよう夫ぶなのか（切実）……などと経済的な心配をしていると。

　その時だった。

　ザワリ。

　決して多くはないお客さんたちの間から大きなざわめきが起こった。

　同時に店内の視線が一いつ斉せいに店の入り口付近に注がれる。

「……？」

　何だ……？

　深き海の底から名状しがたき半魚人さんたちでも這はい出だしてきたのかね……と視線を追ってみると──

「！」

　あれは……！

　さらりと風になびくよく手入れの行き届いたロングヘアー。

　見ただけで全ての者をテイマーによく調教された犬のようにその場にひれ伏させそうな圧あつ倒とう的てきな黄金色のオーラ。

　──そこにいたのは、ツバの広い上品な帽子に高価そうな白いサマーワンピースというお嬢じようルックな格好で入り口でたたずんでいる、よく見慣れた黄金お嬢様だった。







「こんにちは渚さん、息そく災さいかしら？」

「あ、光琉ひかるちゃん、いらっしゃい♪」

　黄金色のオーラに天使のようなにこやかな笑みで渚さんが答える。

　ひ、光琉ちゃん、だと……!?

　戦せん慄りつした。

　何だってこの黄金お嬢様がここにいるのかっていう根本的疑問よりも先にその突つっ込こみが頭にが浮うかぶ。

　光琉〝ちゃん〟。さん付けでも様付けでも敬けい称しよう略でもなく光琉ちゃん。世の中にはゴマンと女子はいるが、これほどちゃん付けが似合わない相手も珍めずらしいな……

　そんなことを考えて少しばかり複雑な気分になっていると。

　ふと、こっちに顔を向けた黄金お嬢じよう様さまと目がピタリと合った。

「!?」

　黄金お嬢様はアフリカでホッキョクグマでも見つけたような表情になると。

「！　ど、どうして貴方あなたたちがここに……!?」

　珍めずらしく少しばかり動どう揺ようしたような口調でそう言ってきた。

　いやどうしてって言われても……

「あー、いや、『夏季職業体験実習』で来てるんだが……」

「え……？」

「菜さい園えん部ぶの用務員さんが紹しよう介かいしてくれたんだ。日和ひよりが行き先に困ってたんだが、いい場所があるって……」

「……そ、そう、美み智ち子こさんが」

　何かに納得したかのようにそう口にする。

　ミチコさんって用務員さんの名前なのかね？

「それよりこっちこそ疑問なんだが。何で光琉ひかるちゃんが──」

「……（ギロリ！）」

「──い、いや、ゴホン（こ、殺される!?）。鷹たか匠じようさんがどうしてここにいるんだ？　まさか俺おれたちと同じで『夏季職業体験実習』でってことはないよな……？」

「それは──」

　心なしか目を逸そらしつつ何かを言いかけて。

「あらみんな、光琉ちゃんとお友達なの？」

　と、渚なぎささんが頰ほおに手を当てながらそう尋たずねてきた。

「何だかさっきから仲がよさそうだったから、そうなのかなって思ったんだけど……」

「──ええ、そうです。ここにいるのは佑ゆう介すけを除のぞいて皆みな姫ひめ乃の宮みやの学生……。私の、愛すべき妹たちです」

「はい、光琉お姉様にはとってもお世話になってま～す♪」

「光琉様は我々にとって輝かがやける星……小こ春はる原ばらさんとはまた異なった、比ひ較かくすることのできない偉い大だいな一等星です」

「光琉先せん輩ぱいは……様々な意味で、尊そん敬けいできる方だ」

　光琉の言葉に唯ゆい香かたちもそう続ける。

「あ、やっぱりそうなんだ？　光琉ちゃんがいつもお世話になっております。光琉ちゃんと私は、光琉ちゃんがこの辺に住んでた頃ころからのお友達でね。よくいっしょに夕ご飯用のお魚を釣つりに行ったり、いっしょに近所の釣つり具ぐ店てんでアルバイトをしたりしたの。うん、懐なつかしいな～」

「え？」

　釣具店で、アルバイト？

　って……このアルバイトなんて言葉は「何それ美お味いしいの？」レベルで、むしろなるなら全国釣つり具ぐ店てんの名めい誉よオーナーとかになっていてもおかしくなさそうな黄金お嬢じよう様さまが？

　思わず怪け訝げんな表情になる俺おれに。

「──渚なぎささん、その話は……」

「え……？　あ、そ、そうだね」

　慌あわてたように言いい淀よどむ渚さん。

　何か言えないような特別な事情でもあるのかね？

「あ、う、うん、それより光琉ひかるちゃん、今日はどうしたの？　何か用事とかあったのかな……？」

　渚さんのその言葉に。

「ええ、用事というかちょっと困っていたことがあって……。よければ渚さんの力を借りようと思ってここまで来たのだけれど……」

「困っていること？」

「そう、今日これから──ん？」

　と、そこで光琉はこっちに視線をやりながら何かに気付いたかのように言葉を止めた。

　そして俺と日和ひよりさんの顔を見ながら小さくうなずくと。「──そうね、思いも寄らなかったけれど、こっちの方が適任かもしれない……」

「？」

　そうだれに言うともなしにつぶやいて。

　おもむろにこう告げてきたのだった。

「──佑ゆう介すけと小こ春はる原ばらさん、貴方あなたたちの手を借りたいの。協力してもらえるかしら？」







　　　３




　クルーザーの甲かん板ぱんには海からの心ここ地ち好よい風が吹き付けていた。

　波をかき分けていくのと同時に顔面を撫なでていく涼すずしげな潮風。

　周りの景色が後ろに消えていくかのようにビュンビュンと流れていく。

「わ、わあ、とっても気持ちいいです……」

「ん、そうだな。日焼けした身体に染しみ入いるようで……お、あれってイルカじゃないのか？」

「え、い、いるかさん……？」

「ほらあそこ！　五匹くらいの群むれで並んで泳いでる！」

「わ、わあ……ぴょんぴょんしています……！」

　日和さんと二人で思わずそんなテンションの上がった声を上げる。

　当たり前だがクルーザーなんてもんは初体験だからなあ。

[image: ]

　──ここは鷹たか匠じよう家けが所有するクルーザーの上である。

　船でありながらちょっとした広場ほどの広さ。

　さらに船内にはテレビやらソファやらミニシアターやらが当然のように置かれていて、海外ドラマで見るようなワインセラーまで完備されている。うーん、ここだけで桜さくら乃の日和ひより荘そうの五倍くらい立派なような気がするな。

「楽しそうね、二人とも」

「え？　あ、あー、いや……」

　う、ちょっとはしゃぎすぎたか。

　年とし甲が斐いもなくイルカに乗った少年のなりきりとかしちゃったからな。日和さんに至いたっては「こ、こんにちはですイルカ……げ、元気ですかイルカ……？」とイルカ語で呼びかけてるし……

「別に気にしなくて構わないわ。好きなだけ辺りを飛とび跳はねて童心に返りなさい。貴方あなたたちにはお願いしてここにいてもらっているのだから」

「そ、そうか……」

　まあ俺おれはともかく、日和ひよりさんには自由に楽しませてやりたい。ほら、クルーザーなんて金持ちの税金対策の象しよう徴ちようみたいなもんに乗るのは、これがおそらく人生最初で最後だろうからさ。

「お、日和。あそこにあるのははえなわじゃないか？」

「え、ほ、ほんとですか？　はえなわさん……」

「マグロとかが捕とれるんだろうな、きっと」

「は、はい。はじめましてマグロ……」

　というわけで遠えん慮りよなくおのぼりさん的行動を再開しつつ。

　さて何だって俺おれたちが二重の極みならぬこんなセレブの極みみたいなところにいるのかというと。

「──それで鷹たか匠じようさん、その別べつ荘そうとやらがある島にはあとどれくらいで着くんだ？」

「もう着くわ。あそこに見えているあれだから。あと十分というところね」

「そうか……」

　光琉ひかるに示された目的地である離り島とうに目を遣やる。

　そこの丘の上にあるという鷹匠家の別荘。

　そこに向かうべく、日和ひよりさんと俺はこうしてファーストクルーザー体験をしているわけなんだが。

「それにしても……本当に俺たちでいいのか？」

　首を傾かたむけながらもう一度黄金お嬢じよう様さまに確認する。

「これからわざわざ別荘にまで行ってそこにいるお客のために料理を作れとか……」

　先ほどの光琉の頼たのみ事ごと。

　それは……なんかよく分からんが、日和さんと俺に料理を手伝ってほしいとのことだった。

　そんな突とつ然ぜんかついまいち思おも惑わくの見えない申し出。

　や、この黄金お嬢様の別荘だったらどうせお抱かかえの五つ星の超一流料理人やらどこぞの海かい原ばら●山ざんみたいな食通やらが肉ジャガに入っているイモくらいにゴロゴロしてるだろうに。それらを差し置いて何だって俺たちが……

　すると。

「……少しばかり、事情があるのよ」

「え？」

「……貴方あなたたちでなければいけない、理由が。いいのよ、すぐに分かる。──さあ、着いたわ」

「お……」

　そんな声と共にクルーザーが接岸される。

「付いてきなさい。鷹匠の別荘はこちらにある。案内するわ」

「ん、ああ」

「はいです」

　言われるままに従って日和さんと二人で光琉の後を追う。

　事情、ねえ……

　よく分からんが何かまた姫ひめ乃の宮みや関係の試練とかじゃないよな……？

　この黄金お嬢様ならそれもあり得るのが怖こわいんですよね。

　そこはかとなく心配に思いつつも光琉ひかるに付いて鷹たか匠じよう家けの別べつ荘そうへと足を踏ふみ入いれて──







「おう、おかえり、光琉ねーちゃん！」

「『冷れい凍とうマグロ』、どうだった～？」

「お土産みやげは？　お土産は？」

「……」

　──出迎えてくれたのはたくさんの子供たちだった。

　小学生低学年くらいの本当に小さな子から中学生くらいまで男女合わせて十人ほど。

　二十人くらいが座れそうなどでかいソファと百インチくらいのテレビが置かれた豪ごう勢せいな客間に俺おれたちが入るなり、だれもかれも人ひと懐なつこい様子の屈くつ託たくのない笑顔でわらわらとこっちに向かって駆かけ寄よってくる。

「光琉ねーちゃんがいない間に、ちゃんと今日の分の宿題終わらせたぜ！」

「きちんとお留守番もやってたから遊んで遊んで！」

「みんなでトランプやろうよ！　豚ぶたのシッポとか七並べとか……あれ、そっちの二人は？」

「え、え？」

「や、俺たちはだな……」

　言葉に詰つまる日和ひよりさんと俺に。

「この二人は私のお友達よ。一人は学校の後こう輩はいでもある。ちょっと手伝ってもらいたいことがあって来てもらったの」

「お、そうなのか？」

「よろしくな、お姉ちゃんお兄ちゃん！　ルートビア飲むか？」

「こんにちは～♪」

「え、あ、ああ」

「こ、こちらこそよろしくお願いいたしますです……」

　ワケも分からんまま挨あい拶さつを返す。

　いやちゃんと挨拶できるいい子たちだな……と思いつつこれは一体どういうことなのかと黄金お嬢じよう様さまの方へと顔を向けて。

「この子たちは……私の、妹弟みたいなものよ」

「妹弟……」

　返ってきたのはそんな言葉だった。

「小さい頃ころから家族のように触ふれ合あってきて時間を共にしてきた。皆みな……この近くにある施し設せつの子供たちなの」

「施設……？」

「ええ、そう。両親のいない子たちや、様々な理由から家庭で育てることができずに預けられた子たち……そういった子供たちを受け入れて育て上げる場所があるの」

「……」

　そうなのか……

　しかしどうしてこの黄金お嬢じよう様さまはそんな子供たちと知り合いなんだろうな。

　まあ普ふ通つうに考えれば鷹たか匠じよう家けで援えん助じよをしているとか何かで訪問をした際に知り合ったとかそういったところだろうけど……

　意外な関係性に首を捻ひねっていると。

「なあなあ、にいちゃん！」

「ん？」

「にいちゃんって、光琉ひかるねーちゃんのあいじんなのか？」

「ぶぼごおっ!?」

　思わず口にしていたルートビアを盛大にマーライオンしそうになった。

　だ、だれが愛人だ！

　地ち軸じくが九〇度傾かたむいてもあり得ないっていうか。というか最初から情じよう夫ふ扱あつかいはやめてせめてハズバンドだと言ってくれ。いやそれもまったくもってあり得んのだけど。

「あいじん……？」

　隣となりで日和ひよりさんがパピルスをはむはむと食べる仔こヤギみたいな顔をしていたが、それもまたまだ知らなくていいアウターゾーンなんですよ……

「なあなあ、そうなの？」

「あいじん？　あいじん？」

「それともひもなのかな～？　あんまりけいざいりょくのなさそうな顔してるし～」

　なおも瞳ひとみをキラキラさせながら訊きいてくる子供たちに。

「ち、違ちがう！　そんなんじゃなくて鷹匠さんとは何ていうか……その、まあ知り合いだよ。知人ってやつだ」

「そうよ。悪いけれどこの佑ゆう介すけとはせいぜい互たがいの名前を知っているくらいの仲であって、他人以上知り合い未満な関係よ。そう……言ってみれば向けられる感情は愛あい玩がん動物に向けられるそれと同じようなもの。ここで飼かっているペキニーズ（犬）のウォルフガングと同じ。勘かん違ちがいしてはダメよ」

「……」

　いやそこまで言わんでもいいと思うんですが……

　せめて人間というか、お知り合いくらいには認定してほしかったな……

　打ちひしがれる俺おれを横目に。

「それじゃあ夕食の用意をしてくるから、もう少し待っていてちょうだい。今晩はごちそうよ」

「はーい」

「早くしてねー」

「もうお腹、ぺっこぺこなの～」

　声を揃そろえて子供たちがそう返事をして。

「──あ、そういえば光琉ひかるお姉ちゃんの卵焼き、食べられる？」

「え？」

　と、そこで子供たちの中でも一番幼そうな女の子がうきうきとした顔でそんなことを言ってきた。

「昔よく作ってくれたお姉ちゃんの卵焼き、久しぶりに食べたいな。あれ、すっごくおいしいんだもん♪」

「！　それは……」

「お、いいな。おれ、あれ好きなんだよなー」

「あの味があると光琉ねーちゃんと久々に会えたーって気がするよな！」

「？　だめなの～？」

　その声に。

「……ごめんなさい。今日はちょっと無理かもしれない。可能なら善ぜん処しよするけれど、あまり期待せずに待っていてくれるかしら」

　そう言って身を翻ひるがえして。

「…………」

「……何をしているの佑ゆう介すけ。貴方あなたも来るのよ」

「え……？　ああ、そうだったっけ……」

　ウォルフガングくんと同列の扱あつかいを受けたショックで耳に入ってなかった。

　てか「来なさい」の声が「ハウス！」と同じように聞こえやがるぜ……

　そんな風に若じやつ干かんやさぐれた心を胸の奥おくにしまいつつ、光琉とともに厨ちゆう房ぼうへと向かう。

　厨房は教室一つ分ほどの広さがあって、予想通りというか何というかどこぞの高級料理店みたいな作りだった。

　あちこちに専門的な調理道具が当たり前のように置かれていて、奥にある巨大冷蔵庫には牛の生肉が何頭分かぶら下がったりしている。

「──それで、料理を作るってあの子たちにか？」

「ええ、そう。あの子たちにはなかなか会えることはないから、できる限りもてなしたいの」

「そうなのか。それなら……」

　やっぱり本職の料理人に任せた方がいいと思うんだが。

　餅もちは餅屋というか、ほらあそこにいかにも美食研究家って感じな和服姿の白はく髪はつのライオンみたいな雰ふん囲い気きのおっさんが、厳きびしい目をしてこっちを見てるし。

　だが光琉ひかるはふるふると首を横に振ふって。

「そういうわけにはいかないの。あの子たちは着き飾かざった料理よりも家庭の味を求めているわ。作られた余よ所そ行いきの味じゃなくて、優しくて温かいありふれているけれど心に染しみ入いる味。普ふ段だんはなかなかゆっくりとそういった料理を楽しむことはできないから……こういった時くらいは味わわせてあげたい」

「……」

　むう……その気持ちは分かるな。

　確かにせっかくの久しぶりの再会ならそういった家庭の味の方が安心するだろう。

　でもそれなら……

「だったら鷹たか匠じようさんが作ればいいんじゃないのか？　心に染み入る味っていうならその方が喜ぶんじゃ……」

「……残念だけどそれもダメなの。使用人である料理人が健在なのに主である私がその仕事をやってしまうことは、料理長たちの面子めんつを潰つぶすことになってしまう。それは鷹匠家の次期当主として、決してやってはいけないこと……」

「……」

「そういうわけだから……貴方あなたたちに協力を頼たのんだの。鷹匠家の外部の人間でありかつ信しん頼らいできそうな人ひと柄がらを持ち、そして家庭の味を作ることができそうな貴方たち……。──お願い、できるかしら？」

「……」

　なんか色々としがらみがあるんだな。

　金持ちには金持ちにしか分からない苦労があるというか。

　とはいえ……日和ひよりさんと俺おれがわざわざここに呼ばれた理由が分かった。

　そういうことなら手伝うのもやぶさかじゃない。

　何というか家族とあまり会えない寂さびしさは、俺も日和さんもよく分かってるからな。

　隣となりの日和と二人でうなずき合って。

「分かった。引き受けさせてもらう」

「お、おいしいお料理をつくります……っ」

「──ありがとう、そう言ってもらえると助かるわ」

　本当に感謝の念のこもった表情で黄金お嬢じよう様さまが頭を下げる。

　そういうわけで、料理代行（？）を引き受けることになった。

「──で、具体的にはどういったものを作ればいいんだ？　家庭の味といっても、作れるものには限りがあるぞ」

「そこは気にしなくて大だい丈じよう夫ぶ。本当に貴方たちが普段作っているものをそのまま作ってくれればいい」

「普ふ段だんって……」

　それこそ近所のタツさん（ニワトリ農家・八十五歳）からもらってきた卵で作ったオムライスだとか、マルエソのタイムセール品を集めた雑種かき揚あげだとか、庭や公園の雑草を採ってきて煮に詰つめたワイルド雑ぞう炊すいとかになるんだが……

　だがその言葉に。

「それで大だい丈じよう夫ぶ。いいえ、むしろそういったものを作ってちょうだい」

「……」

　……いいのか。

　……まあ、いいというならやるしかない。というかそれしかできんし。

「が、がんばりますです……っ！」

　日和ひよりさんもぎゅっと両手をグーにしながら気合いの言葉を口にして。

　とりあえずは厨ちゆう房ぼうにある材料を確認しつつ、色々と作ってみることにした。

「ええと、エリンギとマイタケがあるから……」

「あ、偽ぎ装そうまつたけご飯とかができますね……」

「そうだな。あとは豆とう腐ふを使ってステーキもどきを作って、大根の皮を使ってマリネを漬つけて……」

「はいです」

　そんな風に話し合いながら、日和さんと二人で調理を進めていく。

　それを見ていた黄金お嬢じよう様さまが。

「佑ゆう介すけ……貴方あなた、思っていたよりも器用なのね」

「まあな。小さい頃ころからこういったことはよくやってたから」

「なるほど、質素と倹けん約やくと約つづまやかな心根が骨ほねの髄ずいまで染しみついているというわけね。悪くない。見直したわ」

　腕を組みながら感心したようにそう息を吐はく。

　どうやら料理完成までずっとここにいるつもりらしい。

　まあ料理姿をだれかにじっと見られるのは若じやつ干かん気になるがその方が色々助かるか。

　色々な材料や調味料、食器の場所などはこのお嬢様がいないと分からんし。それにいくつか訊きいておきたいこともある。

　大根の皮を桂かつら剝むきしながら俺は光琉ひかるの方を向いて。

「なあ、どういう味付けが子供たちは好みなんだ？」

「え？」

「好みだ。ひとくちに家庭料理っていっても色々あるだろ。さっぱりした味とか濃い味とか、醬しよう油ゆ味あじとかソース味とか。できるだけ好みに添そうようにしてやりたいんだ」

「ああ、そうね……」

　そこで光琉ひかるは口元に手をやり考え込むような表情になって。

「あの子たちはまだ小さいのにあっさりとした味が好きでね。よく色々なものを味付けをアレンジして作ってあげたの。カレーの隠かくし味あじにはリンゴと蜂はち蜜みつだったし、目玉焼きとかにかけるのもソースじゃなくて醬しよう油ゆだって……」

「うん」

「本当に渋しぶい味付けが好きで。だから卵焼きを作る時もいつもオリジナルのものがいいと言って……」

「そうなのか……」

「ええ……」

　少しだけ頰ほおを緩ゆるめながら話す黄金お嬢じよう様さま。

　そこには変わらずに黄金色のオーラは漂ただよっていたものの、いつもの威い圧あつ感かんやプレッシャーなどは薄うすれて……何か大事なものを語る優しい空気があった。

　──本当に、あの子供たちを大切に思ってるんだな……

　そのことが伝わってくるやり取り。

　事情は分からんが、あの子供たちとこの黄金お嬢様との間には何か特別なつながりがあるんだろう。

　だとしたら、やっぱり……

「どうしたの？　手が止まっているわよ」

「え？　ああ、スマン」

「頼たのむわよ。ウォルフガン──佑ゆう介すけたちだけが頼たよりなんだから」

　今、犬（ペキニーズ）の名前と間ま違ちがえかけましたよね!?

　まったく、人が真剣なことを考えてるのに失礼なことこの上ないな！

　とまあ、そんなことをしつつ調理は進んでいき。

　そうこうしている内に料理はほぼ完成に近づいた。

　できたのは当初の予定通り、偽ぎ装そうマツタケご飯、和牛ステーキもどき、大根の皮のマリネ、それに加えて得意料理のイナゴの佃つくだ煮に（イナゴが常備されてたんだよ、ここの厨ちゆう房ぼう……）他いくつか。

　後はこれらを切り分けたりして皿に盛り付けて、最後の味付けをするだけである。

「──ご苦労様。素晴らしい出来映えね。着き飾かざった部分がこれっぽっちもなくてこれ以上ないくらいに庶しよ民みん的てきで……貴方あなたたちに頼たのんだ甲か斐いがあったわ。感謝します」

　光琉が満足そうにそう口にする。

　最後の方が何だか褒ほめてるんだかなんだか若じやつ干かん微び妙みようだったんだがまあ悪気がないだろうからともかく。

　──確かに、日和ひよりさんと俺おれが作る料理はこれでほぼ全て完成だ。

　そのこと自体は間ま違ちがいない。

　だが──

「──まだ、終わりじゃないんだ」

「え？」

「まだ終わりじゃないんだ。大事なことが残ってる」

　その言葉に光琉ひかるが怪け訝げんそうな表情になる。

「何を言っているの？　もうほとんど作業は終わっているでしょう。後は盛り付けをして運べば全ての行程は終わるはず──」

「いや、終わらない。──こうしないと、な」

「あ──」

　光琉の声を途と中ちゆうで遮さえぎって。

　俺おれは一歩前に出て、自分が付けていた荒あらぶる鷹たか柄がらのエプロンを黄金お嬢じよう様さまに装着させた。

「……どういうつもり？　これはいったいどういう意味で……」

「見たままだ。残ってる最後の行程。後は鷹たか匠じようさんが──特製の卵焼きを作ればそれで終わりだ」

「な……」

　それを聞いた光琉は一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとした顔になった。

　だがすぐに平静さを取とり戻もどして。

「佑ゆう介すけ……貴方あなた、さっきの私の話を聞いていなかったの？　この場で私が料理をすることは料理長たちの面子めんつを潰つぶすことで、許されることではないと……」

「分かってるさ。これは鷹匠さんが自分の意思で料理するんじゃない。俺たちの──来客の一人の手伝いとして、足りない一品作ってもらうんだ。それじゃあマズイのか？」

「……っ。それは……」

「マズくないんだな？」

「……確かに理り屈くつとしてはいちおう筋が通っている。だけど物事はそんなに簡単じゃない。理屈を超えた感情というものが……」

「──その感情の話として、鷹匠さんは作ってあげたいんだろう？」

「え……」

「あの子供たちは鷹匠さんにとって家族みたいなものだって言ってた。だったら他の何よりも、鷹匠さんの作った卵焼きを楽しみにしていたはずなんだ。それを前にして……面子も何もないだろう」

　さっきの短い時間の会話だけでもあの子たちが何を望んでいるのかが俺にもよく分かる。

　ブロントサウルスのシッポ並みに鈍にぶい俺でも気付いたってのに、この黄金お嬢様が分からないはずがないだろう。

　心の奥おくでは……必ずそれに応えたいと思っているはずだ。

「…………」

　その問いかけに光琉ひかるは口を閉ざしていた。

　どこか張はり詰つめたような沈ちん黙もく。

　厨ちゆう房ぼうの中がひと時だけ水を打ったような静せい寂じやくに包まれる。

　しかしやがて何か吹っ切れたかのように顔を上げると。

「──そう、ね」

「え」

「確かに佑ゆう介すけの言う通りよ。どうかしていた。面子めんつなどにこだわって一番大切なものが何か見落とすところだったわ」

「それじゃあ……」

「ええ、作らせてもらうわ。私が昔あの子たちに作った卵焼きを」

「おお」

　そうこなくっちゃな！

　やっぱり真打ちが作る料理があってこその最高のもてなしだ。

　髪かみの毛をアップにしてまとめて、手慣れた様子で卵を割り始める黄金お嬢じよう様さまの姿を目にしながらそう思う。

　と、そこで何となく気になることがあった。

「そういえば、その卵焼きは何が特製なんだ？　そんなに美お味いしいんならぜひ教えてもらいたいんだが」

「それは……」

「？」

　言いい淀よどむような様子。

　む、何か言いづらいようなものなんですかね？　実は隠かくし味あじで味の素でも入ってるとか？

　不ふ審しんに思っていると光琉は少しだけためらうようにして。

「──ぼし、よ」

「え？」

　小さくてよく聞こえなかったんだが……

　すると黄金お嬢様はその黄金色の頰ほおを少しだけ赤くして。

「──うめ、ぼしよ。梅干し入りの特製卵焼き。私が……その、梅干しが好物なの。それを一度卵焼きに入れて焼いてみたら、あの子たちが気に入って……」

　うつむきながら恥はずかしそうにそう言ってくる。

「そ、そうか……梅干しか……」

「な、何？　何か言いたいことでも……」

「いや、意外にかわいいところがあるんだなと思ってさ」

「な……」

　かーっと顔を真っ赤にして言葉を失う黄金お嬢じよう様さま。

　その隣となりでは日和ひよりさんが。

「そ、そうです！　梅ぼしさんは偉い大だいです……っ……。抗こう菌きん作用があってクエン酸さんが豊富で、疲ひ労ろう回復や解げ熱ねつにも効果があって……。あ、あの、鷹たか匠じようさんはどこの梅ぼしさんが好きですか……？　わ、わたしはやっぱりおーそどっくすですが紀き州しゆうの梅ぼしさんが一番お気に入りで……」

　同好の士を見つけたのがよっぽど嬉うれしかったのか、両手をぱたぱたさせながら地味に興こう奮ふん気ぎ味みに梅干しアピールをしていた。

　──何だか黄金色のオーラが、今は梅うめ紫し蘇そ色いろに見えるね。
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「やった、光琉ひかるお姉ちゃんの卵焼き！」

「これが食べたかったんだよなー」

「梅干しのすっぱいのがたまらないっていうか……」

「おいしい……♪」

　客間では子供たちが歓声を上げていた。

　みんなこれ以上ないってくらい幸せそうな顔をして、我先にと黄金お嬢様特製梅干し入り卵焼きを頰ほお張ばっている。

「ありがとな、光琉お姉ちゃん！」

「前と全然変わってなかった！」

「やっぱりこれを食べないと光琉ねえちゃんと会ったって気がしないっていうかさ」

「あったかい……♪」

　それを見て嬉うれしそうに「ふふ」と頰ほおを緩ゆるませる黄金お嬢様。

　やっぱり無理を言って作ってもらってよかったな。

　子供たちに混じって卵焼きを口にしながらジンワリとそんなことを思う。

　まあその横で日和ひよりさんは。

「え、えと、えと……」

「ん、おねーちゃん、そこのエビフライを取りたいのか？　ほら」

「あ、ありがとうございます……」

「どういたしまして。でももっとしっかりしないとこれから先の人生で大変だぜ、おねーちゃん。生き馬の目を抜ぬく世の中なんだから」

「あ、あう……」

　子供たち（小学生）から、どっちが子供だか分からないような訓示を受けてたが。

　まあそれでも一番子供たちから懐なつかれてるのは日和ひよりさんなんだよな。

　軽口を叩たたかれつつも、最も心を許されているというか。

　外見も内面も極めて地味だが、そのぽわぽわで優しい本質で人の心にするりと入り込んでいくのはある意味この地味っこの才能かもしれん。

　今も正しい世の中の渡わたっていき方を指し摘てきされて頼たよりなくこくこくとうなずき返す日和さんを眺ながめながら何となくそんなことを考えていて。

「光琉ひかるおねーちゃんも昔はこんな感じだったよなー」

「え？」

　と、日和さんに人生の教訓を語っていた男の子がそんなことを言い出した。

「いっしょにご飯食べてる時なんかオカズとか全然取れなくて、一人でたくあんをポリポリやってたもんなー。ちょっと涙なみだ目めで」

「……っ!?　何を言っているの、そんなことは──」

「えー、だって本当のことじゃん。今はすっごいかっこいいけど、昔は頼りない感じで自己主張できなくてよく泣いてて、ホント日和おねーちゃんみたいだったんだぜー」

「……」

　……え、それ本当なの？

　このお嬢じよう様さまの中のお嬢様で、寝ている時も女じよ帝ていのポーズ（胸の上で手をクロス）とかで横たわっていそうな黄金お嬢様が……日和さんみたい!?

　都会（夜）の女め狐ぎつねに頰ほおを優しくそっと撫なでられたみたいな気分で渦か中ちゆうの光琉の方を見ると。

「…………（むすっ）」

　腕うで組ぐみをしたまま不ふ機き嫌げんそうな表情になるものの、否定の言葉はない。

　……にわかには信じがたいが、どうも本当みたいだな。

　う、うーむ、晴せい天てんに霹へき靂れきを見ながら耳に水みず鉄でつ砲ぽうを撃うち込こまれた心ここ地ちというか。

　いったい何があってそんな大改造ビ●ォーアフターの匠たくみによる超改造みたいになったのかは知らんが、いつかはこのほやほやでぽわぽわな地味っこ日和さんも、目の前の黄金お嬢様みたいな完全無欠なパーフェクトお嬢様に突然変異したりするってことなのかね。

「え、えと、えと……」

「ほら、だから言ってるじゃん。取りたいものがある時はちゃんと自己主張する。もっと声張ってさー」

「は、はいぃ……」

「…………」

　……それはないか。

　このハムスターと睨にらめっこをして負けた経歴を持つ気弱っこがあんな風にたくましく（？）なるなんて、ほとんど屋台で売られているカラーヒヨコがフェニックスだか朱雀すざくだかに変化するようなもんである。もう突とつ然ぜん変異を超えて完全に遺伝子レベルで違ちがう生き物というか。

「……」

　まあそんな感じに黄金お嬢じよう様さまの昔の話の一いつ端たんやらを聞きながら、鷹たか匠じよう邸ていでの和なごやかなひと時を過ごしていて。

　気付けば日も西に傾かたむき始め、そろそろ『冷れい凍とうマグロ』に戻もどらなければいけない時間になっていた。

「もうこんな時間か……」

「すっかりお邪じや魔ましてしまいましたです……」

「だな。それじゃあそろそろ俺おれたちは……」

　ぬるりとお暇いとましようとして。

「えー、もう帰るのかよ！　まだこんな時間だぜ？」

「もうちょっとくらいいいじゃん」

「もっとお姉ちゃんたちとお話ししたい……」

　子供たちがそんなことを言ってきてくれた。

　むう、そうやって名残なごり惜しんでくれるのは嬉うれしいんだが……夜には夜で『冷凍マグロ』の手伝いとかがあるからこれ以上は延のばすわけにもいかんのだよ。

　なので。

「悪いな、今日のところはやることがあるんだ。俺たちはしばらくの間こっちにいるから、また遊びに来る」

「や、約束です……っ」

「ホントだからな！」

「絶対また来てくれなきゃダメだから！」

「約束やぶったら、はりせんぼん……」

「ああ、分かった」

　なおもそう言ってくる子供たちにそう約束して客間を出る。

　そのままやたらと長い廊ろう下かを歩いていき。

　玄関へと差しかかろうとしたところで。

「──佑ゆう介すけ」

　と、光琉ひかるに呼び止められた。

　む、何だろうな。……はっ、もしやとは思うが、この黄金お嬢様の過去を知った者は生かしてこの島から出すことはないとかそういうサスペンス的な展開じゃ……

　若じやつ干かん身構えながら振ふり返かえると。

「今日は……本当にありがとう」

「へ？」

　返ってきたのは──そんなお礼の言葉だった。

「……貴方あなたには本当に感謝している。私の頼たのみに応じてわざわざここまで来てくれたこともそうだし、あの子たちと仲良くしてくれたこともそう。そして……忘れかけていた、本当に大切なことに、気付かせてくれたことも……」

「鷹たか匠じようさん……」

「どうも……ありがとう」

　心からの感謝の念を声に含ふくませながら深々と頭を下げる。

　その姿は真しん摯しで何だかすごく身近に感じられて……いつもの完全無欠な黄金お嬢じよう様さまではない、年相応の普ふ通つうの女子のように感じられた。この黄金お嬢様、こんな表情もするんだ……

「……何、かしら？」

「え？」

「私の顔をじっと見て……何か、ついているのかしら？」

「い、いや、何でも……」

「…………そう、ならいいのだけれど」

　僅わずかにだけ声を小さくしながら顔を少し横に逸そらす。

　その黄金お嬢様の顔が少し赤く染そまっているように見えたのは……きっと窓から差し込む真っ赤な夕日のせいなんだろうね。

「……」

　とまあそんな感じのやり取りを最後に交わして。

　鷹匠家の別べつ荘そうを後にしたのだった。

　何だか……今日は色々なことがあった一日だったな。
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　というわけで『冷れい凍とうマグロ』へと戻もどった日和ひよりさんと俺おれだったが。

　そこでも……ハプニングが待っていた。

　民宿部分の俺たちが泊とまっている二階スペース。

　そこに戻るなり──

「お、おにいさん、助けて～！」

「エ、エマージェンシーです～！」

「どこぞの魔ま術じゆつ師しの召しよう喚かんに応じてこの地に混こん沌とんが染しみ出でてきましたわ！」

「ちょ、ちょっと、どこで油を売っていたのよ……！」

「…………い、いや……」

「ゆ、佑ゆう介すけ、帰ってきてくれたのか……！」

「!?」

　突とつ然ぜん飛び出してきたお嬢じよう様さまたち。

　全員が全員バスタオル一枚やら下着姿やらのあられもない姿で、真まっ直すぐに俺おれに向かって駆かけ寄よってくる。

　な、何だ、何があったんだ!?　夏の暑さに頭をヤラれた出張露ろ出しゆつ狂きようでも出たとか!?

　思わず警けい戒かい態勢で辺りを見回す俺に。

「そ、そこ！　そこに黒いヘンなのが～！」

「ぶ、ぶらっくでぃるど～です～……！」

「あ、あれはコードネームＧに勝るとも劣らない黒い悪あく魔まですわ……！」

「は、早く、早く何とかしなさい、佑介！」

「……ふ、ふるふるふるふる……」

「ゆ、佑介、助けて……っ……」

　ぎゅっと抱だきつきながらそんなことを言ってくる。
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　そこにあったのは壁かべをカサカサと動き回る真っ黒なフナムシの姿。

　……どうも、風ふ呂ろに入ろうとしてガス式の湯ゆ沸わかし器きの使い方が誰だれ一人として分からず、お湯が自然に沸くのを全ぜん裸ら待機をしていたところ、海の近辺の旅館とかには付き物のフナムシさんが出現してパニック状態に陥おちいったらしいな。

　前のＧの時といい、全体的に残念なキャラばかりだけどこういうところは普ふ通つうの女の子だな。

　そんなことを思いつつ、一歩前に出てフナムシ（あまりの騒さわぎにむしろこっちの方がビックリしている感じだった）をペイっと外につまみ出す。

「ほら、もう大だい丈じよう夫ぶだ。外に出した」

「ほ、ほんと……？」

「ぶらっくでぃるど～はもういませんか～……？」

「あ、あのようなものがのさばっているなんて……こ、ここはなんという恐おそろしい魔ま界かいなのかしら……」

「…………ふるふる……」

「ま、まったく……戻もどってくるのが遅おそいのよ……」

「だ、大丈夫……なのか……？」

「ああ、平気だ」

　そううなずき返すも、唯ゆい香かたちはまだ落ち着かないようだった。

　きゅっと俺おれの服の袖そでを摑つかんだまま離はなそうとせず、ましろなんかは目に涙なみだまで浮うかべている。

　まあ色々残念だったりお嬢じよう様さまの極みだったりあるが、何だかんだいってこういったシチュエーションに過か剰じよう反応するのも無理ないか……としばらくそのままにさせておこうとして。




　ガチャン！




　何かが落ちる音がした。

　見るとそこにいたのは……

「ゆ、ゆ～くんが……ゆ～くんが……生まれたままの姿の唯香ちゃんたちを肉の壁にして悦えつに入って……ね、音ね色いろさんというものがありながら……う、うわああああああん……」

「……とうとうやらかしたわね。渚なぎざさん、警察を呼んでちょうだい。このどこまでも劣れつ悪あくで醜しゆう悪あくな豚ぶた野や郎ろうを社会的に抹まつ殺さつしてやるわ」

「カ、カメラ……カメラは……ぬ、ぬう、押おう収しゆうされて今はなかったのだった……！」

「え、あ、え、ええと……？（あたふた）」

「…………」

　……廊ろう下かに立たち尽つくす、ダメ人間たち（プラス渚さん）だった。

　音色さんが取り落とした携けい帯たい型がたベイ●ーヘッドテルミンもそのままに、人間の生ゴミを見るような目でこっちを見ている。

　や、やばい、これは早く事情を説明しないとロクでもないことが起こる予感がする……！

「い、いや、これは違ちがくてだな……」

「……何が違うっていうのよ。見るからに犯罪現場ナウでしょうが。……事件は会議室じゃなくて海の家で起きているのよ！」

「ゆ、ゆ～くんがそういう趣味なら私も脱ぬぐ～……！　は、恥はずかしいけどがんばってお肉の壁かべの一枚になる～……！」

「む、むう、この際i●honeのカメラでも構わないか……いやしかし……」

「だ、だからそうじゃなくて……こ、これは……」

　何とか状じよう況きようを説明しようとして。

「お、おにいさんが……（フナムシが）入って（きたのを）……出して……」（息が絶え絶えでうまく言えない）

「ぶらっくでぃるど～がてかっていました～……」

「（フナムシを）外に出すのが遅おそいせいでこんなことに……」

「あ、な……」

　お嬢じよう様さまたちの結果的にはほとんど逆効果なフォロー。

　い、いや、説明しようとしてくれてるのは分かるんですけどね……

　それを聞いたダメ人間たちからさらに氷点下の視線が突つき刺ささり。

「ゆ、ゆ～くん、もうそこまで……！　わ、分かった、音ね色いろさんにも入れたり出したりしていいから～……！」

「……この腐くされ外げ道どうが。刑けい務む所しよで己の罪を数えながら掘ほられてもがれてしまえばいいわ」

「よし、もうiP●oneでよかろう。ほら、こっち向いてー！」

「…………」

　も、もう勘かん弁べんしてくれ……！

　そのまま四し面めん楚そ歌か状態で。

　結局誤解を解くまでに、それから丸々一時間を要したのだった。
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「──今日は突とつ然ぜんだけど、みんなに大事なお話があるの……」

「？」

　和気あいあいとした朝ご飯の時間。

　三日目の『夏季職業体験実習』は、そんな渚なぎささんの一言から始まった。

「大事なお話ってな～に、渚おねえさん？」

「バイブレーションのことですか～？」（バケーションって言いたかったんだろうな……）

「もしかしてここ数日の私たちの働きが目覚ましいため休きゆう暇かをくださると？　ふっ、謹つつしんでお受けいたしますわ」

「……わ、わくわく……」

　皆みなのその声に。

　渚さんは陰いん鬱うつな顔で首を横に振ふって。

「残念だけど、そういうことじゃないの……。……あの、ものすごく言い苦しいことなんだけれど……実はこの『冷れい凍とうマグロ』は、今かつてないほど大変な経営の危機に瀕ひんしています……」

　少しだけ顔をうつむかせながら厳おごそかにそう口にする。

　まあ朝食のメインがマグロのヅケ丼どんだったのが色々複雑だったのはともあれ。

「…………」

　その言葉にどこか納得したものを覚える。

　……うーむ、やっぱりか。

　閑かん古こ鳥どりの鳴きまくっていた『冷凍マグロ』の現状。

　決して安あん泰たいではないとは思ってはいたが、だけどそこまで今日明日に逼ひつ迫ぱくしているものだったとは予想していなかった。まあ確かに昨日きのう一昨日おとといとお客の合計が両手で数えられるほどだったけど……

　思い返して少し渋しぶい気分になる俺に。

「み、みんな、本当に突然のことでびっくりしてると思うの……。表向きはとっても大だい盛せい況きようで、もう見るからにこの海岸一の人気店といっても過言ではないくらいの大評判だったからみんなはきっと全然気付いてなかったと思うけど……」

「……」

　……いや完全に一二〇パーセント気付いてましたが？

　というかあの閑かん散さんとしたまるで夏場のスキー場みたいな状態で気が付かない方が圧あつ倒とう的てき少数派だろう。渚さん、実は天然……？

　だが俺おれの周りも。

「え、そ、そうなんですか……？」

「ぜ、全然気付かなかったよ～……」

「ま、まさかあんなに大おお忙いそがしだったにも関わらずそんな事態に陥おちいっていたなんて……」

「……驚いたな……」

　……圧あつ倒とう的てき少数派ばかりだった。

　まあ……ある意味残念というか海の家についてもまったく知らないような天然の子たちばっかりでしたね、菜さい園えん部ぶも。

　渚なぎささんは続ける。

「そうなの……。あの……それでね？　その……もしかしたらこれ以上続けてもみんなに十分なアルバイト代も出せないかもしれなくて……。それじゃああまりにも申し訳ないから、もうお手伝いとかはおしまいにしようかと……」

「え……」

「ご、ごめんなさい、勝手なことを言って……。あ、で、でも大だい丈じよう夫ぶ。みんなが『夏季職業体験実習』をちゃんとやり遂とげたってことは、実習結果報告書に書くから。そ、そこは心配しないでね？」

　精せい一いつ杯ぱいに笑顔を作りながらそんなことを言ってくる。

　実習結果報告書は研修をキチンとまっとうしたと研修先の人に書いてもらうものであり、レポートと共に休み明けに姫ひめ乃の宮みやに提出するものである。

　確かに、それなら『夏季職業体験実習』的には問題ないだろう。

　でも……そういう問題じゃない気もする。

　せっかく少しずつだが打ち解けてきたところだってのに、もらうものをもらったからさよなら。それじゃあまりにも寂さびしいじゃないか。

　それに僅わずか三日の間だが働いてみて、この『冷れい凍とうマグロ』と渚さん（と岩いわ男おさん）に愛着が湧わいてるってのもある。ただ苦境に陥っているのを見ているのは……しのびない。

　何とか力になることができないかと提案しようとして。

　それより前に。




「──あ、あの、わたしたちで何かお手伝いできることはありませんか……？」




　先を越された。

　一番目立たない端はしっこのテーブルで地味にひきわり納なつ豆とうを食べていた日和ひよりさんが……小さく手を挙げながらそう口にしていた。

「え、えと……分からないですけど、このままおしまいというのはさみしい気がします……。もっと渚なぎささんたちといっしょに働きたいです……」

「そうだよ～。経営が厳しいなら、なおさら今そんなことゆったらだめだと思うよ～？」

「死中にケツを求めませんと～」（活かつって言いたかったんだろうな……）

「世界の敵と戦うための拠きよ点てんとして、存続のお手伝いをしたいと思いますわ」

「……が、がんばらないと、です……」

「さすがは小こ春はる原ばらさん……的まとを射いたいいことを言うわね」

「そうだな。まずは現状でできることをなりふり構わずやってみるべきだと思う」

　それに唯ゆい香かたちも続く。

　その声はどれもみんな真剣そのものであり……

「み、みんな……。……で、でもいいの……？　せっかくの夏休みを無む駄だに使わせることになっちゃうし、見返りも出せないかもしれないし……」

　渚さんのその言葉に。

「む、むだなんて、そんなことありません……！　こ、ここでの時間はとってもお勉強になりますし、何より楽しいです……っ……」

「うん、お魚のさばき方なんて初めて教えてもらったしね～」

「すごくたわわな実りのある時間です～」

「こういった経験も世界の敵と戦う使し徒ととして必要ですわ」

「…………こ、こく……」

「私は小春原さんといっしょに働けるのならどこであれ楽園です」

「うん、楽しいよ、ここで皆みなと共に汗あせを流すのは」

　声を揃そろえてそう返す日和ひよりさんたち。

　それを聞いた渚さんは涙なみだ目めになって。

「み、みんな……あ、ありがとう……」

　何度も何度もぺこぺこと頭を下げる。

「それじゃあ日和ちゃんの提案に従って、『冷れい凍とうマグロ』の経営を立て直すための作戦会議を始めるよ～♪　お～♪」

「「「「おー！」」」」

　唯香のかけ声にみんなが合わせて。

『冷凍マグロ』を救うための作戦会議を始めることになった。

　にしても地味で引っ込み思案でもじもじっ子な日和さんが真っ先にあんなことを言うようになるなんて……少しだけ驚いたね。
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「──それで、具体的にはどうしたらいいかってことなんですが……」

「あ、うん。え、えっと……どうしたらいいんだろう？」

　俺おれの言葉ににっこりとそう返してくる渚なぎささん。

　いやそれを訊きいてるんですが……

　ホントのんびりしてるというかおっとり気き質しつなんだな、この人。

「あの、たとえばなんですがメニューを増やしてみるとか、道行く人たちに積極的に宣伝してみるとか……」

「あ、そ、そうね。それもいいかもしれないわ。お父さんはそういうのをまったく気にしない人だから……」

　ちょっと困ったようにため息を吐つきながらそう返してくる。

　まあ店というよりも廃はい屋おくに近い外観や、調理に使った魚の頭だとか本業である漁師の定てい置ち網あみだとかが男らしく無造作に散らばった店内の様子、表に出ている『海』とだけ書かれたシンプルなことこの上ない看かん板ばんを見る限り、岩いわ男おさんはまったくもって客商売のテンプレートだとかトレンドだとかは気にしてないみたいだからなあ。

　しかし『冷れい凍とうマグロ』が閑かん古こ鳥どりの巣そう窟くつになっている原因はそれだけじゃないらしかった。

「で、でもね、もちろんそれは大きな問題で、どうにかしていかなければいけないことだと思うの。だけど今年に入って急にお客の入りが落ちた理由となっていることがあって……」

「？」

　そこで顔を窓の方に向けて。

「あれ、なの……」

　声のトーンを落としながら渚さんがしょんぼりと窓の向こうを指を指す。

　そこに見えたのは、『冷凍マグロ』から三〇〇メートルほど離はなれた場所に建つ豪ごう奢しやなホテル。

　ああ、そういえば来る途と中ちゆうにあんなのがあるのが見えたな。なんかウォータースライダーだとか流れるプールだとかがあってカップルがきゃっきゃいちゃいちゃしてて楽しそうだったっけ（くそう……）……と考えていると。

「あの高級リゾートホテルができてから、『冷凍マグロうち』の売り上げと客足が激減したみたいなの……。どうもあそこはホテルだけじゃなくて総合的なリゾートエリアを目指しているようで、オシャレなカフェとかレストラン、ショップとかもあるからうちと客層がすごく被かぶってて……」

「なるほど……」

　納得した。

　確かに近くにそんな便利でナイスな競合施設があれば、このボロい感じの──ゴホン、手作り感溢あふれる感じの木造建築物にわざわざ来ようとは思わないよな、きっと。

　ともあれだとするとこの店自体をどうにかする他に。

「そこに勝たないといけないわけか……」

　それが最低条件だろう。

　勝てないまでも、せめて引っ張られた客を何割か取とり戻もどすくらいはしないと。

　しかし具体的にはどうしたらいいんだろうね。

　この（物理的にも）吹けば飛んでしまいそうな『冷れい凍とうマグロ』がそんな人気の高級リゾートに立ち向かおうなんて、生まれたての働きアリがアフリカ象ぞうに挑いどむみたいなもんである。普ふ通つうに考えてみれば勝負されていることにすらも気付かれずに鼻息で吹き飛ばされて終わりというか。

『冷凍マグロ』の現状を鑑かんがみて頭を悩なやませていると。

「ん～、そこのホテルってどんな感じのとこなのかな～？」

　と、唯ゆい香かがそう言ってきた。

「え？　え、ええと、詳くわしくは分からないんだけど、今風のリゾートホテルかな。きれいで洗練されていて女性客が好みそうな……」

　その渚なぎささんの言葉に。

「そっか～。だとするとまずはそこからかな～。どういう風に対たい処しよするにしても、向こうのアクティビティとかを把は握あくしとかないと対処し辛づらいんじゃない？　ほら、『敵を知り己を知らば百戦危うからず』ともいうし」

「……」

　ふむ、それはもっともだな。

　何か対策を練るにしても情報がなければどうしようもない。

「唯香の言う通りだと思う。確かに情報は必要だ」

「ふふ～、でしょでしょ？　そうくると思ったよ、おにいさん♪　──だからさ」

「？」

　そこで唯香はにやりと人差し指を立てて。




「──これから何人かで、そこのリゾートエリアに偵てい察さつに行ってみない？」




「え？」

「ほら、そこの実情を知るにはやっぱり実際にお客として体験してみるのが一番じゃん、ね♪」

「あ、それはいいアイデアです～♪」

「悪くないですわね。我がサープリスの輝かがやきを見せつけてやりますわ」

「…………い、いいと、思います……」

「小こ春はる原ばらさんの意見じゃないのが残念だけれど、反対する理由はないわね」

「うん、虎こ穴けつに入いらずんば虎こ児じを得えずだな」

　日向ひなたたちも賛成の声を上げる。

「ふむ……」

　なんかやたらと楽しげなのは気になるが、言ってる内容自体はこの上なく正論だ。

　ここでこうやってあーだこーだ言っていても机き上じようの空くう論ろんなことこの上ないし、実際に客として行ってみるのが一番分かりやすいだろう。百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかず。

　渚なぎささんも。

「そ、そうね、そうしてもらえると助かるかも……。あそこができたのは今年の春で、私は普ふ段だんはこっちにいないから全然どういうものか分からないし……」

　ぎゅっと胸の前で両手を握にぎりながらそう言ってくる。

　というわけで。

「じゃあ決まりだね～♪　それじゃあさっそく行動に移すよ～。善は急げだよ！　リゾートエリア偵てい察さつ大作戦、開始～♪」

　唯ゆい香かが楽しげにそう言って。

　リゾートエリアに偵察に向かうことが決まったのだった。

　なんか唯香がいつにも増して楽しそうだな。
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　件くだんのリゾートエリアは夏の楽園みたいなところだった。

　プールやらスパやらが敷しき地ち内ないにあるのは当然として。

　さらにはプライベートビーチやプライベートハーバーまでもが呼吸をするかのように当たり前にそこにあって、歩道とかには椰や子しの木なんかが生えちゃったりしちゃっている。

「本格的にリゾート施し設せつだな……」

　同じ海辺の商業施設であっても『冷れい凍とうマグロ』とはとても同じカテゴリーとは思えない。

　言うならばチョウチンと釣つり鐘がね。養よう殖しよくスッポンと満月。

「……」

　いやここと勝負しないとならんのか……

　改めて『冷凍マグロ』の直面している問題の大きさを認識しつつ周りを見み渡わたしてみる。

　どうやらこのリゾート施設は全体として三つのエリアに分かれているらしい。

　一つ目は今俺おれたちがいるプールを中心とした水系のエリア。

　流れるプールにウォータースライダーにプライベートビーチが付属していて、訪れる客の八割が利用するメインスポットである。

　二つ目は総合的なショッピングエリア。

　こちらはほとんどモールといっていいほどの様々な店てん舗ぽが入っていて、お土産みやげなどはここでほぼ全てのものが揃そろうらしい。

　またレストランやカフェなどが多く集まっているのもこのエリアである。

　三つ目はホテルエリア。

　落ち着いた感じのリゾートホテルが二に棟とう建っていて、主に宿泊客や年配のお客が利用するらしい。

　最上階にはスカイラウンジがあって、現在はそこで夏のスイーツバイキングイベントが行われているとか。

「……」

　以上がだいたいの説明である。

　──で、まあ、俺おれたちは今ここの実情を調査するためにここにいるわけだが。

「──ほらほらおにいさん、こっちこっち～♪」

「……」

「え、ああ」

「わ～、ここのプール、波があるんだ？　きゃっ、楽しい～♪」

「……」

「どうしたの？　おにいさんも来なよ～♪」

「…………」

　……なぜか俺たちがやっているのはガッツリ水遊びだった。

　英語でいうところのウォータープレイ。

　唯ゆい香かと二人で前と後ろになってワニ型の浮うき輪わにプカプカと揺ゆられている。

「…………」

　……うーむ、俺は今何をしてるんだろう……

　緑色の肉食爬は虫ちゆう類るい型がたビニールフロートの背せ中なかにまたがりながらそんなことを思う。

　これじゃあまるで……唯香と二人で周りにいるカップルどもと同じようにきゃっきゃうふふしてるみたいである。

　──どうしてこうなったのかというと理由は一時間前に遡さかのぼる。

『冷れい凍とうマグロ』救済策の一いつ環かんということで競合リゾートエリアを偵てい察さつすることが決定したわけだが。

　あまりたくさんでゾロゾロと行っても目立つということで、偵察に行くのは二人に決まった。

　で、二人で行くのならば女子二人よりもカップルの方が場所柄がらうまく溶け込めるだろうということで男はいた方がいいということになり、まず俺おれが偵てい察さつ要員になることは確定。

　続いて片割れの女子だが、まず日和ひよりさんは除じよ外がいされた。何せ『冷れい凍とうマグロ』での手伝いをまともにできるのが俺と日和さんだけなので、両方がいなくなると店の回転に致ち命めい的てきな支し障しようを来きたすというのが理由である。

　そして残り六人でもう一人の席が決定されることになったわけだが──

「あ、はいは～い♪　私、立りつ候こう補ほするよ～♪」

「日向ひなたも名乗りを上げさせてもらいます～♪」

「選ばれし者である私の力が必要ですわよね？　分かっていますわ」

「……佑ゆう介すけ一人じゃちゃんと偵察ができるか心配だから、まあ行ってあげてもいいわよ」

「…………（無言で手を挙げて）」

「あ、わ、私も……」

　なんか六人全員が超やる気だった。

　うーむ、みんなそんなに夏のリゾートエリア体験がしたいのかね。岩いわ男おさんのＶシネマみたいな顔面を見ながら半日を過ごすのがそれほど苦痛とか……

　まあ最終的には公平にジャンケンで決めることとなり。

「やった～♪　勝った～♪」

　ということで、現在唯ゆい香かがここにいるのである。

　まあそれはいいんだが、問題は──

「──ん、どうしたのおにいさん？　引退して自分の存在意義を見失っちゃった警察犬みたいな顔して～」

「いやなんか遊んでるだけのような気がしてだな……」

　それである。

　確か主目的は偵察だったはずなのに、さっきからマリンリゾートを全身で満まん喫きつすることしかやってない気がするんだよ。いや楽しいには楽しいんだけどさ。

「え～、そんな難しいこと考えてたの？　いいじゃんいいじゃん♪　施し設せつのことを理解するには実際にそこがどういうものか身体で体験してみるのが一番だから、これだって立派な調査だよ？」

「それはそうかもしれんが……」

「ほらほら、こまかいことは突つっ込こまない。──いいから行こ♪」

「お──」

　にっこりと笑う唯香に腕うでを引っ張られて連れて行かれた先。

　それはプールのど真ん中にドンとそびえ立つ高さ二十メートルほどのウォータースライダーのてっぺんだった。

「こ、これをやるのか？」

「うん、そ♪　いっかいこうゆうのやってみたかったんだよね～♪　家にいるとなかなかやらせてもらえないから」

「初めてなのか？　ならいきなりこれはハードルが高いんじゃないか……？」

　いや決して自分がやりたくないから言っているわけではなくて。

　だけど唯ゆい香かはどこ吹く風で。

「へいきへいき♪　とりあえずやってみてから考えればい～って。ご～♪」

「のわっ」

　強引に押おし切きられるカタチで。

　ツインテールをワンテールにした唯香を腰こしの上に乗せて胸の前で抱だきかかえる体勢で滑かつ降こうが始まった。

「きゃ～♪　すべる～♪」

「お、おおおおおっ！」

　こ、これは予想以上にグルグル回るというか……

「はや～い、まわる～、楽しい～♪」

「お、おおおおうおうおうおうおうっ!!」

　まるでトルネードみたいな高速回転。

　視界がほとんどＵ●Ｊのス●イダーマンアトラクション状態である。

　そして問題はもう一つあった。

　何というかその、背中に触ふれる流れる水の感かん触しよくに紛まぎれて、前方には何やら柔やわらかくて心ここ地ち好よいふにょふにょした感触がタッチしているというか……。や、冷静に考えてみれば今のこの体勢（唯香オンザ俺おれの腰）自体かなりデンジャラスでありながら桃とう源げん郷きようでもあり──

「きゃ～♪　垂直落下～♪」

「お、おおのおおおおおおお!!」

　そんな地獄と天国とが同時にやって来る中、唯香の歓かん声せいと俺の悲鳴とが入り交じり。

　ザバーン!!

　最終的には二人してもつれ合うような格好で、水の中へと滑すべり落おちた。

「お、思ったよりもすごかったな……」

「そだね～。でも楽しかった～♪」

　本当に楽しそうな顔でそう口にしながら唯香が水の中から立ち上がる。

　と、その時だった。

　俺の視界に……ゆっくりと飛び込んできたもの。

「ぶぼっ!?」

「？　どうしたの、おにいさん」

「ゆ、唯香、水着……！」

「え？」

「み、水着が……」

「??　……っ!?」

　と、そこでようやく唯ゆい香かも現状に気付いたようだった。

　勢いよく落ちた拍ひよう子しにそうなったのか水着の肩かた紐ひもが外れて……その、下にある地じ肌はだの白とピンクの部分が露あらわになっていた。

　それを見た唯香は熱中症の金魚みたいに顔を真っ赤にして。

「きゃ、きゃああああっ!?」

「!?」

「み、見ちゃだめっ！　い、今直すから……！」

「あ、ああ！」
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　ここでうっかり凝ぎよう視しでもしようもんならそれこそロリコン確定だ。

　唯香に「おにいさん♪」と呼ばれることなど金こん輪りん際ざいなくなって代わりに「ロリぃさん」と呼ばれることが確定してしまう。

　それでもせめて周りの視線からの壁かべになろうと両目をギュッとつむったまま唯香の方へと駆かけ寄よろうとして。

　ピピー!!

「お？」

　けたたましい笛の音とともに、プールの監かん視し員いんさんが血けつ相そうを変えてこちらに向けて走ってくるのが目に入った。

　むう、様子がおかしいのを心配して駆かけつけてきてくれたのか。仕事熱心ないい監視員さんだ。だけどもう大だい丈じよう夫ぶというか解決済みですよ──

「あ、ごくろうさまです。ちょっと騒さわがしかったですけどもう平気──」

「動くな！　この変態め！」

「ぬお!?」

　取とり押おさえられた。

　両手を後ろに回されて押さえつけられる。な、何だ？　何があったんだ……？

「この白はく昼ちゆうに堂々とやらかしてごくろうさまとは挑ちよう戦せん的てきな変質者め……！　やっぱりやりやがったな！　少女と二人でウォータースライダーに昇のぼっていったところからマークしてたんだよ！」

「へ、変質者……？　な、何で？」

「……何でだと？　このふてぶてしいロリコン露ろ出しゆつ狂きようが！　自分の姿を鏡でよく見てみろ！」

「自分の姿……げ!?」

　ふと視線を落とした水面に映った自分の姿。

　それは……生まれたままのあられもないオールキャストオフな姿だった。

　お、俺おれもか……っ!?

　唯ゆい香かの方に注意がいっていて気付かなかったが……どうやら俺の水着も、流されてなくなっていたみたいだった。

「い、いやこれはちが──」

「何も違ちがわないだろう！　どこからどう見てもどこに出しても恥ずかしくない立派な変質者だ！　警察に引ひき渡わたしてやる！」

「だ、だから……」

「来い！」

　そのままキャストオフ状態のまま引きずられて（せ、せめて何か履はかせて……！）。

　詰つめ所しよへと連行されたのだった。







「……え、えらい目に遭あった……」

　水着から私服に戻もどり通路を歩きながら心からのため息を吐つく。

　辱はずかしめの極致を味わわされた心ここ地ち。

　あの後すぐに事情を説明して解放されたものの……俺は心に大きな傷を負っていた。

　だって衆しゆう人じん環かん視しのもとで生まれたままの仔こ鹿じかのような姿を披ひ露ろうしちゃった挙げ句（唯ゆい香かは肩かた紐ひもを直すのに手て一いつ杯ぱいだったため見られてなかったのがまだ幸いだが……）、ロリコン露ろ出しゆつ狂きようとして逮たい捕ほされちゃったんだよ……？　もうお婿むこに行けないっていうか、枕まくら（そばがら）を湖のように濡ぬらしていいレベルだ……

「ま、まあまあおにいさん、ちゃんと誤解だって分かってもらえたんだから……」

「……」

「だ、だいじょうぶだよ。そ、それはちょ～っと水が高いところから低いところに流れるかのようにナチュラルに性犯罪者の疑いをかけられちゃったけど、未み遂すい（？）だし前科はつかないから……」

「うう……」

　唯香がぽんぽんと頭を撫なでて慰なぐさめてきてくれるものの、俺おれの胸は泥どろ水みずのように淀よどんだままである。

　昨日のフナムシの時の一件といい、俺はそんなに自然体でロリコンに見えるんですかね……

「う、う～ん、ほ、ほら、こうゆう時はお買い物でもして気分転てん換かんしよ？　物欲に身を任せて忘れるのが一番だよ」

「……そうだな……」

　いつまでも落ち込んでいてもロリコンの汚お名めいが返上されるわけではない。

　気を取り直して唯香の勧すすめに従うことにする。というか現実逃とう避ひをしないとやってられないんです……

「それにしてもここ、すごいね～。お店がいっぱいだよ～♪」

「ああ、確かに……」

　現在俺たちがいるショッピングエリアはほとんど一つのアーケードと言っていい広さを誇っていた。

　どこの店も基本的には土産みやげ物もの屋やとは思えないほどオシャレな感じでラインナップも豊富。

『冷れい凍とうマグロ』で売っている手作り感満まん載さいの金きん目め鯛だいの干物とかとは次元が違ちがう。

「わ～、伊い勢せエビパイとかある～。おっきな伊勢エビの写真だね～♪」

「おお、すごいな」

「ね～♪　あ、あっちにあるのはサボテングリーンカレーだって～♪」

「サボテン……どんな味なんだろうな？」

　色々回りながらあーだこーだ言い合っていると。

「あ、見て見ておにいさん、あれかわいくない？」

「ん？」

　と、唯香がとある店の前に飾かざってあるストラップを指さしながら目を輝かがやかせていた。

「ほら、しいたけしいたけ！　本物のしいたけを素材として使ってるんだって、このしいたけストラップ！」

「……」

　……かわいいか、これ？

　独特のキノコ色を再現していてやーな感じにリアルな外見。

　むしろ日和ひよりさんとかが喜びそうな地味でマニアックなセレクションだと思うんだが。

「わ～、ほんとかわいいな～♪　質感といい見た目といい本物のしいたけそっくりで、すっごくきゅーとだよ～♪」

「…………」

　だけどホントに気に入ってるみたいだな。

　だったら……

「──よければ、プレゼントしようか？」

「え？」

「そのしいたけストラップだ。そんなに好きならプレゼントさせてくれ」

「え、い、いいのっ？」

　唯ゆい香かがぱあっと顔を輝かがやかせる。

「ああ、そんなに高いもんじゃないし、日ひ頃ごろから日和さんと仲良くしてくれてるお礼だ」

「ほ、ほんと？　やった～！　わ～い！　ありがと、おにいさん♪」

　ぴょんぴょんと飛とび跳はねて喜ぶアクティブお嬢じよう様さま。

　こんなものくらいその気になればしいたけ山単位で買えるだろうに。

　そう何となく言ってみると。

「違ちがうって～。もちろんしいたけストラップ自体もすっごく素敵だと思うけど、なんていってもおにいさんにプレゼントしてもらうってゆうのがうれしいんだよ～♪　女の子はね、いつだって王子様からガラスの靴くつをもらえるのを楽しみに待ってるものなんだよ？」

「むう……」

　そういうもんなのかね？

　まあ確かに人から何かをプレゼントされるのは嬉うれしいかもしれんが。

「えへへ～、おにいさんのたくましいしいたけ～♪」

　微び妙みような太さのしいたけストラップに頰ほおずりをしながら楽しそうに笑う。

　その客観的見た目と言動はまた若じやつ干かん誤解を招きそうなものだったが……まあ喜んでくれたならよしとするか。

　その後もショッピングエリアを二人で色々と回ったりした。

「わ～、おにいさん、そのかぶり物似合う～♪」

「い、伊い豆ず名物金きん目め鯛だいくん……だと……」

「あはは、さ●なくんみた～い♪」

「むう……」

　土産みやげ物もの屋やで不細工な深海魚の被かぶり物ものを被らされたり。

「あ、これわさびラムネだって。おいし～のかな？」

「いや、この手のイロモノはどうだろう……」

「とりあえず飲んでみよ～。……あ、意外においし～♪」

「ホントか？　どれどれ……か、辛からっ！」

「あはは、ひっかかった～♪」

「こ、この……」

　わさびサイダーやらインドカレーサイダーやらのご当地（？）サイダーを飲んでそんなやり取りをしたり。

「おにいさん、いっしょにプリクラ撮とろう！」

「ん、ああ、了解だ」

「はい、『尼あま』の字を音読みで読んだのは～？」

「え、『じ』か……？」

「ちっが～う。『に』だよ、『に』～」

「そ、そうか……」

　伊い豆ず限定のフレームでプリクラを撮ったりと。

　賑にぎやかで笑いの絶えない時間。

　それは決して長くはなかったが、和なごやかで楽しいひと時だった。

　特に唯ゆい香かは終始ノリノリで。

「ふふ、楽しいな～♪　私……こうゆうの、初めてなんだ～♪」

「初めて？　そうなのか？」

「うん、そだよ。今まではあんまり同年代のお友達っていなかったし、こうゆう風にプライベートで旅行に来るなんて一回もなかったもん。特に幼よう稚ち舎しやからずっと姫ひめ乃の宮みやだから男の子とはちゃんと喋しやべる機会もあんまりなかったしね～。おにいさんが初めてなんだよ♪」

　こっちを見上げながらちょっと照れたように笑う。

「……」

　むう、お嬢じよう様さまにはお嬢様なりの苦労があるんだね。

　箱入りの箱が厳重すぎるのも考えものというか……

「だから今すっごく幸せな気分なんだ～♪　偵てい察さつが本来の目的だからちょっと不ふ謹きん慎しん（？）なのかもしれないけど、それは正直な気持ち。ありがとね、おにいさん♪」

　満面の笑みを浮うかべてそんなことを言ってくる。

「ん、い、いや」

　まあ……俺おれも楽しいしな。







　　　３




　そんな感じにプールエリアとショッピングエリアを回って。

　最後に俺おれたちが向かったのはホテルエリアだった。

　一連の偵てい察さつアクションの締しめくくり。

　最上階のラウンジでやっているという夏のスイーツバイキングイベントを見に行くためである。

「ふふ～、スイーツバイキング、楽しみ楽しみ～♪」

「やっぱりそういうイベントには心惹ひかれるものなのか？」

「うん、すっごく♪　スイーツとバイキングの嫌きらいな女の子なんていないってゆうか、ほんっとここのリゾート施し設せつは女の子のツボをよく押おさえてるよ～♪」

「そうだな……」

　唯ゆい香かの言うように、とりあえずここまで見る限りこのリゾート施設に隙すきはなかった。

　施設も店てん舗ぽも充じゆう実じつで、アクティビティも豊富。

　何よりも全てが女性客を惹き付けるようにできていて、真まっ向こうから立ち向かってもダメな意味での男おとこ臭くささしか感じさせない（時々生のイカとかが床ゆかに落ちてるし……）『冷れい凍とうマグロ』に勝ち目はこれっぽっちもないだろう。

「……」

　どうしたもんかね……

　今のところ対たい抗こうできる要素は皆かい無むである。まだ相手が何か卑ひ怯きような手を使って『冷凍マグロ』の客を取っているとかならやりようもあったんだが……

　そんなことを考えながらエレベーターを昇のぼっていき、最上階のラウンジへと到とう着ちやくする。

　エレベーターから出てすぐのところに、ラウンジの入り口はあった。

「じゃあ、とりあえず入ってみるか」

「うん、おにいさん♪」

　ほくほく顔の唯香とともに入場しようとして。

「──お待ちください、お客様」

　止められた。

　見てみると、どこか神経質そうなイ●ミみたいな顔をした男の従業員がこっちに向かって話しかけてきている。

「あの、何か？」

「……見たところ、そちら様はお二人だけでいらっしゃるようですが、どなたか他に保護者とかは……」

「え？　あー、いません。俺おれたち二人だけです」

「二人だけ……」

　そこで従業員の目の色が少しだけ変わった。

　何やら値ね踏ぶみをするようにジロリと俺たちを見ると。

「大変申し訳ありませんが、こちらは落ち着いた大人たちのための品格あるくつろぎの施し設せつとなっております。子供だけでのご利用は遠えん慮りよしていただきたいところなのですが……」

　メガネの縁ふちに手をかけながら少し嫌いや味みな感じにそんなことを言ってきた。

「え？　いやでも、表の看かん板ばんにはそんなこと書いてませんでしたよね？」

　別にオシャレなバーとかじゃあるまいし。

　というか子供ったっていちおう高校生ではあるわけなんだし、そこまで敬けい遠えんされるのもおかしな話だろう。

　だが。

「ええ、確かに。ですが暗あん黙もくのマナーといったところでしょうか。このような場所にあなたたちのような分別のついていない子供が相応ふさわしくないことくらい、一いつ般ぱんの常識を持っていれば分かることだと思いますが。……まあ、見たところ学生が勉強もしないでこのような男女でフラフラとしている時点でお里も知れるというものですが」

　さらにイ●ミな感じに言ってくる。

「……」

　……あー。

　……なるほど。

　要するに大した理由はないけれど、俺たちが子供のクセに背伸びをして（さらにカップルで）こんなホテルの最上階にまで来てるのが何となく気に入らないから難なん癖くせをつけて入場を遠慮していただこうってことか。……いるよな、こういう大人。

　俺はちょっとムッとした気分になって。

「でも別に子供がＮＧなわけじゃないんでしょう？　だったら──」

「はあ、まあそれはそうですが……こちらとしましては空気を読んでくださいというしか」

　バカにした感じにメガネを手でカクカクさせてハハッと笑う。

　むう……ホントに感じ悪いな。

　完全にこっちを見下してる感が隠かくしきれずにありありである（特にメガネの動きから）。

　さらに反論しようとして。

「おにいさん……残念だけどもういいよ……」

　と、唯香が首を振ふりながらそう言ってきた。

「だけど唯香、スイーツバイキング楽しみにしてたんじゃ……」

「うん、でもこのままじゃおにいさんがいやな気分になっちゃうし、そうまでして入る価値なんてない……。おにいさんとの楽しい時間の方が、ずっと大切」

「むう……」

　別に俺おれのことは砂浜の片かた隅すみに転がってるアサリレベルで気にしてくれなくていいんだが……

　だが確かにここでこれ以上食い下がっても無意味なような気がする。

　ほとんど押おし問もん答どうだしこのイ●ミは絶対に退ひかないだろう。

　楽しみにしていた唯ゆい香かには悪いし偵てい察さつも途と中ちゆうだが、ここはもうこっちが退くしかないかもしれん。

「……分かりました。帰ります」

「──またのお越しをお待ちしております。……十年後くらいに」

　最後まで感じが悪かったイ●ミの声を背にして。

　仕方なくその場から撤てつ退たいしようとして。




「──待ってくださいな」




「え？」

　ふいにそんな声が後ろから響ひびいた。

　決して大きいわけではないんだがよく通る澄すんだ声。

　振ふり返かえってみるとそこにいたのは……一人の女の人だった。

　上品そうなワンピースに薄うす手でのサマーカーディガンという出で立ちで、涼すずしげな顔をして入り口のところに立っている。

「先ほどから少し傍かたわらでお話を聞いていたんですが……そちらの方のおっしゃる通りじゃありませんか？　ここは年齢制限もドレスコードもない自由な雰ふん囲い気きのラウンジで、特段子供だけでの利用を禁じているわけではないと思うのですが……」

「む……」

　その言葉にイ●ミが渋しぶい顔になる。

「確かにそれはその通りです。しかし我がホテルは財界人もお見えになる一流のホテルです。品格というものが……」

「品格というものはそのホテル自体が備えるべきものでしょう。利用されるお客の年齢や性別に左右されるものではないと思うのですが？」

「いやしかし……」

　さらに渋るイ●ミに。

「だったら私の連れということなら構わないでしょう？　これで子供だけでの利用ではないですわよね。問題あるかしら？」

　にっこりと笑いながら女の人がそう口にする。

　まだ明らかに不満顔ながらも、男もそれには黙だまらざるを得ないようだった。

「……分かりました。でしたら、どうぞ」

「ありがとう。──さ、行きましょう」

「お……」

「あ……」

　そんな風に女の人に促うながされて。

　若じやつ干かん戸と惑まどいながらもラウンジの中へと入ったのだった。







「あー、すみませんでした、何だか迷めい惑わくをかけて……」

　四人がけのテーブルへといっしょに腰こしを下ろして、連れてきてくれた女の人にお礼を言う。

　明らかにあのイ●ミみたいな従業員の言いがかりだが、それでも助け船を出してもらったことはありがたかったし嬉うれしかったのは間ま違ちがいない。

　だけどその言葉に女の人は。

「ううん、いいんですよ。さっきのはいくら何でも横暴だったし、それに私も一人で入るのは少し寂さびしいと思っていたところだったの。妹と待ち合わせをしていたのだけれど、遅おくれていてまだ来ていなかったから……」

「そうなんですか……」

「うん、だから気にしないでね♪」

　首をかたむけながらにっこりと笑う。

　うーん、なんか見た目は上品で見るからにいいところのお嬢じよう様さまっぽい感じなんだが、気さくな感じのいい人だな……

「あ、よかったらケーキを取ってきたらどうかしら？　妹が来るまでは私はここを動かないから、荷物、見ておきますよ（にっこり）」

「あー、じゃあ唯ゆい香か、せっかくだし、お言葉に甘えて取りにいくか？」

「あ、うん。いくいく～♪」

「じゃあ俺おれたち、ちょっと取ってきますね」

「ええ、いってらっしゃい♪」

「いってきま～す♪」

　そう手を振ふる女の人に唯香と二人でそう言って。

　お目当てのケーキを取るべく席を離はなれてラウンジの中央の方へと向かった。

「なんかよく分からんがいい人だな。おかげで助かった」

「うん、すっごく素敵♪　──あ、でも」

「？」

「な～んかどっかで見たことがあるような気がするんだよね、あの人。う～ん……」

　首をちょこんとかたむけて。

「ん～、でも気のせいかな。けっこう歳も離はなれてるみたいだし」

「そうか」

「うん、それより早くスイーツとろ！　ケーキケーキ～♪」

「おお」

　袖そでを引っ張ってくる唯ゆい香かにうなずき返して。

　唯香ご所しよ望もうのケーキが待つバイキングゾーンへと足を踏ふみ入いれる。

「わ～、たくさんあるね～♪」

「ああ、すごいな」

　バイキングゾーン内は甘い香りで包まれていた。

　チョコレートやらバニラやらの鼻び腔こうを刺し激げきする香かおり。

　奥おくに向かって広がるように扇おうぎ形がたになったショーウインドウの中におよそ五十種類ほどのケーキやタルト、パフェなどのスイーツが溢あふれている。

　保冷や衛生上の問題のためか自分たちで取るのではなく、気に入ったものがあったらその都つ度ど近くにいる店員さんに声をかけて取ってもらうシステムのようだった。

「ふふ、どれにしようかな～♪」

　ショーウインドウを見回しながら唯香が本当にうきうきとした声で笑みを浮うかべる。

「よ～し、決めた。最初はあれにする♪」

「お」

　そう弾はずんだ声を上げて唯香が指さしていたのはチョコレートケーキだった。

　甘い香りのするムースの上にラズベリーとブルーベリーのダブルベリーが乗った一番人気の逸いつ品ぴん。

　たたたっとウインドウのところにまで駆かけ寄よると。

「すみませ～ん、これくださ～い♪」

　幸せそうな顔でそう頼たのもうとして。

　しかし……そこで横やりが入った。




「──申し訳ありませんが、そちらのケーキはただいま品切れになっております」




「え……」

　返ってきたのはそんなどこか粘ねばっこい感じの声。

　ショーウインドウの向こうに立っていたのは……さっきのイ●ミな男だった。

「品切れって……どう見てもここに現物がありますよね？」

「いえ、そちらに飾かざられているのは全て見本となっております。お出しすることはできません」

「そんなバカな……」

　飲食店用の食品サンプルの見本市じゃあるまいし、ウインドウに並んでいる現物が全部サンプルだなんてそんな話があるものか。

　というかさっき目の前で別の客がこれを持っていったのを俺おれは見てたぞ？

「じゃ、じゃあこっちのモンブランがいいな。こっちはまだたくさん残って……」

「──そちらも品切れです」

「え……」

「申し訳ございません。たった今全て出終わりました。……何でしたらそちらのカッププリンでも召し上がってはいかがですか？　物の味など分かるはずのない子供にはピッタリだと思われますが」

　ニヤニヤと慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな笑みを浮うかべてそんなことを言ってくる。

　ぐ……そこまでやるか？

　よっぽどさっきの入り口でのやり取りが腹に据すえかねたのか知らないが、どう考えたっていい大人のやる行こう為いじゃない。ほとんど小学生の嫌いやがらせのレベルだ。

　それを聞いた唯ゆい香かは何とも言えない悲しそうな表情で「…………」と顔をうつむかせる。

　いくらアクティブでフレンドリーなお嬢じよう様さまでどんな時だって明るく元気に笑っていそうに見えたって、唯香はまだ十五歳の子供で、そして女の子だ。

　いわれもなく悪意の感情を向けられれば……それは傷つくだろう。

　いくら何でも……これはやりすぎだ。

　許容範はん囲いを完全に超えている。

　俺はウインドウへと駆かけ寄よっていって。

「……おいあんた、何だか知らないけどこれはないだろ」

「……何ですって？」

「いくら何でも言ってることがムチャクチャだ。唯香はただ普ふ通つうにケーキを取ろうとしてただけで、そんな不当な扱あつかいを受ける筋合いはいっさいない。唯香に謝ってくれ」

「お、おにいさん……」

　さっきとは違ちがいここはまったくもって退ひくつもりはない。

　だがその言葉に。

「──まったく、これだから子供は。短たん絡らく的てきで品性がない」

「……は？」

「すぐに盛ってすぐに感情のままに行動する。そこのメスガキが何だというんですか。私は社会の暗あん黙もくのルールに従って当然のことを言ったまでです。文句など言われる筋合いはこちらにこそない」

「……っ……」

　その暴言にさらに唯ゆい香かが悲しそうな顔になる。

「……この、いいかげんに──」

　もうガマンの限界だった。

　いいかげんにしろよこのイ●ミオカマメガネが！

　その趣しゆ味みの悪いノンフレームのメガネを目の前のモンブランにぶっ刺さすくらいはしないともう収まらない。

　実行に移そうとして。




「──そこまでに、しておきなさい」




「え……？」

　一いつ瞬しゆん、その声がどこから発せられたのかが分からなかった。

　冷たくて感情を感じさせない冷れい酷こくといっていいほどの声。

　それが……いつの間にか横に来ていた、あのさっきまで穏やかな笑みを浮かべていた女の人から出ていたことに気付くのに、十秒ほどの時間を要した。

「まったく嘆なげかわしい。先ほどのエントランスでの対応といい今のこれといい、このような物が分かっていない低てい劣れつな愚おろかしい輩やからがこのホテルにいようとは……」

「な……い、一体何様のつもりだ！」

　自分に対する悪口にはいち早く反応するのか、イ●ミが甲かん高だかい声を上げる。

　だがそれを見た女の人はさらにすっと冷たく目を細めて。

「……そこのお二人に対する無礼極まりない態度といい、仮にもお客だと認識している者に対してそのような口の利き方……もはや論じる余地はありません」

「だ、だからお前は何様だと──」




「──黙だまりなさい！」




「……ひっ」

　イ●ミは最後まで言葉を発せられなかった。

　飛んできた研とぎ澄すまされた刃のように鋭するどい声。

　見れば厳しい目をした女の人を中心に……どこかで見たような白金色のオーラが立たち昇のぼり、シベリアの永久凍とう土どの氷のように辺りを包み込んでいた。

「……」

　な、何だこれは……？

　尋じん常じようじゃない圧あつ倒とう的てきな威い圧あつ感かんとプレッシャーとが、近くにいるだけで嵐あらしのように交こう互ごに襲おそいかかってくる。それは質は遥はるかに冷たくて鋭するどいものだけど、あの黄金お嬢じよう様さまと同じか、いやそれ以上の息苦しさで……

「お、おにいさん……」

「あ、ああ……」

　こ、これ、本当にさっきまで柔やわらかく笑っていたあの女の人が出しているものなのか……？

　もうまるで別人というか……

　言葉を失う唯ゆい香かと俺おれの横で。

「……そこまでにしてください、お姉様」

「……」

　そんな声がどこからか響ひびいた。

　見ればいつやって来たのか、女の人の隣となりに俺たちと同じくらいの歳の一人の女子。

　お姉様ってことは……どうやら待ち合わせてたっていう、妹、か……？

「次つぐ姫ひめ……」

「お納めください。気持ちは分かりますが、他のお客様もいらっしゃいます」

「……分かっています。これ以上は騒さわぎを大きくするつもりはありません。しかしこのようにレベルの低い愚おろか者ものが何食わぬ顔で一線で働いていようとは……どこの派は閥ばつの者ですか？」
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　その言葉に。

「どうやら、関東支部の間ま宮みや部長のコネで入社した者のようです。実績はないに等しいかと」

「──そう。だったらその間宮とやらも含ふくめて、派閥の主要人物を全て直ちに解かい雇こなさい。このような無能な輩やから、我らがグループには不要です」

「分かりました。すぐに」

「ちょ、ちょっと待ってくれ！　解雇って……」

　勝手に進んでいく話にさすがに動どう揺ようしたのかイ●ミが声を上げる。

　その声に。

　女の人はさらにその白金色のオーラを増して。




「──私は鷲わし津づ初うい姫ひめ。このホテルの経営を任されている者にして我が鷲津リゾートエリア全体の統とう括かつ者しや……。そして鷲津本家の第一継けい承しよう者しやです」




「え？　わ、鷲津って、あ、あの鷲津……？」

　男の顔が蒼そう白はくを通り越して紙のように真っ白になる。

「その鷲津の名において、今日付であなたを解雇いたします。……派閥の力に頼たよるのは結構。コネというものもコミュニケーション能力の一つであり、それ自体を決して否定するつもりはありません。だが本人の無能さは隠かくしきれない事実……。そこに弁明の余地はない」

「そ、それは……」

「……分かったのならば、今すぐにこの場から去りなさい！　目め障ざわりだわ！」

「ひ、ひいっ……」

　英語の『彼』みたいな悲鳴を上げて。

　男は殺さつ虫ちゆう剤ざいをかけられたヤモリのように逃にげ去さっていってしまった。

「……」

「……」

「……」

　後には静せい寂じやくと何とも言えない空気が残される。

　う、うーむ、もう何が何やら……

　そんな中、女の人はこっちを向いて。

「──ごめんなさいね、色々と騒がせてしまって」

「え？　あ、あー、いや……」

「は、はい、ちょっとびっくりしちゃったけど……」

「驚かせるつもりはなかったのだけれど……こうやって時々お忍しのびで現場を見て回るの。組織というものは、見えないところから腐くさっていくものだから……」

　それまでの穏おだやかな雰ふん囲い気きに戻もどって女の人──鷲わし津づ初うい姫ひめは言った。

「今日のことを教訓として少しでも活かして、次にあなたたちを迎える時には恥はずかしくないよう、いいホテルを作っていくわ。──それではごきげんよう♪」

「……（ペコリ）」

　そう礼れい儀ぎ正しく挨あい拶さつをして、穏やかな笑顔とともに鷲津初姫とその妹は立ち去っていった。

「…………」

　あれが、鷲津の……

　鷲津派の中心人物たちにして、話に聞いていた三み姫きの姉たち。

　まさかこんなところで偶ぐう然ぜん会うことになるとは思ってもいなかったが、あんなに大人物なお嬢じよう様さまなのか……

　落ち着いて穏やかな雰囲気と、それと相反する威い圧あつ感かんとを併あわせ持もつ存在。

　光琉ひかると対等に渡わたり合あっていたという話や三姫の姉ということである程度は予想はしていたのだが、実際に見てみると予想を遥はるかに上回るクオリティというか……

「……」

　あれが日和ひよりさんの敵になるかもしれないのか……

　まだ完全に決まったわけじゃないが、可能性としては十分にある。

　ぬう、手て強ごわそうだ……

　そんなことを何となく考えていて。

「──ありがとうね、おにいさん」

「え？」

　と、隣となりの唯ゆい香かが恥ずかしそうに手をきゅっと握にぎりながらそう言ってきた。

「その……さっきはかばってくれて。おにいさんの背中……とってもおっきくて……うれし、かったな……♪」

「え、あー、いや……」

　あまりの一方的なイ●ミな態度が腹に据すえかねただけで、そこまで深く考えての行動じゃなかったというか。というかあの場面に遭そう遇ぐうしたら、普ふ通つうだれだってああすると思うんだが……

　だけど唯香はふるふると一いつ生しよう懸けん命めいに顔を横に振ふって。

「そんなことないよ。普通の人だったら見て見ぬふりとかしてたかもしれない。だれかのことを放っておけないやさしいおにいさんだから、ああやってかばってくれたんだと思うんだ。そうゆうの、普ふ段だんを見てれば分かるし……」

「む、むう……」

「その……すっごく、かっこよかったよ♪　え、えへへ……♪」

「う、うーむ……」

　そう笑いながら見上げてくる。

　その表情は日和ひよりさんと同じ歳である幼い外見ながらも確かに女の子なもので、なんか甘いいい匂においがして……

「……」

　ぬ、ぬう、なんか変な感じだな……

　そんなことを最後に思いつつ。

　リゾートエリアの偵てい察さつは終わったのだった。
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　そんな感じに思わぬところで鷲わし津づ派はのトップたちとの邂かい逅こうを果たして。

　ますます『冷れい凍とうマグロ』を救済することの難しさを嚙かみしめながら『冷凍マグロ』へと戻もどった俺たちだったが。

「よお、兄ちゃんたち、お帰り！」

「え？」

　迎えてくれたのはそんな声だった。

　耳覚えのあるたくさんの元気な声。

　見れば昨日会った子供たちが焼きイカ片手に手を振ふっていて、さらにその後ろには光琉ひかるまでもがイスに座っている。

「今日はちょっと時間に余よ裕ゆうがあったから皆みなで『冷凍マグロ』に来たの。この子たちもまたあなたたちに会いたいというし……。そうしたら、渚なぎささんが困っていると小こ春はる原ばらさんたちに聞いたわ」

「だから俺たちも何か手伝えないかって！　こう見えてもなかなか使えるんだぜ！」

「渚おねーちゃんには昔っから世話になってるからなー」

「夏休みによくかき氷を食べさせてくれたり、お祭りとかにもつれていってもらったもの」

「なぎさおねえちゃん、大好き……」

　口々にそんな言葉が飛んでくる。

　むう、みんなに愛されてるんだな、『冷凍マグロ』（主に渚さん）……

　さらには。

「た、鷹たか匠じようさんたちといっしょに『冷凍マグロ』をどう変えていこうかお話をしていて……」

「たくさん作戦を考えていました～♪」

「ただ今、私のアカシックレコードで検けん索さく中ちゆうですわ」

「…………こくこく……」

「光琉ひかるお姉様に小こ春はる原ばらさん、それに私たちの力が加われば……解決しないことなどあるわけがないわ」

「す、すまない……今は家のことにはほとんど関知していないので、鷲わし津づがここにホテルを作っていたことなど知らなかった……」

　そんな日和ひよりさんたちに加えて。

「何だかよく分からないけど、『冷れい凍とうマグロ』が大変なのよね～？　音ね色いろさん、ここの自家製スルメイカの干物が大好きだからなくなってほしくないわ～」

「……そうね、手伝うのはやぶさかではないわ。店主は豚ぶただけれど、渚なぎさは……いい子だし」

「このように貴重な撮さつ影えい拠きよ点てんとなる場所を、失うわけにはいかぬ……！」（『冷凍マグロ』の二階から盗とう撮さつ──もとい隠かくし撮どりをすることを覚えたらしい）

　ダメ人間たち（朝は寝てた）もなんかやる気になっている。

　その表情は（一部の動機はともかく）真剣で……

「……」

　分からんが……これなら何とかなるんじゃないのか？

　さっきまでは『ホテルニューワシヅ』の無む双そうっぷりに完全に押おされ気ぎ味みだったが、かすかに希望が見えてきたような気がする。

　言ってみればこれは『冷凍マグロ版ぴよの団』だ。

　日和さんが中心となって結束して、唯ゆい香かたち菜さい園えん部ぶのお嬢じよう様さま軍団がいて、さらには（オマケだが）桜さくら乃の日和ひより荘そうのダメ人間たちもいる。今まで『ぴよの団』にやり遂とげられなかったことなんてない。

　そしてそれに加えて今回は光琉や子供たちもいるわけであり。

　きっと何とかなるに──違ちがいない。

　そう思わせるに足る雰ふん囲い気きだった。

「ふぁ、ふぁいとです……。が、がんばりましょう……！」

「お～♪」

「渚ねえちゃんのためにがんばろうぜ！」

「まあ……ピヨの顔を立てて協力してあげるわ」

「み、みんな～……」

　日和さんの号令（地味）にみんなが腕うでを上げて。

　一いつ致ち団結の声が『冷凍マグロ』に響ひびいたのだった。







「──やはり現状を打開するのに最大の壁かべとなるのは、この『冷凍マグロ』自体の経営力に大きな問題があることに尽つきるわ」

　作戦会議中の『冷れい凍とうマグロ』の二階。

　皆みなの顔を見回しながら光琉ひかるがそう言った。

「佑ゆう介すけと唯ゆい香かさんの話を聞く限り、向こうのリゾートホテルに隙すきはない。マリンリゾートに必要な全ての要素を併あわせ持もち、女性客の目線に立った要所要所でのきめ細かい配はい慮りよ……。ましてやそれが鷲わし津づの──初うい姫ひめさんの指し揮き下かにあるとなれば、そこに付け入る弱点などは皆かい無むなはずです」

　嚙かみしめるようにそう口にする。

　むう、やはりこの黄金お嬢じよう様さまもあの白金お嬢様のことは認めてるんだな。

　あれだけの威い圧あつ感かんと覇は気きのあるオーラを持った相手だ。

　しかも見た限り……普ふ段だんの人格も問題があったようには思えない。

　向こうに回せば最大の壁かべになることは想像に難かたくないだろう。

「なので『ホテルニューワシヅ』と真まっ向こうから勝負をすることは避さけなければならないでしょう。……だけど厳しい言い方をすれば、この『冷凍マグロ』に関してはそれ以前の問題だと思います」

「え、え？」

　その言葉に渚なぎささんがおろおろと困った顔をする。

「この『冷凍マグロ』には……売りとなるものがない。他の海の家とは違ちがう特筆すべき何か。現在の苦境を、鷹たか匠じようグループが援えん助じよをして救うことはできる……。だけどそれはしょせん応急処置、その場しのぎの渇かわいた喉のどに塩水を与えるにすぎない。『冷凍マグロ』自体を活かすことができる道を見つけないことには……未来はないと言えるでしょう」

　まあ……冷凍マグロなのに活かすって表現は若じやつ干かんどうなんだとして。

　ともあれそれなんだよな。

『ホテルニューワシヅ』がどうこう言う以前に、この『冷凍マグロ』自体に華はながなさすぎる。

　経営を改善していく上で指針とすべきものというか……何かコンセプトとなるものがないと、ただの凡ぼん百びやくある（男おとこ臭くさい）海の家で終わっちまう気がするんだよな。

　とはいえそのコンセプトをどうするかというとそれはこの上ない難題であって……

「う、う～ん、コンセプトか～……むずかしいな～」

「この廃はい屋おくをどうやって小こ春はる原ばらさんや光琉お姉様のような輝かがやける星へと変えるかということよね？　……これは難問だわ……」

「みんなで釣つりに行って売り物の魚を釣ってくるとかはどうだ、光琉ねえちゃん？」

「ここは最近流行のどらっがーでも読んでみるというのはどうだろうか……？」

　皆どうしていいか分からない感じである。

　と、その時だった。

「あ、あの、ちょっといいでしょうか……？」

　と、日和ひよりさんが地味におずおずと手を挙げた。

「何かしら、小こ春はる原ばらさん」

「は、はい……。え、えと、こんせぷとなのですが……〝あたたかなおうち〟を目指すというのはどうでしょう……？」

「え？」

　あたたかな、おうち……？

「は、はいです。あ、あの、昨日鷹たか匠じようさんのおうちへ行ったときに、鷹匠さんはかしこまったきちんとした感じのふるこーすよりも、普ふ段だん味わっている家庭的なお料理の方がみなさんによろこばれるとおっしゃいました……。よそゆきのものというのは豪ごう華かですけれど、それは全てが整えられすぎていて、時にはきゅうくつだと……」

　たどたどしいながらも一いつ生しよう懸けん命めいな言葉で伝えようとする。

「それは……こういったおもてなしでもおなじような気がするんです。いろいろな面ですごく充じゆう実じつしていて、すきのないおもてなし……それは、その、どこかかたくるしい感じがして落ち着かないところもあるというか……」

「……」

　なんか……分かってきた。

　日和さんの言わんとしていること。

「あ、も、もちろんそれはそれですごくいいと思うんです。かたいということはきちっとしていることでもあって、格式があるということ……。だけど渚なぎささんには、この『冷れい凍とうマグロ』では、普段のかざらないあたたかな家庭料理の方が向いているんじゃないかって……」

　飾らない温かな家庭料理。

　つまりは気持ちのこもった心こころ遣づかいの伝わるもてなしってことだろう。

　完かん璧ぺきではあるがどこかよそゆきで形式にのっとった接待である『ホテルニューワシヅ』に対して、『冷凍マグロ』の目指すべきは飾かざらないもてなしであると……

　説明の仕方こそ地味っこクオリティだが、それは真理だと思う。

　形式ばった立派な歓待よりも温かな「心」のもてなし。

　それこそが『冷凍マグロ』が進むべき道だ。

　光琉ひかるたちも同じ意見なのか。

「なるほど……要するにもてなしに対する捉とらえ方かたの方向性で差異を出すということね。考え自体はシンプルだけど……悪くない」

「そうだね～。完璧で格式ばった接待よりも、あったかいもてなしの方がいいと思う。渚さんの素敵さが伝わるような♪」

「ぽかぽか接待ですね～♪」

「家庭的なあたたかなもてなし……それは確かに、鷲わし津づの考えにはないものだ……」

　皆みなそろって賛同の言葉を口にする。

　ということは……

「特に反対意見がなければ小こ春はる原ばらさんの案に沿って動いていきたいと思います。よろしいかしら？」

「は～い、異議な～し♪」

「四世です～♪」（賛成って言いたかったんだろうな……）

「小春原さんの意見に従うわ」

「いいと思うぜ、ねえちゃん！」

「……さすがピヨ、やるじゃない」

「あ……」

　光琉ひかるの声にみんながそう応えて。

〝あたたかなおうち〟をコンセプトとして『冷れい凍とうマグロ』を改善していくことに決まったのだった。

　それにしても日和ひよりさん……すっかりみんなの中心になるのが板に付いてきたね。

　地味だけどいつの間にか日和さんの一言やワンアクションをきっかけにして動くことが多くなってきているというか。

　何というか、いい傾けい向こうだね。







　　　５




　そういうわけで、『冷凍マグロ』の改善が始まった。

　作戦名〝あたたかなおうち〟計画。

　みんなで『冷凍マグロ』を様々な面から分ぶん析せきして、協力しつつ「心」でのもてなしの道を探していく。

「え、えと、せっかくですのでお魚さんの焼き物を前面におしだしていくというのはどうでしょう……？　『冷凍マグロ』のお魚さん、とってもおいしいですし……」

「お、それはいいかもしれんな。手焼きでやればいい感じだし。どうですか、渚なぎささん？」

「あ、うん、すごくいいアイデアだと思う」

「よし、決まりだな」

「は、はい……♪」

　メニューの形態を考えたり。

「う～ん、お店の見た目なんだけど、もう少しこざっぱりした方がいいんじゃないかな？　今のままだとあまりにも男らしすぎるってゆうか……」

「ほもほもしい感じです～♪」（←珍めずらしく合ってる）

「あ、そうね、それは私も気になってたところだったの……」

「それとテイクアウトで受け取り待ちをしているお客には、冷たい飲み物でも配るのとかはどうかしら？　暑いから喉のどが渇かわくでしょう」

「な、なるほど……」

「ふむ、それだったら冷たい麦茶がいいと思う。麦茶は喉ごしがよく飲みやすいし、ミネラルも豊富で……」

「そ、そうなんだ～……メモメモ……」

　お客さんの気持ちを考えたちょっとしたサービスを導入したり。

「お店の中に音楽を流すのはどうかしら～？　ショパンの『夜想曲OP9-1』とか、音ね色いろさんのお勧すすめなんだけど～♪」

「……またこのビッチは辛しん気きくさいのを」

「わ、分かったわ。すぐにT●TAYAに行ってレンタルしてきます……！」

「……買いなさいよ」

　店内環境の改善に努めたりと。

　日和ひよりさんと俺おれの庶しよ民みん感覚、唯ゆい香かたちお嬢じよう様さまの洗練されたセレブ感覚、音色さんたちダメ人間たちの一点突とつ破ぱで突出した感覚と、それぞれの特性を活かして協力していき。

「……」

　少しずつだがお客が増えてくるようになっていた。

〝あたたかなおうち〟計画を開始してから二日で、のべ三十人ほどのお客さんの増加。

　とはいえまだまだ決定力には欠ける感じだった。

　渚なぎささんが言うには、『ホテルニューワシヅ』ができる前のお客の数のいいところ四割を取とり戻もどした程度だという。

　最盛期の集客数には遠く及およばないということらしい。

「…………」

　うーむ、なかなか思うようにはいかんもんだな。

　日和さんたちの『夏季職業体験実習』は全十日間の予定で、残るはあと五日。何か一発で逆転できる機会というかチャンスがあればいいんだが……

　まあそんなうまい話はないだろうと思いつつも、いちおう渚さんに訊きいてみたところ。

「あ、うん。そうね……だったら、四日後にある花火大会がターニングポイントだと思う」

「花火大会？」

　そんな言葉が返ってきた。

「うん、そう。この辺りでは一番大きな花火大会で、いつもの数倍から数十倍の人がこの海に集まるの。そこでこの『冷れい凍とうマグロ』の存在をアピールできれば、今後にも繫つながるこれ以上ないくらいの宣伝になると思うから……」

「なるほど……」

　数十倍か……

　確かにそれならうまくお客を呼び込めればかなりの宣伝になるだろう。

　チャレンジしてみる価値はあると思う。

　となると後の問題は。

「どうやって、その花火大会の日に特化して人を集めるかだよな……」

　それだけのイベントということは、当然『ホテルニューワシヅ』も何らかのキャンペーンのようなものを打ってくるに違ちがいない。

　それを加味してさらに『冷れい凍とうマグロ』にお客を集めるためにはどうすればいいものか……

「……」

　まあ……そう簡単にいいアイデアは出てこないよな。

　ニワトリのタマゴみたいにポコンと出れば苦労はないってやつである。

　なのでひとまずその場は渚なぎささんにお礼を言って離はなれ、仕事に戻もどることにする。

　花火大会にフィーチャーした集客方法か……

『冷凍マグロ』の名前をプリントした手製のウチワでも配るか？　いやそれは手間が大変な割に効果が少ないかもしれん。

　だったら花火用の観かん覧らん席せきでも設けて自由開放にするって手もあるかもしれんが……や、でもそれをするにも『冷凍マグロ』は立地はそれほどいいわけじゃないんだよな……

「…………」

　皿洗いやら店内の掃除やらをやりながらずっと考えていて。

　と、日和ひよりさんといっしょに、渚さんかき氷を作っているのを見ていた時のことだった。

「なんだか……縁えん日にちみたいですね」

「え？」

　隣となりの日和さんがそう地味に口にした。

「あ、え、えと、渚さんを見ていてなんとなく思ったんです。かき氷をつくって、おいしそうなイチゴシロップをかけて、まるで縁日みたいだなあ……って」

「縁日か……」

　確かにそうかもしれんな。

　海の家自体屋台に少し似た形態だし、焼き物やらかき氷やらを売るという点も共通してる。もしかしたら出張で屋台とかをやるのもいいかもしれんな……

　そんなことを考えていて。

「…………ん？」

　と、そこである考えが浮うかんだ。

　──そうか、縁えん日にちか……

　縁日といえばお祭り。お祭りといえば女子の浴衣ゆかた……ではなくて！

　お祭りといえば付き物なのは……

「…………」

　分からんが……いけるかもしれん！

　俺おれは目の前の地味っこの肩かたを摑つかんで。

「ナイスだ、日和ひよりさん！」

「え……？」

「縁日、ナイスだ！　これで『冷れい凍とうマグロ』も何とかなるかもしれない！」

「え、え？」

　何が何だか分からずに目をまん丸にする日和さんをその場に残して。

　俺はあるアイデアを話してみるべく、渚なぎささんのもとへと向かったのだった。
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　夏の夜といえば定番として語られるものがいくつかある。

　花火、お祭り、スイカ割り、肝きも試だめし、etc……

　そのどれか一つを取ってみても夏の雰ふん囲い気きを一二〇パーセント満まん喫きつできるもので、風物詩的扱あつかいをされるものである。

　いわば夏の代名詞。

　そして今日この日──その内の一つが行われようとしていた。

「それじゃあ今日は、ここ何日かのみんなの本当にありがたいお手伝いに心から感謝して、肝試しを始めますね～♪」

　そんな渚なぎささんの声とともに始まった納のう涼りよう『冷れい凍とうマグロ』肝試し大会。

　会場である店の近くの砂浜には光琉ひかるや子供たちも集まってきていて、総勢二十人近くの大おお賑にぎわいである。

「基本的なやり方はいわゆる一いつ般ぱんの肝試しと同じです。場所はあそこに見える森とそこにあるお墓。その奥おくにお堂があるから、そこに置かれたお札を取ってくれば大だい丈じよう夫ぶ～。終わった後には花火とバーベキューも待ってるから、みんながんばってね」

　ルール（？）はそんな定番中の定番。

　それぞれ二人一組のペアになって、決められたルートを回るというオーソドックスなものである。

　で、そのペアを決めることになったわけだが……

「あ、は～い！　私、おにいさんとがいい～♪」

　そんな唯ゆい香かの一言が引き金になって。

「え？　え、えと……わ、わたしもおにーちゃんといっしょがいい、です……」

「日向ひなたもおに～さんと穴兄弟になりたいです～♪」

「私の比ひ翼よくの鳥となり得る資格があるのは、この中ではあなただけと言ってもいいですわ」

「…………あ、わ、私も……」

「小こ春はる原ばらさんを佑ゆう介すけと二人きりにするくらいなら、むしろ私がその役を負うわ……！」

「佑介といっしょが……い、いいな……」

「……」

　おそらくはこの『夏季職業体験実習』で三度目になる全員立りつ候こう補ほ。

　まあ……残る男が岩男さんか厳いつく島しまのおっさんしかいないから消去法的に俺おれが一番マシってことになるんだろうが……

「あ、え、ええと……こういう場合はどうしたいいのかしら……？」

　渚さんが困り顔になる。

　ジャンケンとかで決めればいいんだろうが、七人全員だとさすがに大変だろうな……と思っていると。

「……もう、面めん倒どうくさいわね。佑ゆう介すけ、あんた全員と回りなさい」

「は……？」

「は？　じゃないわよ。頭と顔と言語能力だけじゃなくて耳まで不自由になったの？　まったく、ド●クエでカップリングにしたらスラ●ム×ド●キーレベルの分際で……。いいから、もう全員とペアになって、七回回ってきなさいって言ったのよこのやまゆり豚ぶた野や郎ろう」

「……」

　幻げん聴ちようであってほしかった。

　さらりと何を言ってやがるんだこの性悪ニート！

　てか一人で七回とか、普ふ通つうに考えてどう見ても超過勤務だろ。

　だが。

「う～ん、音ね色いろさんもそれでいいと思うな～。ていうか早く終わらせてバーベキューしたいの～……」

「空腹でござる……」

　残りのダメ人間もそんなことを言ってきて。

　さらには渚なぎささんも。

「う、う～ん……もうこうなったらちょっとがんばってもらってもいいかな？　ほ、ほら、佑介くん、男の子だし……」

「…………」

　……みんなそれでいいのか……

　当事者の一方である唯ゆい香かたちも「うん、おにいさんといっしょならそれでい～よ♪」「え、は、はい、その、おにーちゃんさえよければ……」「す、すまないな、佑介……」と乗り気だし。

「……」

　そういうわけで。

（俺の意見はまったく虫レベルの無視で）日和ひよりさんと菜さい園えん部ぶの面々それぞれとペアを組むカタチになって、七回肝きも試だめしのルートを通ることとなったのだった。








・唯香の場合






「ふふ、わくわくするな～、おにいさんといっしょに肝試し♪」

「ずいぶん余よ裕ゆうだな……」

「うん、だってこの、きもだめし？　もはじめてなんだもん♪　渚さんがなんかすっごい怖こわいみたいに言うからもうちょっと怖いかと思ったんだけど、こうやってお寺を歩くくらいならおにいさんがいれば何とかなるし」

「それはそうだが、それだけじゃないと思うんだが……」

「え？　肝きも試だめしってそうゆうものなんでしょ？　ちょっと暗くて人ひと気けのないところを度胸試しでお散歩する……」

「……」

　まあ、それもそうなんだが。

　けどそれはあくまで一類型。

　人が介かい在ざいしている肝試しにはそれ以外にも要素が付け加えられる場合があって……

　そのことを肝試しという単語自体をおそらく今日知っただろうお嬢じよう様さまに説明しようとしたその時。

　目の前の草くさ陰かげがガサリと揺ゆれ。




　ぐああああああ！




「！」「!?」

　墓石の後ろから、ろくろ首（ベタだ……）が姿を現した。

「きゃ、きゃあああああっ!!」

　唯ゆい香かが絶ぜつ叫きようを上げてその場にしりもちをつく。

　そう──人が介在している肝試しではこうやって脅おどかし役が存在することが大きな特とく徴ちようであり怖こわさを盛り上げるポイントなんだが……

　そのことを今さらながらに説明しようと隣となりを見ると。

「……うう……ひっく……」

「ゆ、唯香？」

「……こ、こわいよ……な、何でこんなのがいるの……うっ……ぐ、ぐすっ……」

　なんか……マジ泣きだった。

　ツインテールをふるふると頼たよりなげに揺ゆらして、その場でしゃがみこんでしまっている。

「あ、ええと、そのお姉ちゃん、大だい丈じよう夫ぶか……？」

　脅かし役の男の子（光琉ひかるの別荘で日和ひよりさんに人生を諭さとしていた）が心配そうな顔で声をかけてきた。

「ああ、大丈夫だ。悪いな、心配かけて」

「いいって。ちゃんとケアしてやれよ、兄ちゃん！」

　そう言って後ろ手を振ふりながら行ってしまった。

　うーむ、よくできた小学生だな……

「──大丈夫か、唯香？」

「……う、うう……」

「ろくろ首はもう行ったから、心配ないぞ」

　ポンポンと肩かたに手を置いて安心させようとする。

　だけど唯ゆい香かは一向に泣き止む様子はない。

　む、むう、困ったな。まさかここまで反応するとは……

「…………」

　……ここはもうあれしかないか。

　日和ひよりさんがパニック状態になった時とかに発動する奥おくの手てアクション。

　若じやつ干かん恥はずかしいというかためらいはあったが……今は緊きん急きゆう避ひ難なんというか仕方ないよな、うむ。

　俺おれは自分のそう言い聞かせて。

　ガバッ──

「え……？」

　落ち着かせるように唯香のツインテールな頭をそっと胸に引き寄せた。

「……」

「……」

「……」

「どうだ、少しは落ち着いたか？」

「え、え……？　あ、う、うん……もう、だいじょうぶ……」

「そうか、よかった」

　これで泣き止んでくれなかったら俺はただの暗くら闇やみに乗じてちょっとやらかしちゃったロリコンだ。

　こちらの意をくみ取ってくれたことに少しばかり安あん堵どしつつ頭に手をやっていて。

「こうしてると……なんか、安心する……」

「え？」

　と、胸の中の唯香がぽつりとそう言った。

「おにいさんの胸……あったかい、な……まるでお日様みたい……」

「むう……」

　何だか日和さんみたいなことを言うんだね。

　フレンドリーお嬢じよう様さまの少しばかり意外な言葉にそんなことを思って。

　少しの間そのまま唯香の頭をポンポンと撫なでていたのだった。








・日向ひなたの場合






「さ、それじゃあ行くか」

「はいです～♪　れっつらご～です～♪」

「日向もまた余よ裕ゆうだな……」

　まったくもっていつもと変わらない様子。

　唯ゆい香かと同じように肝きも試だめしを少し甘く考えていて、実際に脅おどかし役が出て来たら豹ひよう変へんするパターンなのかね？

　そんなことを考えながら進んでいて。




　おおおおおおぉおおっ!!




　唯香の時と同じところでろくろ首が現れた。

　だが。

「ふふ～、こんにちは、ろくろ首さん～♪」

「え？」

「わあ、とっても長いお首です～。よくできていますね～♪」

　全然余裕だった。

　いつもとこれっぽっちも変わらないのーんびりとした表情で、ろくろ首の頭をなでなでしている。

　そのあまりの動じなさっぷりに脅かし役の子供たちも。

「何だよー、こっちの姉ちゃんは全然怖こわがらないんだなー」

「すごいね……分かってたって私たちも怖いのに……」

「大物だなー」

　半ば呆あきれた感じだった。

　本当に全然怖くないんだな……

「日向は怖くないのか？　いくら作り物だって……」

　その質問に。

「はい～。だってお化けさんよりも生身の人間の方がずっと怖いですから～」

「え？」

「暗くら闇やみから出て来るのでしたら通りすがりの露ろ出しゆつ狂きようさんとか爆ばく弾だん魔まさんとか誘ゆう拐かい犯はんさんとかの方がよっぽど恐おそろしいですから～♪」

　さらりとそんなことを返してくる。

　うーむ、いったいどんな日常生活を送ってるんだ、この子は……

　とても一つ下の女の子とは思えない現実的な思考っぷりに啞あ然ぜんとなっていると。

「──あ、だけどおに～さんといっしょにいる時はいつもよりも安心できますよ～♪」

「え？」

「おに～さんといっしょにいると、それだけで何だか胸がぽかぽかとあったかくなってきます～。それもあるから、そんなに怖こわくなかったのかもしれませんね～♪」

「む、むう……」

　普ふ段だんとまったく変わらない顔してなんか照れくさくなるようなことを言うな、この子は……

「うふふ、それじゃあ行きましょう～♪」

「お……」

　少しばかり気き恥はずかしい心ここ地ちな俺おれの手をきゅっと握にぎって。

　日向ひなたは笑顔で歩き始めたのだった。

　むう、やっぱりこの子はいまいちよく分からんな……








・皐さ月つきの場合






「ふ……幽ゆう霊れいや妖よう怪かいなど、しょせんは霊れい的てきには低級な存在です。世界の敵と戦う運命を持った私といっしょにいれば、何も恐おそれることなどありませんわ」

「……」

「私が守護を受けたる天使は霊的に限りなく最高位の存在……幽霊など近づくことさえできません。……た、ただ、あまり私から離はなれてはあなたをお守りすることができないかもしれません。なのでしっかりと傍そばにいてくださると助かります。ぐ、具体的には半はん径けい三〇センチよりも離れないでいてくださると」

「……」

「……」

「……なあ、皐月」

「……な、何ですの？」

「……怖いのか？」

「……!?」

　その言葉に皐さ月つきの顔がかーっと真っ赤になる。

「な、何をおっしゃるのですか！　こ、怖こわいなど、そんなこと……！」

「いやでも手が震ふるえてるし……」

「こ、これは武む者しや震ぶるいです！　守護天使から得た崇すう高こうな使命に心も身体も奮ふるい立たっているんですわ！」

「……」

　素直じゃないなあ。

　だけど少しだけ安心した。

　なんか今までの二人が二人だったから、こうして分かりやすい反応が見られると何だか微ほほ笑えましい気分になるね。

「い、いいですか？　分かったら二度と、その怖いなどと……」

「はいはい」

「ま、まったく……」

　顔を赤くして腕組みをする皐月。

　そんなやり取りを交わしながら、（だけど皐月は決して半はん径けい三〇センチから離はなれることなく）お堂までの道を歩いたのだった。








・ましろの場合






　──で、ましろの場合はもっと分かりやすかった。

「……」

「……」

「……（ぎゅっ）……」

　俺おれの腕うでの中に収まってぷるぷると生まれ立ての仔こ猫ねこのように震えるましろ。

　スタート地点から何も包つつみ隠かくさずに、そっと黙だまってとてとてと俺の腕の中へと歩いてきてこのポジションに収まったのだった。

「……あー、大だい丈じよう夫ぶか？」

「…………こくん……（不安げな表情で）」

「……すぐにお堂まで着いてお札を取るからな。ましろは何も心配しなくて平気だ」

「……こっくり……」

　腕の中でちいさくうなずき返してくる。

　なんかこれもこれで肝きも試だめしとはまた違ちがったもののような気がしないでもないんだが……

　どちらかというとペットの運うん搬ぱん作業でもしているかのような気分になっていると。

「…………おにいさん、置いていかない……ですよね……？」

「ん？」

「……ましろを置いて……どこかに行ったりしません、よね……？　傍そばに……いてくれますよね……？」

「当たり前だろ、そんなわけない」

「……あ…………」

　その言葉に安心した声こわ音ねを発して。

　少しだけ表情を緩ゆるめて俺おれの胸元をさらにきゅっと握にぎってくる。

　怖こわい夢を見た後の子供みたいな反応。

　むう、なんかイヤな思い出でもあるのかね？

　結局そのまま一〇〇パーセント完全だっこ状態で。

「……」

「……」

「……」

　最後まで俺の腕うでの中にすっぽりと収まったまま、ましろは肝きも試だめしを終えたのだった。








・美み咲さきの場合






「──とりあえず、手早く済すませてしまいましょう」

「ん、そうだな」

　美咲の言葉にうなずき返して歩き出す。

「……」

「……」

「……」

　……うーん、会話がない。

　この雀すずめヶが原はらお嬢じよう様さまとは普ふ段だん日和ひよりさん関連のことでしか話をしないからな。いざ二人になっても話すことが特にないというか……

「……」

「……」

「……」

　さらに無言状態が続いていて。

「……ねえ、何か喋しやべりなさいよ」

「え？」

「このままじゃあ気づまりでしょう。置物じゃないんだし、何か喋りなさいって言っているのよ」

「……」

　……うーむ、冷静に聞いてみるとこのお嬢じよう様さまも桃もも子こほどじゃないにせよ口が悪いな。

　まあ元々は黄金お嬢様を崇すう拝はいしていて俺おれのことなんかトノサマバッタでも見るみたいな目で見てたお嬢様だ。それもしょうがないのかもしれんが……

　とりあえず何か話すべき話題を探して。

「あー、なんだ、いつも日和ひよりのことを気にかけてくれててありがとうな。感謝してる」

「あれは小こ春はる原ばらさんのことが好きだからやっていることよ。感謝されるようないわれはないわ」

「そうは言っても世話になってることには変わりない。ありがとな」

「……っ」

　その言葉に美み咲さきは恥はずかしそうに顔を赤くしてぷいと横を向いてしまう。

　む、かわいいところもあるもんだな。

　俺は少しだけ微ほほ笑えましい気分になりつつ。

「まあこれからも日和さんのことをよろしく頼たのむ。俺のことは、まあ仏像か何かだと思って適当に扱あつかってくれて構わないから」

「……分かったわ」

　それを聞いた美咲はこくりとうなずいて。

「…………だけど、別に嫌きらいじゃない」

「え？」

「…………別に、貴方あなたのことも嫌いじゃないわ。いえ、むしろ男の中ではかなり……」

　最後に小さな声で何かを言っていたようだが、周りでリンリン鳴く虫の声にかき消されてよく聞こえなかった。








・三み姫きの場合






「こういう薄うす暗ぐらい道を歩いていると、あれを思い出すな」

「ん？」

　並んで二人でお堂へと続く道を進んでいて。

　隣となりの三姫がそう言ってきた。

「『雨う月げつ物もの語がたり』だ。江戸時代の日本の怪かい異い小説……」

「ん、それってあれか？　確か磯いそ良らとかが出て来る……」

「お、知っているのか？」

「ん、前にそれ関連の映画を見たことがあって、少しだけ原典も読んだような……」

「そ──そうかそうか！　佑ゆう介すけはどの話が一番好きなのだ？　やはり一番有名な『吉き備び津つの釜かま』か？　そちらも捨てがたいが、私は『浅あさ茅ぢが宿やど』が好きだ。夫の帰りを待つ妻の姿が胸を打って……」

「ああ、それもよかったよな。儚はかなげな感じで……」

「うんうん、その通りだ！」

　その言葉に三み姫きは大きくうなずいて。

「……やはり落ち着くな、佑介といっしょにいるのは」

「え？」

「……こんなに心ここ地ち好よいのは初めてだ。こんなに古典や和歌の話ができる相手はいないし、何より話をしていて楽しい、うん」

「……」

　むう、そういうもんかね。

　姫ひめ乃の宮みやのお嬢じよう様さまたちなら他にこれくらいの話ができる相手はいくらでもいると思うんだが。ああ、でも鷲わし津づの末妹って立場が気安い話し相手を作るのにはマイナスの要素に働いてるのか。それなら分からんでもないというか……

　隣となりのお嬢様の難しい立場を大変に思っていると。

「私も……佑介にとっての宮みや木ぎのような存在になりたいものだな……」

「ん、何か言ったか？」

「！　……あ、い、いや、何でもない……」

「？　そうか」

　何でもないならいいんだが。

「そ、それよりも早く行こう。ほら、まだこの後に花火とバーベキュー大会が控ひかえているのだからな」

「ん、ああ、そうだな」

　そんな感じに、三姫との肝きも試だめしは終わったのだった。








・日和ひよりさんの場合






　そういった具合に唯ゆい香かたち六人とのターンを終えて。

　最後にいっしょにお堂を目指すことになったのが──我らが日和さんだった。

「え、えと……こっちでいいんですよね……？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ」

　さすがに七回目なので道を間ま違ちがえることはない。

　目をつむっていても辿たどり着つける……というのは大げさだが、暗がりの道でつまずいて転びそうになったり飛んでいる蛍ほたるを追いかけていって崖がけから滑かつ落らくしそうになったりする日和ひよりさんのケアをしながらでも余よ裕ゆうをもって進めるくらいの慣れ。

　さらには。




　おおおおおおぉおおっ!!




「きゃ、きゃあっ……!?」

「…………」




　があああああああっ!!




「い、いやあああああっ……!!」

「…………」




　脅おどかし役のろくろ首やらジェイソンやら人面犬やらが出て来る位置もすっかり覚えてしまって、驚きがまったくないんだよな。

「お、おにーちゃん、こわくないんですか……？」

「あー、いやまあ……」

　もう夏場になると桜さくら乃の日和ひより荘そうの庭に出しゆつ没ぼつするカマドウマくらいにしか感じんというか。

　親ガモを慕したう仔こカルガモみたいにきゅっと腕うでにつかまってくる日和さんの感かん触しよくを感じながらそう返すと。

「す、すごいです……きもがすわっています……」

　ぱあっと剛ごうの者ものを見るみたいな目で見つめてきた。

　いやそんないいものじゃなくて、満員電車での痴ち漢かん出現に慣れちゃった汚けがれた大人みたいなものなんですけどね……

　まあそんな感じに進んでいく。

　途と中ちゆうで日和さんがその地味さかげんを発はつ揮きして飛んできたカブトムシと正面衝しよう突とつしたり薄はつ幸こう属性を発揮して倒たおれてきた卒そ塔とう婆ばで頭を打ったりそのセピア色オーラを発揮して闇やみと同化して迷子になりかけたりと色々あったが、それでも無事にお堂まで辿り着きお札をゲットすることができた。

「や、やりました……♪」

「ああ、やったな」

　お寺のお堂の軒のき下したに置かれた渚なぎささんお手製のお札（貧びん乏ぼう神がみ退散！　と書いてある）を手に喜び合う。

「こ、ここに来るまで長かったです……山あり谷ありで……」

「……」

　まあ日和ひよりさん、色んな意味で踏ふんだり蹴けったりだったからなあ……

　カブトムシとの事故時にちょっとだけ擦こすれて赤くなったオデコに手を当てて小さく笑う日和さん。

　その薄はつ幸こうっぷりに少しばかり不ふ憫びんに思っていると。

「で、でも……とっても楽しかったです……」

「え？」

「かぶとむしさんはいたかったですけれど、お、おにーちゃんといっしょの時間を過ごせたから……。ここのところいそがしくて……おにーちゃんとお話しとか、できなかったですから……」

「そうだな……」

　確かにあの黄金お嬢じよう様さまの別べつ荘そうでの料理作り以来、『ホテルニューワシヅ』の偵てい察さつやら『冷れい凍とうマグロ』の手伝いやらであまり日和さんとは話をすることができなかった。

　みんなといっしょに騒さわいだりすることはあったが、こうして二人でゆっくりと時間を過ごすのは久しぶりな気がする。

　もともと日和さんは北ほく欧おうのウサギみたいに寂さびしがりだし、もうちょっと気にかけるべきだったかもしれんな。

「ごめんな、気付かなくて……」

「え？　あ、い、いえ……っ……」

　慌あわてたようにぶんぶんと地味に顔の前で手を振ふって。

「……で、でも、ちょっとだけ……」

「？」

「お、おにーちゃん分を……充じゆう電でんさせてもらっても、いいですか……？」

「ああ、いくらでも」

「──！　は、はい、え、えへへ……♪」

　嬉うれしそうにうなずいてきゅっと地味に遠えん慮りよがちに身を寄せてくる日和さん。

　何だかこれ（充電）もけっこう久しぶりな気がするね。




　こうしてちょっとしたアクシデント後充電で、日和さんとの肝きも試だめしは終わったのだったが。

　ちなみにお堂からの帰り道。

　充じゆう電でんしたことで安心したのか帰り道でも迷子になった日和ひよりさんがガチで三〇分ほど本格的に行方不明になったことについては……まあ地味っこらしいとしておこう。
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「はい、みんなおつかれさま。無事に全員お堂まで行ってお札を取ってこられました。なのでこれからバーベキュー大会を始めますね？」

　渚なぎささんの声が砂浜に響ひびいて。

　お楽しみのバーベキュー大会が始まった。

「わ～い、バーベキューバーベキュー～♪」

「お肉の切きれ端はしを焼くだけの簡単な作業ですね～♪」

「え、えと……じゃあまずはお肉をのせて……」

「いけませんわ小こ春はる原ばらさん！　焼き肉においてはまずは火の通りにくい野菜からのせるのが鉄則です。宇宙の真理です！」

「……び、びくびく……」

「相変わらず久く我が山やまさんは細かいわね……」

「ただの焼き肉なのに、こうして外でみんなといっしょに食べると存外美お味いしいものだな……」

　楽しそうにはしゃぐお嬢じよう様さまたち（と日和さん）。

　その傍かたわらでダメ人間たちは。

「あ～ん……お肉おいしい～……♪　もう音ね色いろさんとまらな～い……♪　もぐもぐもぐもぐ……」

「……ふん、なかなかいい味付けじゃない。こんがり焼けた豚ぶた野や郎ろうのくせに生意気だわ……むしゃむしゃ……」

「豚肉だけでなく鶏とり肉にくも所しよ望もうする……がつがつがつがつ……」

　飢うえたサバンナのハイエナのように一心不乱に肉を貪むさぼり食くっていたが。……まあ静かでいいんだがさ。

　その周りでは子供たちも楽しそうにお喋しやべりやロケット花火などをしていて。

「……」

　うーん、なんか夏って感じだね……

　夜の海とロケット花火とバーベキュー。

　どことなくノスタルジーな感覚も呼び覚ます目の前の光景にそんなことを思っていて。

「──楽しそうね」

「お……」

　と、声をかけられた。

　見れば流れる髪かみを風にそよがせた黄金お嬢じよう様さまがワイングラス片手に横にたたずんでいた（いや呼吸をするようにごく自然にワイングラスなんかを手にしてるけど中身はブドウジュースか何かですよね!?）。

「今日はとてもいい夜だわ。賑にぎやかで和なごやかで、あの子たちもとても楽しそう。声をかけてくれて感謝しているわ」

「あ、いや」

　その言葉に軽く手を振ふって答える。

　人数は多い方が楽しいし俺おれたちも子供たちとはまた会えて嬉うれしいというか。

「──それにしても、不思議ね」

「え？」

　ワイングラスを傾かたむけながら、光琉ひかるが静かにそうつぶやいた。

「今のこの目の前にある光景……。本来はまとまるはずのない個性的な子たちが、一つ所でこうやって屈くつ託たくなく笑い合っている。鹿ろく王おう院いんに高たか千ち穂ほ、久く我が山やまに星ほし森もりに雀すずめヶが原はら、そして鷲わし津づ……。これも全部佑ゆう介すけ……貴方あなたの影えい響きようよ」

「え？」

　俺？

「──ええ。自覚していないのかもしれないけれど、それは疑いようのない事実……。付け加えて言えば、私がここにいるのも、貴方のおかげよ」

「むう……」

　そんなもんなのかね？

　よく分からんが俺の存在なんて海岸のシジミ程度のものだと思うが。

　首を捻ひねる俺に。

「お、おにーちゃん、お肉が焼けました……！」

「ほらほらおにいさん、はやくはやく～♪」

「肉にく奴ど隷れいです～♪」

「肉は熱いうちに食べなければいけません。今すぐに来ないと我が守護天使エバラエルの神しん罰ばつが下りますわよ！」

「…………あ～ん、する……？」

「その、佑介といっしょに肉を食べたいな……」

「ああ、今行くー！」

　唯ゆい香かたちの声にそう答えて。

「ん、じゃあまた後で」

「ええ、いってらっしゃい」

　うなずき返してくる黄金お嬢じよう様さまに挨あい拶さつとして。

　日和ひよりたちのところへと向かったのだった。







　そんな風に最後は少し意味深な感じで。

　中休みの肝きも試だめし（とその後のバーベキュー大会）は終わったのだった。
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「──え、『冷れい凍とうマグロ』で……屋台を出す？」

「ええ、そうです」

　その日の夜。

『冷凍マグロ』の台所でみんなと夕飯を食べていた渚なぎささんの前で、俺おれはそう提案した。

「花火大会といえばやっぱり付き物なのは縁えん日にちじゃないですか。花火の下に並ぶたくさんの屋台……。特にこの辺りには今は屋台は出ないって話だから、それを『冷凍マグロ』でやればかなりの集客を期待できるんじゃないかと思ったんです」

　夏の海と花火大会と言われればだれもが真っ先に思い出すのが屋台だ。

　金魚すくいに綿わた菓が子しにタコ焼き、お面屋に射しや的てきにヨーヨー釣つり。

　それらは間ま違ちがいなく夏の海に来る人たちの心を惹ひき付つけるはずだ。

　その提案に。

「それは確かに、いいかも……」

　渚さんはこっくりと首をうなずかせた。

「縁日っていうのは思おもい浮うかばなかったわ……。でも、言う通りだと思う。花火と屋台の組み合わせっていうのはすごく魅み力りよく的てきな考えだわ」

「ですよね？」

　悪い案ではないはずだ。や、自分で言うのも何だけど。

　光琉ひかるや日和ひよりさんたちも。

「──悪くないわね。縁日は年配の人たちには昔を思い起こさせるノスタルジックな心ここ地ちを、若い世代には逆に新しん鮮せんな感動を与えることができる。さらには今実じつ践せんしようとしている〝あたたかなおうち〟のコンセプトにも合がつ致ちする」

「あ、昼間におにーちゃんが言っていたのはこのことだったんですね……」

「屋台か～、テレビで見たことあるよ～♪　賑にぎやかで華はなやかで、すっごく楽しそうだよね～♪」

「日本のフェスティバルです～♪」

「我が国古来のハレの儀ぎ式しきというわけですわね？　賛成ですわ」

「…………たのしそう……」

「なるほど……小こ春はる原ばらさんの一言がそれを思い起こさせる鍵かぎとなったのね。さすがは小春原さん……」

「うん、お祭りはいいな。見ていると胸がわくわくしてくる」

　みんな顔を見合わせて楽しそうな声を上げている。

　なかなかいい感かん触しよくだ。

　これはこのままいけるんじゃないか……と思っていると。

「あ、でも……屋台の用意はどうすればいいのかしら？」

「え？」

　と、渚なぎささんがそう言ってきた。

「屋台といえばやっぱりあの独特の造りの店構えが魅み力りよくの一つよね？　それって、どうすればいいのかなって思って……」

「それは……」

　そこまでは考えていなかった。

　ナイスアイデアを思い付いた勢いで突つっ走ぱしっちまったが、確かにその通りである。

　ＤＩＹで自作してもいいんだが、時間が足りるかどうかが微び妙みようだし、何よりもやはりあの屋台感は本物の屋台でないと見み劣おとりがする気がする。

　これはどうしたもんか……

　いきなり直面した問題に頭を悩ませていると。

「──それならうちのじっちゃんに頼たのめばいいんじゃないか？」

「え？」

　と、そこでそんな声が、光琉ひかるといっしょにウツボの丸焼きを食べていた子供たちの一人──前に日和ひよりさんに人生とは何たるかを諭さとしてくれた男子から聞こえてきた。

「じっちゃんだよ。うちの施し設せつの施設長をやってくれてるえらい人。昔ここいらのテキ屋の元もと締じめみたいなことやってたっていうし、屋台くらいなら何とかなると思うぜ」

「そうなのか？」

「ああ、何年か前までは自分でも屋台を出してたし、うってつけだと思うんだけどな」

「……」

　それは……かなり適任かもしれん。

　というかこの場面においてこれ以上のおあつらえ向きはないだろう。渡わたりに最新式クルーザーというか。

　そう思って確認のため光琉を見ると。

「──そうね、先生ならうまくやってくれると思うわ」

「？」

「ただ……いえ、何でもないわ。それでいいと思う」

「??」

　なんかちょっと引っかかるそんな返答で。

「え、ええと……それじゃあ佑ゆう介すけくんのアイデアを使わせてもらって、『冷れい凍とうマグロ』では花火大会に向けて屋台をやってみることにするね。みんな……よろしくお願いします」

「「「イエス、屋台～！」」」

　渚なぎささんの声にそんな号令が返ってきて。

　というわけで『冷れい凍とうマグロ』は縁えん日にちを主しゆ宰さいすることに決まったのだった。
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　光琉ひかると子供たちに案内されてやって来た施し設せつ『リトルオクトパス』は、小さな山の上にあるとのことだった。

『冷凍マグロ』から歩いて十五分ほどの距きよ離り。

　市街から少し離はなれた先にある山で、急きゆう勾こう配ばいの坂をグルグルと回りながら昇のぼっていくような道のりになっている。

「──ほら、こっちだぜ、佑ゆう介すけにいちゃんに日和ひよりねえちゃん」

「あ、ああ」

「は、はいです」

　男子──武たけし志の声に従って歩を進めていく。

　花火大会に合わせて縁日をやることになった『冷凍マグロ』。

　まずはその準備段階として施設長のじっちゃんとやらに屋台の貸し出しやらをお願いするために、光琉と子供たちの案内で日和さんと二人『リトルオクトパス』へと向かっているのだった。

「もうちょっと登れば見えてくるからな。どうほら、緑が気持ちいいだろー？」

「ま、まあな……（ハアハア）」

「そ、そうですね。セミさんの声とかも、に、にぎやかで（ふうふう）」

　にしてもきつい坂だな……

　角度が三十度くらいあるんじゃないか……

「もー、二人ともだらしないなー。これくらい楽勝だろー？　俺おれなんか毎日十往復くらいしてるぜー」

「そ、そうは言ってもだな……（ハアハアハアハア）」

「が、がんばります……（ふうふうふうふう）」

　息も絶たえ絶だえにそう答える。

　ちなみにその横で、黄金お嬢じよう様さまは慣れた足取りでスタスタと坂を登っていた。何というか、お嬢様なのにやたらと健けん脚きやくだな……

　そんな感じに坂道をひいひいふうふうしながら歩いていき。

『リトルオクトパス』に着く頃ころには、俺たちはすっかり汗あせだくになっていた。

「ふ、ふう……」

　しんどかった……

　ここのところ運動不足の身には堪こたえるというか。

　見た目的にはちょっと古い木造建築の小学校といった感じの『リトルオクトパス』の建物を見ながら肩かたで息をしていると。

「あー、お兄ちゃんたち、来てくれたんだー！」

「ん？」

「待ってたんだぜー！」

「武たけし志たちは肝きも試だめしとかやってたけどおれたちは行けなかったから」

「あいたかった……」

「おおう！」

「きゃ、きゃっ」

　いきなり上うえ野の動物園に昨さつ今こん鳴り物入りでやって来たジャイアントパンダのごとく囲まれた。

　十人以上の子供たちが、本当に嬉うれしそうな顔で次々とこっちに駆かけ寄よってくる。

「約束守ってくれたんだなー！」

「サンキュウなー！　すげぇ嬉しい！」

「ありがとう……」

「ああ、来たぞ」

「わ、わたしも会いたかったです……♪」

　飛んでくる弾はずんだ声。

　そんな歓迎っぷりに少しばかりビックリはしだが……こんなに喜んでくれると嬉しいもんだな。

　特に日和ひよりさんがやっぱり大人気で。

「あ、日和お姉ちゃん、また背中が曲がってるぞ。だめだって、ちゃんと背筋はピンとしなきゃ」

「背がちっちゃく見えるし、やる気もないように見られるよ？」

「それと喋しやべる時はちゃんと相手の目を見ないと～」

「は、はいぃぃ……」

　突つっ込こまれまくりだった。

　まあ……相変わらずどっちが年上なんだかさっぱり分からないようなやり取りだったが、これもまた地味っこのアイデンティティということでとりあえずはよしとしよう。

　しばしの間そんな風に話し込んでいて。

「ほらみんな、こんなとこで囲んでたら佑ゆう介すけにいちゃんも日和ねえちゃんも困るだろ？　外は暑いし、とりあえず中に入ろうぜ」

　武志の声に促うながされた。

　少し広めの庭を抜ぬけて玄関から建物の中へと入り、そのまま居間のようなところに通される。

　居間は二十畳じようほどの広さの普ふ通つうの部屋だった。

　部屋の真ん中にソファが置かれていて、それを対面として奥おくにはテレビや本ほん棚だなが置かれているというレイアウト。

　壁かべにはおそらく子供たちが描かいたんだろう絵や色々な賞状、子供たちが笑顔で映った写真などがたくさん貼はられている。

　その温かな部屋の造りを見ているだけでこの『リトルオクトパス』がいいところだってことが分かる。住んでいる子供たちもみんな笑顔だし、少しだけ桜さくら乃の日和ひより荘そうと同じような空気を感じさせるというか……

「なあなあ、兄ちゃんたち何か飲む？」

「スイカ麦茶が今はおすすめだぜ？」

「語感はちょっとあれだけど、ほんとにおいしいんだよ、スイカ麦茶」

「ん、じゃあそれで」

「い、いただきます……」

　一リットルの容器に入れられて出されたスイカ麦茶（やたらとお勧すすめ）で喉のどを潤うるおしながらそんなことをぼんやりと考えていると。




「……そちらは、お客さんか？」




「え？」

　と、やたらと重低音な声がした。

　視線をそっちにやってみると……そこにはなんかやたらといかついおっさんの姿があった。

　白しら髪がの交じった髪を後ろに撫なで付つけたガッチリとした体格の六十歳くらいの人で、とても一いつ般ぱん人じんとは思えない鋭するどい眼光でこっちを見つめている。……な、何だこのおっさん!?　実はこの施し設せつは再開発の関係とかで地上げ屋か何かに狙ねらわれていて施設長さんを脅きよう迫はくするために子供たちを誘ゆう拐かいしにやって来た地場ヤクザか何かか……!?

　思わず身構える俺おれに。

「あ、じっちゃん！」

「へ……？」

　武志がそんな声を発した。……じっちゃん？

「どこ行ってたんだよ。探してたんだぜー。昨日お客を連れてくるって話しただろ？　時間とってくれって」

「ああ、そういえばそんな話もしてたっけな……」

「もー、相変わらず適当だなー。こっちの二人は佑ゆう介すけにいちゃんと日和ひよりおねえちゃんだよ。じっちゃんに話があって来てくれたんだ」

「ああ、例の……」

　こちらを品定めするかのように目を細める。

「…………」

　え……この人が……話にあった施し設せつ長ちようさん？

　この暖かい雰ふん囲い気きの『リトルオクトパス』の……みんなのお父さんみたいな人？

　見た目的にはどう見ても「お兄ちゃん……こっちの世界では、これがルールなんですよ？」とか言ってハジキを取り出す人にしか見えないというか……や、確かに元テキ屋の元もと締じめと言われれば抱いだくイメージはこんな感じだが。しかし岩いわ男おさんといい、何だってこの辺りの団だん塊かい世代は極ごく道どう顔がおばっかりなんだろうね……？

　あまりの顔面カタギ率りつの低さに憂ゆう鬱うつになっていると。

「──で、お前さんがた」

「あ、は、はい」

「何か俺おれに話があるってことだが？」

「あ、え、えと、えと……しょ、しょれは……」

　ドス（←ホントに持ってそう）の利きいた声にびくっとその小さな身体を震ふるわせる日和ひよりさん。

　その裏社会な雰囲気を前にしてブラックマンバに睨にらまれたアマガエルみたいになっている。

　む、むう、これはダメだな。ここは俺が一人で何とかするしかない。

　なので一歩前に出て。

「あの……今日はお願いがあって来たんです」

「お願い？」

　真まっ直すぐに目を見ながらそう言った。

「はい。実は俺たちは今『冷れい凍とうマグロ』で手伝いをしてるんですが、今度の花火大会で縁えん日にちをやりたいと思っているんです。それであなたが昔屋台をやっていた人だと聞いて……」

「屋台……」

「は、はい、力を貸してもらえないでしょうか？」

「……」

　うう、怖こわい……

　普ふ通つうにお話ししてるだけなのに何でそんなタマ殺やられたオジキの仇かたきを見るみたいな目で睨んでくるんですかね？

　だけどここでひるんだら負けだ。

　野球ボール（軟なん球きゆう）ほどの大きさの肝きもっ玉たまを震わせてじっと目を見返す。

　その言葉に施設長のおっさんは口をつぐんでいた。

　まるでこれから鉄てつ砲ぽう玉だまにでも（俺が）されるみたいな沈ちん黙もく。

　だがやがてゆっくりと低い声を発して。

「──悪いが、その頼たのみは聞けねぇな」

「え……？」

「確かに俺おれは元々ここいらのテキ屋をまとめさせてもらっている。それを生なり業わいとしていて、何年か前までは皆みなで屋台をやっていたりもした。だがそれも今はもう廃はい業ぎようしている。どうしてやめることになったか……分かるか？」

「え、いや……」

「……モラル、だよ」

「え？」

「元々はここいら一帯の地域を振しん興こうさせたくてやっていたのさ。少しでもこの辺りに人が来て活性化できればと思ってな。その結果確かに集まる人の数は増えたさ。……だけどそれはいいことばかりじゃなかった。夜中に人の迷めい惑わくも考えずに花火をぶっ放したり車で砂浜にまで乗り付ける馬鹿どもも現れた。自然は荒あらされゴミは増え、海と砂浜は見る影かげもないくらいに汚よごれちまった。だから俺たちは手を引くことにしたんだ」

「それは……」

　確かに言う通りではあった。

　マナーやゴミの問題は今やどこにいっても付いてくるものである。

　桜さくら乃の日和ひより荘そうの近くでも花火大会やお祭りはあるが、やっている最中の一部の馬ば鹿か騒さわぎや終わった後のゴミはひどいもんだった気がする。

　それがこうした夏の海の現場とくればなおさらだろう。

「……分かっただろう？　だから俺たちとしては屋台を復活させる気はない。お前さんがたが勝手にやるのを止める気はねぇが……協力する気もねぇ」

「ですが……」

「それに屋台だ何だってのもどうせ思い付きだけで安易に考えたガキの遊びレベルなんだろう。その程度の覚かく悟ごで簡単にできるほど甘いもんじゃねえし、俺たちもヒマじゃねえんだよ」

「…………」

　その言葉だけは聞き流せなかった。

　確かに色々思し慮りよが及およばなかった点はあったかもしれないが……思い付きってだけじゃない。

『冷れい凍とうマグロ』を何とかしたいと思ってのことだし、光琉ひかるや子供たち、日和ひよりさんや唯ゆい香かたちといっしょに皆で必死に話し合ってひねり出した考えだ。遊び半分とかでは決してない。

　せめてそれだけは分かってもらいたい。

「あの、それは……！」

　だからそのことを伝えようとして。




「……お、思い付きなんかじゃ、ありません……っ……！」




「え……？」

　と、それまでちっちゃくなったアマガエル状態だった隣となりの日和ひよりさんが声を上げていた。

「や、屋台のアイデアは真剣なものです。み、みんなが……お、おにいちゃんが一いつ生しよう懸けん命めいに考えてカタチにしようとしているものです……！　いいかげんな決意なんかじゃ、けっして……！　そ、それに確かにゴミやマナーの件はよくないことですが、で、でも屋台は楽しみにしている人たちがいっぱいいるはずです。そのためにも何とか……」

「ほう……」

　その言葉に施し設せつ長ちようのおっさんが面白そうに目を細める。

「かわいらしい顔してなかなか強気なこと言うじゃねえか。だが口でだけなら何とでも言える。現実的にどうするつもりだ？　ゴミや馬鹿なガキども。何か考えがあってのことか？」

「……な、何とか、します……！」

「ひ、日和さん……？」

「い、今はまだ何もありません……。だけど必ず何とかしてみせます……！　ごみも増やさないようにアイデアを考えますし、マナーについても何か道があるはずです。それをきっと探し出して……！」

　必死に訴うつたえる日和さん。

　だがそれを聞いた施設長のおっさんの目がスッと冷たくすぼめられる。

「ずいぶん具体性のない曖あい昧まいな決意だな。……それを信じろと？」

「え？」

「具体性のない決意ほど適当なものはねえだろ。空から手て形がたと変わらねぇ。それでも、お前さんは俺おれにそれを信じろっていうのか？」

「は、はい……！　や、やって……みせます……！」

「……」

「……」

　互たがいに黙だまったまま二人は対たい峙じする。

　鋭するどい目をした施設長のおっさんからは肌はだで直接感じられるほどのズンと重い鉛なまりのような威い圧あつ感かんがのしかかってきて……ぐ、絶対素人しろうとじゃないだろ、この人……

　そんな中、日和さんは両手をヒザの上に置きながら懸命にその場に踏ふみとどまっていた。

　やはり怖こわいのか、その肩はふるふると小さく震ふるえている。

　だがやがて小さくこくりとうなずいて。

　何かを決意するかのように「お、おにーちゃん……」とつぶやくと強く俺の手をきゅ～っと握にぎってきて。

　顔を上げて、施設長のおっさんの目を見返した。

　真まっ直すぐで真しん摯しな視線。

　ぐっと両手を握にぎりしめる日和ひよりさんのその身体からは……それまでは地味の殻からに包まれていて見えなかった輝かがやく黄金色のオーラが立たち昇のぼっていた。

「お前さん、それは……」

「……」

「……」

「……」

「……」

　手に汗あせを握るような緊きん迫ぱくした時間。

　だがやがて。

「──どうやら、覚かく悟ごはあるみてぇだな」

「え……？」

「──いいだろう、協力……しようじゃねえか。屋台の手配ともろもろの準備、全てこっちで引き受ける。好きなように使えばいいさ」

「あ……」

「だが全てを信じたわけじゃねえ。それとゴミとマナー問題の対策についてはちゃんと考えろ。そうしねぇといつだって手を引くからな」

「は、はいです……っ！」

　大きく（だけど地味に）うなずく日和ひよりさん。

　その後に施し設せつ長ちようのおっさんときゅ～っと力強い握あく手しゆを交わした。

「……」

　……うーむ、すごいな。このヤクザの組長みたいなおっさんを納得させてしまった。

　それも周りの光琉ひかるや武たけし志たちの手を借りることもなく独力で。

　結局俺おれは打ち捨てられた廃はい寺じにある取り残された仏像のように隣となりで成り行きを見ていただけで何もできなかったし……うーむ、飼かい慣ならされたお座ざ敷しきチワワ並みの役立たずだ……

　自分のふがいなさにそこはかとなくヘコんでいると。

「──ところで、そっちの兄ちゃん」

「え？」

　ふいに施設長のおっさんの視線がこっちに向けられた。

　まさかの突とつ然ぜんのご指名。

　こ、これは何だ、まさか今のご挨あい拶さつ代がわりにエンコを置いていけとか言われるのか……と恐おそれおののいていると。

「──お前さんが、佑ゆう介すけかい？」

「え？」

「人相が悪いガキだって聞いてたから、間ま違ちがいねぇだろう？　お前さんが、光琉ひかるといっしょにうちのガキどもに夕飯を作ってくれたっていう……」

「え、ええ？　そうですけど……」

　この睨にらむだけで赤子を泣かせそうなナマハゲみたいなおっさんに人相が悪いと言われるのは果てしなく心しん外がいなんだが、言っていること自体に間違いはない。

　すると。

「──なるほど、ね。光琉が信しん頼らいをするわけだ。そっちのお嬢じようちゃんがまがりなりにも俺おれと向き合うことができていたのもこれが原因か。月が輝かがやくためには必ず光の源となるものが存在しなければならないってわけか……」

「??」

　いやワケが分からないんですが……

「…………ちょっと先生、余計なことを言わないでもらえるとありがたいわね」

　それまで腕うでを組んだまま黙だまっていた光琉がそう声を発した。

　それを聞いて施し設せつ長ちようのおっさんは渋しぶい顔をして。

「ちっ、分かったよ。まったく、相変わらず素直じゃねえなあ」

「…………（ぎろり）」

「はいはい、もう黙るよ。とにかく、こいつのことを──よろしく頼たのむな」

「？　は、はあ……」

　何となくうなずき返してはみたものの。

　この黄金お嬢様に、どんなカタチであれ俺なんかの助けが必要となる時が来るなんてこれっぽっちも思えないんですがね。







　　　２




「何だかごめんな、兄ちゃんたち。じっちゃんが頑がん固こな感じで……」

「あー、いや……」

　手に汗あせ握にぎる緊きん迫ぱくの会見（？）が終わって。

　すまなそうな顔をした武たけし志たちがそう言ってきた。

「いっつもああなんだよ。初めて会う人にはよそよそしくて……」

「でも意外にいいところもあるというか……」

「きらいにならないでね……？」

「……」

　口々にフォローの言葉を口にしてくる。

　その言葉からは、子供たちがあのヤク──ゴホン、施し設せつ長ちようのおっさんを慕したっていることは十分に伝わってきて……うーむ、あんな顔なのに人望があるんだな。

「…………」

　ともあれそういうわけで屋台関係の協力は取り付けることに成功した。

　だったら後は──成功に向けて全力でがんばるだけだ。

「ありがとな武たけし志、色々助かった。おかげで何とかなりそうだ」

「ありがとうございました……♪」

「いいって。兄ちゃんたちのことは好きだし、俺おれたちも『冷れい凍とうマグロ』にはなくなってほしくないし」

　そんな武志たちの言葉を聞きつつ『リトルオクトパス』を後にして。

『冷凍マグロ』に戻もどって渚なぎささんたちに現状を報告して、花火大会に向けての屋台の準備を本格的に始めることにする。

「──それじゃあみんな、どんな屋台をやるのがいいと思う？」

「う～ん、そだな～……あ、私はあれやってみたい♪　わたがし♪」

「わ～、ファンタスティックですね～♪」

「……ふわふわ……」

「私はどう考えてもあれ一いつ択たくですわ、射しや的てき。我が聖せい銃じゆうが銀の弾だん丸がんをぶっぱなして魔まを討うち滅ほろぼしてさしあげますわ」

「ほう、それはいいな」

「言うまでもないと思いますが、私は小こ春はる原ばらさんの選ぶものを支持します」

「え？　え、えと……わたしは、駄だ菓が子し屋やさんが好きで……」（←地味）

　うーむ、みんな見事にやりたいものがバラバラだな。

　キャラと同じで統一性がないというか。

　と。

「皆みな、好きなものを好きなだけやって構わないわ。先生のことだから、どうせそれくらいの数の屋台は用意するでしょう」

「お、そうなのか？」

「ええ、その辺りは問題ないはずよ」

　それなら大だい丈じよう夫ぶそうだな。

　屋台の数と種類は多い方が盛り上がるだろうし、色々なことに挑ちよう戦せんできる。

　色々と先行きが見えてきて明るい心地になっていると。

「──ねえねえ、だったらみんなで勝負しない？」

「勝負？」

　と、唯ゆい香かが楽しそうにそう言い出した。

「うん、そ。どの屋台が一番人気があったかの勝負♪　来てくれた人たちに投とう票ひよう券けんとかを渡わたして選んでもらって、一番だった屋台の組は何かごほうびがもらえるとか～♪」

「……」

　それは面白いかもしれんな。

　みんなのやる気につながるし、優勝した屋台に投票してくれた人たちに何かちょっとしたもの（ワンドリンク券とか）をプレゼントとかすれば『冷れい凍とうマグロ』の宣伝にもなる。

「でしょでしょ？　ね、ね、やってもいい、おにいさん？」

「ああ、いいと思う」

「わ～い、やった～♪」

　そういうわけで、皆でそれぞれの屋台をやることに決まった。

　十じゆう人にん十と色いろな屋台大会。

　となると残る懸け念ねん事じ項こうは、施し設せつ長ちようのおっさんが言っていたゴミとマナーについての問題であるわけだが……

「あ、あの……それについては、その、考えがあるんです……」

「考え？」

　と、みんなでゴミマナー対策について話をしているともじもじ顔の日和ひよりさんが地味にそんなことを言ってきた。

「は、はいです。あの、こういうのはどうかなあっていうものがあって……」

「ふむふむ……」

　詳しよう細さいを聞いてみる。

　指回し運動をしながらの日和さんが自信なさげにながらも話してくれたそれは画期的なもので……

「おお、それはいいんじゃないか！」

「うん、そだね。それってナイスアイデアだと思う♪　すごいすごい日和ちゃん♪」

「えくすたし～です～♪」（エクセレントって言いたかったんだろうな……）

「さすがは私の小こ春はる原ばらさんね、発想が違ちがうわ」

「なるほど……面白いことを思い付くものね」

　唯ゆい香かや光琉ひかるたちも大絶賛である。

　ただ問題は。

「どうやって、それをやるかだよな……」

　日和さんのアイデアは秀しゆう逸いつだが、それを実じつ践せんするのはなかなかに簡単ではないような気がする。意外とセンスと手間が必要というか……

　と。

「……ふん、それなら私に任せなさい、この豚ぶた野や郎ろう」

「え？」

　それまで偉えらそうにふんぞり返って一人シャリシャリとかき氷（ブルーハワイ味）を食べていたダメ人間（性悪ニート）がそう口にした。

「任せなさいって、できるのか……？」

「……はっ、私をだれだと思っているの？　実家にいた時に庭園をデザインしたこともあるのよ。今言ったことくらい、朝飯前のマグロのステーキだわ」

　自信満々にさらに胸をのけぞらせてそんなことを言ってくる。

　そういえばこいつはその手の文化だとか芸術だとかに関してはエキスパートだったな。性格の悪さに覆おおい隠かくされがちだけど。

　ともあれそれならバッチリだ。

　日和ひよりさんのアイデアを実行に移せる。

　これならゴミマナー対策についても……きっと解決できるはずだ。

「……」

　うん、何とかなりそうな気がしてきた。







　そういうわけで屋台準備の日々が始まった。

　花火大会までの三日間。

「えっと……綿わた菓が子しを作るにはざらめをこの機械に入れて……」

「射しや的てきの景品はどうするべきですかね？　そうですわ、私の秘ひ蔵ぞうのこの黒くろ魔ま術じゆつ書しよを献けん品ぴんしてもいいですわ」

「駄だ菓が子しの種類はどうするの？　仕入れる基準とかは……？」

「あ、は、はい。駄菓子は昔からよく食べていて大好きですので、もしよろしければおまかせいただければ……」

「そう、私は小こ春はる原ばらさんの要望に従うわ。佑ゆう介すけもそれでいいでしょう？」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ」

　みんなで手分けしてそれぞれの準備を進めていく。

　ちなみに担当する屋台は、

　唯ゆい香かと日向ひなたとましろが綿菓子。

　皐さ月つきと三み姫きが射的。

　日和さんと美み咲さきと俺おれとが駄菓子屋。

　ということになっていた。

　その他には岩いわ男おさんがその漁師として本業を活かして魚の焼き物の屋台を。

　渚なぎささんがかき氷とタコ焼き。

　さらには光琉ひかると武たけし志たちで、金魚すくいとヨーヨー釣つりとをやることになっていた。

　うーむ、だいぶ縁えん日にちらしいラインナップというか。

『リトルオクトパス』での会見の翌よく日じつから約束通り応おう援えんに来てくれた施し設せつ長ちようのおっさんやその知り合いのテキ屋の人たちの教えを受けながら、屋台の組み立て方から金魚のストレスの軽減法まで、色々と実じつ践せんしていく。

「はい、おにいさん、あ～ん♪」

「お？」

「はつものの綿わた菓が子しです～♪」

「……ふわふわ……」

「えへへ、さっそく作ってみたんだ～。私たちの初めてだよ♪」

「おお、そうなのか。あーん……お、ウマい」

「え、ほんと？」

「ああ、よくできてると思う」

「よかった～♪　私たちの〝はじめて〟はおにいさんにもらってもらいたかったから♪」

「初体験です～♪」

「…………えへへ……♪」

　何だか綿菓子を食べるだけなのにそこはかとなく背はい徳とく的てきな心ここ地ちを感じたり。

「ねえ、ここの魔ま剣けん（ラ●トセイバー）の配置、どうしたらいいと思います？」

「ん、そうだな……そこの角のところにしたらどうだ？」

「でもそれだと狙ねらいにくすぎませんか？　──ほら」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだろ。射しや的てきではだれかに腰こしを支えてもらうとかもできるから、それを考こう慮りよすれば十分に狙える」

「腰の補ほ助じよ……どういう感じですの？」

「ん、こういう具合だ。後ろから両手で支える感じで……」

「!?」

「なるほど……確かにこれなら安定しますわね。それを考慮すればこの配置でも大丈夫そうですわ」

「な、なあ佑ゆう介すけ、私も試しに狙ってみたいんだが、補助してもらってもいいかな……？」

「え？　構わないが……」

「そ、そうか、頼たのむ……」

　なぜだか恥はずかしげにそう頼んでくる三み姫きにも補助をしつつ射的の配置についていっしょに考えたり。

「それで日和ひより、駄だ菓が子し屋やで出すラインナップはどうするんだ？」

「あ、はいです。色々と出したいものはあるんですが……」

「ふむふむ」

「えと、厳いつく島しまさんのリクエストで、チ●ーペットは入れることに決まりました」

「チ●ーペット？」

「何でもわたしたちが口にしているところをどうしても写真におさめたいとかで……」

「……。……それは却きやつ下かだ」

「え、え？」

「まったくあのおっさんは……」

　エロカメラマンの知りたくもなかった特とく殊しゆ変態嗜し好こうを垣かい間ま見みることになったりと。

　色々と大変なこともあった。

　さらにまあ……様々な意味で世間の常識から外れた超絶セレブなお嬢じよう様さまたちと一つ屋根の下で生活をしているわけである。

　屋台に向けての活動以外でも、いくつか予想外のアクシデントもあったりもした。

　風ふ呂ろ場ばの隣となりの部屋を着替え専用のスペースだと勘かん違ちがいしてほぼ全ぜん裸らで廊ろう下かを歩いていたり、押おし入いれを二段ベッドと間ま違ちがえて寝ようとしたり、いつかのようにまた朝起きたら俺おれの布ふ団とんで七人全員が寝ていたり。

　相変わらずの菜さい園えん部ぶクオリティな残念アクション。

　その中でも最も印象的だった出来事が一つあり……







「──じゃあ今日は、みんなでパジャマパーティーをするね～♪」

　そんな唯ゆい香かの声が『冷れい凍とうマグロ』民宿スペースの二階に響ひびき渡わたり。

　パジャマパーティーとやらが始まったようだった。

「うふふ～、楽しみ楽しみ～♪　前の合宿の時にはできなかったから、今回はこれだけはやっときたかったんだ～♪」

「ぱ、ぱじゃまぱーてぃー……」

「裸はだかのお付き合いの次は薄うす布ぬの一枚のエロスなお付き合いというやつですね～♪」

「む、むう、少し恥はずかしいな……」

　聞こえてくる日和ひよりさんたちの声。

　どれもが弾はずんでいて、この上なく楽しそうである。

　……いや、さっきから「ようだった」だとか「そうである」だとかの推すい定てい系けいであるのは、俺がこの日和さんたちの部屋の押し入れに入っているからであり……

「それにしてもおにいさんはどこいっちゃったんだろうね？　せっかくだからおにいさんも呼ぼうと思ってたのに～」

「残念です～♪」

「い、いや、でもよかったのではないか？　このように薄うす手での寝ね間ま着きな格好だし、佑ゆう介すけがいたらもっと恥はずかしいかもしれない……」

「も～、みっき～は真ま面じ目めだな～♪　これくらいだいじょぶだよ～」

「？　どうしたんですの、小こ春はる原ばらさん？」

「え？　いえ、あの、お部屋に入る前に中からおにーちゃんの声がちょっと聞こえたような気がして……」

「気のせいじゃない？　どこにもあの男の姿は見当たらないし」

「え、ええと……」

　……そういうことなのである。

　いやちょっとした用事で日和ひよりさんたちの部屋へやって来たところ、その、何だ、部屋の中に割と無防備に着替えだとか下着だとかが畳たたんで置いてあったんだよ。それをたまたま目にしてしまいちょっと動転した気分になっていたところ、唯ゆい香かたちが戻もどってくる物音が聞こえ、それでとっさに勢いで押おし入いれに隠かくれちまったらやって来た唯香たちがパジャマに着替え始めたため出るに出られなくなったというわけだったりする（←いまここ）。

「あ、みっき～、そのブラかわいい～♪」

「え、そ、そうか……？」

「うん、空みたいなきれいなブルーで、みっき～にすっごく合ってる♪」

「でも唯香さんのネグリジェもかわいいですよ～♪　大人っぽい感じです～♪」

「これ、日和ちゃんと同じ柄がらのやつを選んだんだよね～♪　ほら、おそろい～♪」

「あ、は、はい……♪」

「小春原さんとおそろいとはうらやましい……」

　押し入れのフスマの向こうで交わされるちょっと無防備な女の子の会話。

　う、うーむ、なんか隠れて聞いてると気恥ずかしいというかちょっとだけ悪いような気がしてくるな……

　何だか聞いてはいけないものをこっそりと聞いてしまっている気分というか……

　そんな俺おれ（in押し入れ）の思いとは裏腹に、押し入れの外ではさらに女の子トークが加速していて。

　洋服のコーディネイトの話とか着回しの話とか使っているシャンプーやトリートメントの話とか、男にはほとんど無む縁えんの会話が次から次へと流れてくる。

　そんな中。




「──ねえねえ、そういえばみんな、好きな人とかっている～？」




　と、唯香がいたずらっぽくそう言う声が聞こえてきた。

「え、す、すすすす、すきなひと、ですか……？」

「同どう衾きんしてもよいと思う相手ということですよね～？」

「この世界で巡めぐり会あうべき魂たましいの片割れのことですわ」

「…………（ど、どきっ）……」

「私の好きな人など光琉ひかるさまと小こ春はる原ばらさんを置いて他にいるわけがないでしょう」

「そ、それは懸け想そうをしている相手ということだろうか……？」

　日和ひよりさんたちがそれぞれ六者六様の反応を見せる。

「うん、そうそう♪　やっぱり女の子だけのパジャマパーティーってゆったらそれを聞いとかなきゃ♪」

　……いやまあ押おし入いれには♂（俺おれ）が紛まぎれ込こんでるんですが。

　だけど当然そんなことなど知るよしもない唯ゆい香かたちは続ける。

「というわけでいってみよ～。さ、それじゃあ日向ひなたちゃんは～？」

「わたしですか～？」

「うん、そ♪　だれかいるの～？」

「そうですね～、周りにあまり親しい男の子が父と執しつ事じ以外にいないのであれなのですが～……あ、おに～さんのことは好きですよ～♪」

「えっ……？」

「見ていておもしろいですし、いっしょにいると落ち着きます～♪　何だか飽あきない感じで～♪」

　にこにことそんなことを言う。

　それはまあ「サボテンが好き」とかと同じレベルのような気もするんだが……言われて悪い気はしないかもしれん、うん。

「そ、そうなんだ、日向ちゃん、おにいさんが……。う、う～ん、じゃあ次いってみよっか。皐さ月つきちゃん、美み咲さきちゃんは？」

「私は私の守護天使が好きですわ」

「だから私の好きな人は光琉様と小春原さんだと言っているでしょう」

「そ、そっか……」

　……この二人は二人で相変わらずだな。

　色々な意味でキャラがぶれないというか、残念の極地で安定してしまっている。

「じゃあじゃあ、ましろちゃんとみっき～、それに日和ちゃんは～？」

「…………あ……」

「え、わ、私はその、何だ、具体的にだれというわけじゃないんだが……は、話が合って、いっしょにいると心ここ地ち好よい相手がいいな……い、いや、本当にだれというわけじゃないんだが……」

「あ、あの、あの、わ、わたしは……お、おに……おにおにおに……」
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　こっちもこっちでキャラ通りの反応だった。

　それぞれもにょもにょしたりごにょごにょしたり沈ちん黙もくしたりで、はっきりした答えが返ってこない。ていうか日和ひよりさんは鬼おにが好きなんですか……？

　だけど唯ゆい香かは。

「あ～、うん、いいや。だいたい分かったってゆうか、予想通りだったから～」

「…………え……？」

「ぬ、ぬう……？」

「え、えと……？」

　その言葉に三人が目をぱちぱちとさせる。

　というより今のやり取りで何か分かったか。すごいな、フレンドリーお嬢じよう様さま……

　ちょっとばかり感心した気分に（押おし入いれの中で）なっていると。

「それで唯香ちゃんはだれなんですか～？」

「え、わ、私？」

「そうですよ～♪　日向たちは答えたから、次は唯香ちゃんの番です～♪」

「あ、そ、そうだね……え、えっと、私は……」

「……」

「や、優しくてたよりになる、年上の人……かな～？　人相は悪めでかな～りにぶいんだけど、ぶっきらぼうで優しい感じの……」

　これまたざっくりとした答えだな。

　だけど日向ひなたたちはそれでなんか理解したのか、うんうんと共感したようにうなずいている。そこは友達同士でないと分からない何かがあるのかね……？

「……」

　で、その後も女子校トークが続いた。

　押おし入いれの向こうで繰くり広ひろげられる好きな人とのシチュエーションの話やら、その、下着の話やら、それを装着するバストや腰こし回まわりの話やら……

　何とも男としてはコメントに困るようなやり取り。

　一度それにそこはかとなく動どう揺ようしてしまい物音を立ててバレそうになったが、通りすがりの野良ウミネコの鳴きマネをすることで何とか難なんを逃のがれた（いいのかそれで……）。

　そしてパジャマパーティーが終わるのをひたすらに待ち、日和さんたちが寝る準備をしに洗面所に行った隙すきに脱だつ出しゆつすることに成功した。

「…………はあー……」

　部屋に戻もどりひと息吐つく。

　何ていうか……色んな意味でドキドキの時間だったね。







　まあそんな感じに毎日は飛ぶように過ぎていき。

　あっという間に──花火大会の当日となった。







　　　３




　花火大会の当日は、朝から大おお忙いそがしだった。

　みんなで総出で屋台を組み立てて、機材の準備や材料の仕込みを行っていく。

　人が集まる主な時間帯は花火が行われる夕方から夜にかけてだが、そこに至るまでの昼間も十分に集客チャンスの時間である。手は一切抜ぬけないというか……

「……」

　そしてもう一つ。

「──さて、始める前に見せてもらおうじゃねえか。俺おれが出した宿題に対して、お前さん方はどういう対策をしてくれたんだ？」

　そうドスの利きいた声で言ってきたのは当然のごとく施し設せつ長ちようのおっさん。

　相変わらず抗こう争そう会議真っ最中のヤクザみたいな目でこっちを睨にらみ付つけてきている。

「は、はい……」

　その声におっかなびっくりといった感じに答える日和ひよりさん。

　──これに関しては、朝から桃もも子こが指し揮きを執とって、別ラインで作業を進めていた。

　なかなかに手間と時間のかかる仕事だったが、その辺に関しては武たけし志をはじめとする『リトルオクトパス』の子供たちが「じっちゃんが頑がん固こなのには俺おれたちにも責任があるからなー」ということで率そつ先せんして手伝ってくれた。ホントにいい子供たちだな……

「……ほう、それで具体的にどうしたってんだ？　半はん端ぱなお茶ちや濁にごしじゃあ、俺は納得しねぇぞ？」

　ズイっとすごみながらそんなことを言ってくる。

「は、はい……。あの、こ、こちらへ……」

「……？　何があるってんだ？」

「い、いらしていただければ分かります……」

「……？」

　まだ訝いぶかしげな施し設せつ長ちようのおっさんを促うながして、『冷れい凍とうマグロ』近くの砂浜へと歩いて行く。

　そこでくるりと地味に振ふり向むいて。

「わ、わたしたちが考えた結論は、これです……！」

「ぬ……？」

「ごみの問題とマナーの問題……その両方を解決できるもの。それは──」

　日和さんが指し示した先。

　そこにあったのは──

「これは……砂の、文字か？」

「は、はいです……」

　──砂浜の上に書かれた、砂で作られた文字だった。

　海岸の砂を整地して、その上に『いつもきれいな海岸をありがとうございます』や『ゴミを捨てないでください』や『ここに車で入らないでね』などの文字や、魚や船の絵などを砂で描く。

　いわば砂浜をキャンバスとした何枚もの絵。

　人間の心理として、元々キレイに整えられているものを壊こわしたくないという思いが働くのと、さらには柔やわらかく注意を喚かん起きすることで押おし付つけではない自発的な感情を呼び起こすことから、ゴミ捨ての防止やマナーの向上に効果的だと判断したわけである（この辺の細かい分ぶん析せきをしたのは日和さんではなくて光琉ひかるや桃子）。

　加えて──要所要所で『冷凍マグロ』に関する宣伝の文句を入れさせてもらったりして。

『冷凍マグロ』応おう援えん戦略も忘れなかった。

「なるほど……考えたな。確かにこれならゴミとマナーの問題を同時に対処できる。さらには『冷凍マグロ』の宣伝もできて一石二鳥どころか三鳥ってわけか……」

『冷れい凍とうマグロのようにリラックスできる海の家・冷凍マグロはこちら♪』と書かれた砂文字を見ながら施し設せつ長ちようのおっさんがそう声を漏もらす。

「は、はい。ど、どうでしょうか……？　これが……わたしたちの、答えです……」

「…………」

　その声に施設長のおっさんはすぐには答えなかった。

　腕うでを組んだままジッと砂文字を睨にらみ付つけている。

　だがやがて顔を上げると。

「……上出来、だ」

「え……？」

「充じゆう分ぶんだって言ったんだ。ここまでやるとは思わなかった。お前さん方は与えられた課題に逃にげることなく真まっ向こうから向き合って、見事にやり遂とげてみせた。お前さん方の決意は見せてもらった。俺おれからはもう言うことはねえよ。できる限りの支し援えんはする。がんばりな」

「あ……」

　その言葉に日和さんがぱあっと地味に表情を輝かがやかせる。

　おお、やったな！

　見事に目標達成だ！

　桃もも子こや光琉ひかる、子供たちも。

「……ふっ、当然でしょう。この私が自らデザインを手がけたのだから、豚ぶた野や郎ろうたちに認められないはずがないわ」

「やったな、桃子ねえちゃん！」

「がんばった甲か斐いがあったよね～！」

「佑ゆう介すけにいちゃんの頼たのまれてうれしそうにやってたの、知ってるんだからー」

「……う、うるさいわね。それはいいのよ」

「素直じゃないわね……」

　なんかそんなやり取りが繰くり広ひろげられていたがそれはまあいいとして。

「……」

　これで全ての準備は整った。

　後はもう本番に向けて真まっ直すぐにひた走るだけだ。







　さて、そんな幸さい先さきのいいスタートで始まった『冷凍マグロ』による縁えん日にちだったが。

「は～い、こちら綿わた菓が子しをやってま～す♪」

「よければ見ていってくださいな～♪」

「……ふ、ふわふわ……」

「へえ、綿わた菓が子しだってよ？」

「屋台なんて出てるのか、懐なつかしいな」

「ねえねえ、ちょっと見ていこうよ」

「そこのあなた、あなたも聖せい銃じゆうの使い手となって世界を救ってみませんこと？」

「わー、あれかっこいい！　やっていい、ママ？」

「しょうがないわね、一回だけよ？」

「やった、わーい！」

「あ、あの、あの……こちらでは昔なつかしい駄だ菓が子しをたくさん販はん売ばいしております……。よ、よければ見ていってくだしゃると（嚙かんだ）」

「お、駄菓子かー」

「これ知ってる？　五円チョコっていって五円玉の形をしてるチョコなんだよ？」

「昔はよく行ったな……。あ、こっちの酢すダコ、ください」

「は、はいです……えと、お値段は……」

「それは三十円だ、日和ひより」

「あ、は、はい。税ぜい込こみで三十円で……」

　狙ねらいは大当たりだった。

　どこの屋台も満員御おん礼れい。

　息を吐つくヒマものなく、たくさんのお客が足を止めてやって来てくれる。

「どうせならどっかでのんびり食べたいよな……ん、あれ、海の家か？」

「みたいだな。お、休きゆう憩けいオッケーって書いてある」

「行ってみようよ。なんか魚の焼けるいい匂においもするし」

　さらにはその大多数が、近くにある『冷れい凍とうマグロ』にも足を運んでくれて。

「すみませーん、金きん目め鯛だいの焼き物をくださーい」

「あ、は、はい。少々お待ちください……」

「イカの焼き物とサザエの壺つぼ焼やきを二つずつー」

「あ、い、今すぐに……。お、お父さん、早くイカを生いけ簀すから出してきて！」

「……お、おう」

「さっき注文したアジのタタキ丼どんまだー？」

「た、直ちに～！」

『冷凍マグロ』店内は嬉うれしい悲鳴でいっぱいだった。

　まだ前ぜん哨しよう戦せんである昼間の内から、今までに見たことがないような大だい繁はん盛じよう。

　昨日までの閑かん古こ鳥どりはすっかり退散した様相である。

「ここって意外にいい立地にあるよな。──お、夜は花火が見られるんだって」

「えー、それいいねー」

「夜にもまた来ようぜ！　あ、とりあえず今は生なまを三つね！」

「はい、かしこまりました～」

「ねー、こっち枝えだ豆まめと三種盛りがほしいんだけどー」

「は、はい、ただ今～！」

　そんな感じに大おお忙いそがしで。

　このまま最後までいい勢いで走りきれるんじゃないかって思い始めかけたその時。

　思わぬ客がやって来たのは……本番である花火大会が始まる少し前、日が落ちて辺りが暗くなり始めたばかりの頃ころだったんだよ。







　それはちょうどお客の流れがひと段落し、忙いそがしさが少しだけ落ち着きを見せた時だった。

　ピーク時よりは僅わずかに少なくなったがそれでもほとんど砂浜を覆おおい尽つくすほどの人波。

　その中にあってなおも存在感を放つ二つの人ひと影かげが視界に飛び込んできた。

「あれは……」

　思わず声が出た。

　俺おれの目がこの暑さでカラカラに渇かわいてるんでなければ、あの抑おさえていても圧い倒あつ的てきな白金色のオーラを放っているあの二人のお嬢じよう様さまは……

　と、そこで向こうもこっちに気付いたようだった。

　親しげで穏おだやかな笑みを浮うかべてこっちに歩いてくると。

「──ごきげんよう、また会いましたわね」

「あ、は、はい……」

　口元を緩ゆるめながら鷲わし津づ初うい姫ひめと、その妹の次つぐ姫ひめが頭を下げた。

「こちらのビーチで縁えん日にちが開かい催さいされていて盛せい況きようだということで、見に来てみたんです。ふふ、懐なつかしい……」

　にこやかにそう笑みを浮かべて。

「そちらは駄だ菓が子し屋やさんですか？　『冷れい凍とうマグロ』……ああ、こちらの海の家の関係者だったのね。あ、よろしければそちらのカリカリ梅をくださいな。私、大好物なの♪」

「え、あ、はい」

　驚いたことに、鷲津初姫は俺たちが『冷凍マグロ』の関係者で屋台を手伝っていることをまったく気にしていないようだった。

　考えようによっては『ホテルニューワシヅ』の敵ともいえる『冷凍マグロ』とその屋台。

　まあ……でもそれも当然か。

　あまりにも規き模ぼが違ちがいすぎて『冷凍マグロ』が競争相手にすら見られていないのは仕方がないことだろう。あちらとしては別に『冷凍マグロ』を敵視しているわけではなく、ただ純じゆん粋すいに『ホテルニューワシヅ』の利益を考えていた結果、昨日までの状じよう況きよう（『冷れい凍とうマグロ』が閑かん古こ鳥どり）になったんだろうし。

「そちらの女の子ははじめましてね。こんにちは、私は鷲わし津づ初うい姫ひめ、こっちは妹の次つぐ姫ひめ。よろしくお願いしますね」

「あ、は、はい……。わたしは小こ春はる原ばら日和ひよりといいます……」

「日和ちゃんね。うふふ、かわいいお名前♪」

「あ、え、えと……（てれてれ）」

「…………」

　日和さんとも普ふ通つうにお話をしてるな。

　鷲津派のナンバー１とナンバー２だったら、あの鷲津派の参さん謀ぼう（？）である猛もう禽きん類るいお嬢じよう様さまから名前くらいは伝わっていてもよさそうなもんなんだが、うーむ……

「あら、これは塩せんべいね。いい匂におい」

「は、はい。梅うめ味あじのジャムをつけて食べるととってもおいしくて……」

「そうなの？　──あらほんと、美お味いしいわ♪」

「え、えへへ……♪」

　しかも意外に話が合ってる。

　そんな感じにしばらく仲良さげに話していて。

　その時──だった。

　初姫さんの横で黙だまって上品に立っていた、妹である鷲津次姫さんの顔色が……ふいに変わった。

「？」

　何だ、どうしたんだ？　伊豆の海辺でバタフライをする奇き特とくな河童かつぱでも見付けたとか……

　だがその答えはすぐに分かった。

　次に次姫さんの口から出た言葉。

　それは。




「あれは……鷹たか匠じよう光琉ひかる……！」




「え？」

　次姫さんが向けていた視線の先。

　そこにあったのは……『リトルオクトパス』の子供たちといっしょにヨーヨー釣つりの屋台を手伝っている黄金お嬢様──光琉の姿だった。

「なぜここにあの『至し高こうの黄おう金ごん薔ば薇ら姫ひめ』が……！　まさかこの海の家は鷹匠グループの息がかかって……」

「次つぐ姫ひめ、落ち着きなさい」

「姉様！　しかし……」

「──落ち着きなさい」

「……っ」

　静かな、だけど有無を言わせない質量を持った言葉。

　次姫さんが声を失ってぐっと黙だまり込こむ。

　黙って静かに光琉ひかるの方を見つめる初うい姫ひめさんの身体からは……これまでとは比べものにならないほどの白金色のオーラが浮うかび上あがっていた。

　傍はたで見ているこっちまで威い圧あつされてしまいそうなほどの奔ほん流りゆう。

　その圧い倒あつ的てきなオーラに光琉の方も気付いたのか。

「……初姫、さん……」

　こっちを見てそう声を上げた。

　ヨーヨーを釣つる針に紙糸を通していた作業の手を止めてこっちまでやって来ると。

「……お久しぶりです、初姫さん」

「……久しぶりね、光琉ちゃん」

「……ええ、本当に……」

「…………」

　なんか……どう見ても友好的とは言えない空気。

　白金色のオーラと黄金色のオーラとがぶつかり合う二つの炎ほのおのようにせめぎ合っているのが俺でも感じられる。

　まあ、保守派の頂点である鷲わし津づ派はのトップと、その打破を目指す改かい革かく派はの黄金お嬢じよう様さまとでは仲がよいほうがおかしいのかもしれんが……

　どうすべきなのか分からずに状じよう況きようを見守っていると、異変を感じ取ったのか唯ゆい香かたちもやって来た。

「ど、どうしたの、おに～さん？」

「唯香……。いや、あれ……」

「あ……」

「お姉……様……」

　状況を見て察したのか唯香と三み姫きが声を失う。

「な、なあ唯香、訊きくまでもないことなのかもしれんが、初姫さんと鷹たか匠じようさんの関係は……」

「え……？　あ、う、うん、良く……はないと思う。初姫さんが姫ひめ乃の宮みやに在学してたのは今から四年前、光琉お姉様が中等部だった時のことだから、よくは分からないんだけど……」

「す、すまない、私もその辺の事情には明るくないんだ……。派は閥ばつに関することにはなるべく首を突っ込まないようにしていたから……」

「そうか……」

　にしてもただならぬ関係であることは間ま違ちがいなさそうである。

　このまま放っておいたら一いつ触しよく即そく発はつな雰ふん囲い気きだ。

　何にせよとりあえずは間に入るしかない。

「あ、あー、ええと、二人とも、ひとまず落ち着いて……」

「…………」

「…………」

　まったく無反応だった。

　二人とも俺おれの存在なんか目に入っていないかのように互たがいのことを凝ぎよう視ししている。……そりゃあそうですよね。『至し極ごくの白はつ金きん薔ば薇ら姫ひめ』と『至し高こうの黄おう金ごん薔ば薇ら姫ひめ』であるこの二人の、甲こう殻かく類るいにしてみれば伊い勢せエビと松まつ葉ばガニみたいな女王級のステータスから見れば俺なんて近所のドブ川を横歩きするモクズガニみたいなもんだ。

「あ、あのー……とりあえず人の前なんで……」

「…………」

「…………」

　やっぱり反応がない（ただの屍しかばねのようだ……）。

　うう、なんか地味っこバージョンの日和ひよりさんの気持ちが少なからず分かったような気がする。

　もうここは十お八は番こであるオランウータンのモノマネでも何でもしてとにかく気を引くしかない。

　覚かく悟ごを決めて力いっぱい鼻の下を伸のばそうとして。




「あ、あの……っ……！」




　オランウータンにストップがかかった。

　聞こえてきた地味な声。

　声を発していたのは……両手にうまい棒を持った日和さんだった。

「え、えと……今日はせっかくの花火大会です……。な、なかよくした方がきっとみんなたのしいと……。……あ、そ、そうです、う、うまい棒をみんなで食べましょう……！　そうすればきっとおだやかな気持ちになれると思います……」

　これも砂浜を歩く小こ蟹がにのごとくスルーされるかと思いきや。

「日和ちゃん……」

「小こ春はる原ばらさん……」

　二人が同時にそう言って視線を日和さんの方に向けた。

　見れば日和の身体からも……白金お嬢様と黄金お嬢じよう様さまの二人よりは見み劣おとりがするものの、黄金色のオーラが浮うかび上あがっている。

　対たい峙じする同レベルの大きな白金色のオーラと黄金色のオーラ、それに寄より添そうように付ふ随ずいする小さな黄金色のオーラ。

　む、むう、なんか不思議な光景だ……

「……」

「……」

「……」

　三人（日和ひよりさんはうまい棒を持ったまま）は互たがいに互いを見合ったまま、緊きん迫ぱくしたトライアングルを形成していた。

　三つの光の鮮せん烈れつなぶつかり合い。

　とてもじゃないがそれ以外の者は……入っていける空気じゃない。

　そんな緊きん張ちようの時間がどれくらい続いただろう。

　だがやがて初うい姫ひめさんは小さく息を吐つくと目を閉じて。

「──今日のところは、帰りましょう」

「え？」

「……日和ちゃんの言う通りです。せっかくのハレの日にこうやって角を突き合わすこともない……私たちが退ひくことにします」

「初姫さん……」

「戻もどります。行きましょう、次つぐ姫ひめ」

「……はい、初姫姉様」

　次姫さんとともに踵きびすを返そうとしたところで。

　俺たちの隣となりでどうしたいいか分からないという顔をしている三み姫きの姿を目に留とめて。

「あっ……」

「──そう、三姫。あなたがお世話になっているのも日和ちゃんたちだったのね」

「う、初姫姉様、私は……」

「あなたのことを責めるつもりはないわ。この人たちならばいっしょにいることはあなたにとってもいい経験となるでしょう。色々と学んでらっしゃい」

「あ……」

　そう言って三姫の肩かたに軽く手を置くと初姫さんは今度は俺おれたちの方を向いた。

　ぺこりと頭を下げると。

「佑ゆう介すけさん、日和ちゃん……三姫のことをどうかよろしくお願いいたします」

「え？　あ、あー、はい」

「み、みっき～さんは大切なおともだちです……！」

「そう……それならよかった」

　にっこりと笑う。

　なんか鷲わし津づ派はについてはいい話は聞いていなかったが、この人自身は……何だかんだで三み姫きのことを大事に思ってるんだろうなと、そう感じさせる笑顔だった。

「それじゃあ今度こそ私たちは行くわね。あなたたちにとっても今宵こよいがいい夜とならんことを。──ああ、そう」

「？」

「私はあなたたちには少なからず好感を抱いています。交わした言葉は僅わずかだけれど、それは確かなもの……。だけど──」

　そこで厳しい表情になって。

「もしも鷹たか匠じようさんと志を共にするというのなら──鷲津の体制に異いを唱えるというのなら……鷲津家の後こう継けい者しやとして、鷲津派を統すべる者として、敵対しなければならない時が来るかもしれません。そうならないことを……祈っています」

　最後にそう言い残して。

　もう一度ぺこりと頭を下げて立ち去っていった。

「…………」

　そんな俺おれたちの背景で、花火大会が始まったのか空に大たい輪りんの花が咲いていたのだった。







　　　４




「──申し訳ないと思っているわ。余計な騒さわぎを起こしてしまって……」

　予想外だった初うい姫ひめさんとの邂かい逅こうが終わって。

　すまなそうな顔をした光琉ひかるがそう言って頭を下げた。

「『ホテルニューワシヅ』が近きん距きよ離りにある以上、その可能性も十分に考こう慮りよに入れておくべきだった……いえ、考慮には入れていた。だけどそれ以上に、この屋台を手伝いたくて……」

「むう……」

「た、鷹匠さん……」

「光琉お姉様……」

「だから今回の騒そう動どうは完全に私の非……。本当に……ごめんなさい」

　声を落としてもう一度深々と頭を下げてくる。

「あ、いえ、そんな……」

「そ、そうです、鷹匠さんは悪くないです……」

「初姫姉様と次つぐ姫ひめ姉様にも責められるべき点はあったと思う……」

「そう言ってもらえると助かるわ……」

　沈しずんだ調子でそう口にする。

　むう……よくは分からんが初うい姫ひめさんたちとの間には色々とあるんだろうな。一言では語かたり尽つくせないような何かが……

　しばらくの間そのままみんな黙だまり込こんでいて。

「え、え～と、なんか深しん刻こくな感じになるのも分かるけど、ほら、そろそろ気分を切り替えて、お仕事に戻もどろ？　屋台勝負もあるんだし～♪」

　唯ゆい香かが場の空気を和なごませるように明るい声でそう言った。

「あ、は、はいです。お、お仕事……」

「……そうだな。いつまでもこうしてもいられない」

「……ええ、私のせいで時間を取らせてすまなかったわね。今すぐにでも仕事に戻るわ」

　そううなずき合って。

　再び屋台の仕事へと戻ることになった。

　花火大会が本格的に始まった後も、『冷れい凍とうマグロ』は好調だった。

　予想通りというか何というか昼間よりもお客の数は格段に増え、ウミネコの手も借りたいくらいの大だい盛せい況きよう。

「あ、そこのラムネもらえますか？　あと酢すイカも」

「あ、は、はいです。え、えと……全部で百五十円に……」

「百八十円だ、日和」

「あ、そ、そうでした……」

　まあ日和ひよりさんは相変わらずな感じだったが。

「は～い、綿わた菓が子し三つですね～？　ありがとうございま～す♪」

「お買い上げに感謝です～♪」

「……ありがとう、ございます……」

「そこの魔ま剣けん（ラ●トセイバー）を落とすのにはコツがありましてよ？　刀身の先の方に当てるようにするんです」

「うん、重心を考えるのがポイントだな」

「はーい、こちら金魚すくいだよー！　そこの姉ちゃんたち、やってかない？」

　順調に各屋台、『冷凍マグロ』ともども売り上げを伸のばしていき。

　そして。




「え、ええと、今の注文で本日の『冷凍マグロ』及および屋台のメニューは全て完売になりました……！」




　そんな渚なぎささんの声が花火の下に響ひびいた。

　花火がまだ中ちゆう盤ばんにも関わらず……すでに完売御おん礼れいとなっていたのだった。

「あ、ありがとう、みんな～……これで『冷れい凍とうマグロ』も何とかやっていけそう……」

　渚さんが涙なみだ声ごえでそう漏もらす。

「よ、よかったです……」

「おめでとう、渚さん♪」

「コングラチュレーションですね～♪」

「これでまた一つ世界の敵と戦う秘密拠きよ点てんが存続することになりましたわ」

「…………ぱ、ぱちぱち……」

「これも全て小こ春はる原ばらさんのおかげね……すばらしいパフォーマンスだったわ」

「本当によかった……」

「う、うっうっ……本当にありがとう～……」

　かけられる温かい言葉に渚さんが本格的に涙顔になる。

　むう、色々あってどうなることかと思ったが最終的にはいい具合に落ち着いたな。無事に『冷凍マグロ』が店を続けられることができて本当によかった……

　感無量な心ここ地ちになっていると。

「──それでそれで渚さん、屋台大会の結果はどうなったのかな～？　もうわくわくなんだけど～♪」

「え？」

　唯ゆい香かが楽しそうにそう口にした。

「ほら、前に言った屋台大会だよ～。ずっと楽しみにしてたんだから～♪」

「……え？　あ、そ、そうですよね。え、えっと……」

　ぐしゅぐしゅになった顔を拭ぬぐいながら渚さんが売上票のようなものを懐ふところから取り出す。

「えっと、今日の売り上げで一番だったのは……」

　そして次に口にしたのは──







「わ、お、おにーちゃん、あれは何でしょう……？」

「ん？　ああ、あれは灯台じゃないか？」

「灯台さん……？」

「ああ、ほら、近くに船も通ってる」

「ほんとです……！　灯りがきれいに輝かがやいて……わあ……♪」

　浴衣ゆかた姿の日和ひよりさんが地味に嬉うれしそうな声を上げる。

　──俺おれたちが今いるのは、『冷凍マグロ』のある砂浜から少し離はなれたところにある山の上の展望台である。

　ちょっとした広場のようになっていて、夜の海や市街地が一望できる夜景スポット。

　そこに──日和ひよりさんと二人でやって来ているのだった。

「とってもきれいです……まるで夢の世界にいるみたいで……。で、でもいいんでしょうか……？　わたしたちだけ、お片付けもしないでこんな……」

「大だい丈じよう夫ぶだろ。優勝のご褒ほう美びなんだから、楽しまなきゃ損だ」

「え、えと……」

「ほら、行くぞ」

「は、はい……♪」

　お嬢様たちによる屋台勝負。

　一位を獲とることになったのは……日和さんの駄だ菓が子し屋や屋台だった。

　地味だったけど老ろう若にやく男なん女によ全ての層から支持を受けたことが大きかったんだろうね。二位の綿わた菓が子し屋台と僅きん差さだったとはいえ、見事に優勝の座を得たのだった。

　そしてその優勝の副賞としてここの展望台のチケットと、片付け免めん除じよの休きゆう憩けい権けんをゲットしたのだったりする（美み咲さきは何か用事があるとかで来なかった）。

「お、ほら日和、あそこに『冷れい凍とうマグロ』が見える」

「え、どこですか？」

「ほら、あそこの。『ホテルニューワシヅ』の豪ごう華か客船みたいな盛大な照明から少し離はなれたところにあるホタルイカみたいなささやかな光のやつ」

「ち、ちっちゃいです……」

　まあ『冷凍マグロ』なのにホタルイカってたとえはどうかとも我ながら思うが。

　そんなことを話しながら展望台を歩いていて。

「──それにしても……今日で『夏季職業体験実習』もおしまいなんですね……」

「え？」

　と、ぽつりと日和さんがそう言ってきた。

「十日間の海の家体験……何だか不思議な時間でした。長かったような短かったような……でも、とっても実になった時間だったような気がします……」

「そうだな……」

　うなずき返して息を吐はく。

　色々とあった『夏季職業体験実習』は今日で終わりを迎え、明日には『冷凍マグロ』に別れを告げて桜さくら乃の日和ひより荘そうへと帰ることになる。

『冷凍マグロ』で過ごした十日間。

　海の家を手伝いをして黄金お嬢じよう様さまの別べつ荘そうで料理を作り、フレンドリーお嬢様と『ホテルニューワシヅ』を偵てい察さつして鷲わし津づ姉妹と思わぬ邂かい逅こうを果たして、さらには苦境に陥おちいった『冷凍マグロ』を救うために縁えん日にちを復活させたりもした。

　思い返してみればどこまでもサプライズ続きだったが、色んな意味で思い出深いものであることは間ま違ちがいなくて……

「…………」

　何ていうか、いい体験だったな……

　この十日間を思い返してちょっとした感かん慨がいにふけっていると。

「あ、おにーちゃん、あれ……！」

「え？」

　日和ひよりさんが何かを見付けたのかとてとてと駆かけだしていった。

　街灯の下で夏の夜に羽ばたく黒いダイヤことオオクワガタ（推定十万円）……ではなくて。

「か、鍵かぎと鍵かぎ穴あなです。えと……ここでこの二つをそこのモニュメントにいっしょに飾るとその人たちは永遠の絆きずなで結ばれるみたいで……」

「へえ……」

　これはあれか、よくある恋人たちの錠じよう前まえとかの亜あ流りゆうバージョンってとこか。

　しかし鍵と鍵穴ってまたベタな……（『二人の愛鍵を合体させよう！』とか書いてある……）

　だが日和さんを見てみると。

「……（ち、ちらちらっ）」

　指をぴこぴこと回しながらオモチャをおねだりする仔こ犬いぬみたいにこっちを見ていた。

　まあ……日和さん、こういうの好きだからなあ。

　初はつ詣もうでとかでは必ずおみくじ（だいたい地味に末すえ吉きちか小しよう吉きち）を引くし旅行先では必ずご当地キーホルダー（県の形をした地味なやつ）を買うし。

　俺は日和さんの方を見て。

「──分かった、やってみるか」

「え──ほ、ほんとですか……！」

「ああ、せっかくだし、記念にな」

「わ、わあ……♪」

　ぱあっと頭の上にお花畑を浮うかべて声を上げる。

　うーん、分かりやすい。

　小動物みたいな日和さんアクションに微ほほ笑えましく思いつつ、モニュメントの近くにあった売店で鍵と鍵穴のセットを買って（一セット千五百円。観光地価格だ……）、二人でいっしょに鍵を鍵穴に差し込んで一体化させる。

「え、えへへ……お、おにーちゃんとひとつになれました……♪」

「いやそこまで喜ばんでも……」

「だ、だってうれしいんです……♪　い、一生の記念です……。だ、大好きな、おにーちゃんと合体できて……」

「……」

　……まあ、それがナチュラルに誤解を生む台詞せりふなのはともかくとして。

　相変わらずストレートというか何というか……

　そこに特別な意味とかはないと分かってはいても……そこまで真正面から好きとか言われるとおにーちゃん、少し照れくさくなっちゃうじゃないか。

　恥はずかしそうに、でも嬉うれしそうに小さく笑う日和さんにどんな顔を向けていいのか分からないでいると。

「──あっ」

「！」

　ぐらっ。

　と、喜びすぎたのか、合あい鍵かぎの近くで小さく飛とび跳はねていた日和さんがモニュメントのある一段高いスペースから足を踏ふみ外はずしそうになっていた。

「日和ひより！」

　慌あわてて駆かけ寄よってすんでのところでその腰こしを両手でキャッチして、バックドロップの要領で後ろへと投とう擲てきする。

「い、いてて……」

「あ、あう……」

　日和さんの全身を抱だきとめたままバックドロップ状態でモニュメントの脇わきに横たわる二人。

「ご、ごめんなさいです……！　だ、だいじょうぶですか、おにーちゃん……！」

「あ、ああ、平気だ……」

「で、でも、ぴ●ん吉くんみたいに潰つぶれて……」

「いや日和が無事ならそれでいい」

　地面に手を突きながら起き上がりかけて。

　と……日和さんの顔が存外近い位置にあることに気が付いた。

　小さくて地味だがよく見ると整っている白い顔。

　さらさらの髪かみの毛がふわりと俺おれの鼻のところに流れてきて……何だか女の子からする甘くて柔やわらかい香かおりが漂ただよってくる。

「あ……っ……」

「おっ……」

　二人して思わず声を上げる。

　……い、いや、日和さんってこんなに女の子っぽかったっけか……？

　まだまだ地味でぽわぽわしてる子供のイメージしかなかったんだが……水着の時といい今といい、何だか急に大人っぽくなってきた気がする。う、うーむ、本来的にはカップル御ご用よう達たしな鍵かぎと鍵かぎ穴あなと、夜の夏の海にあてられたのかもしれん……

「……」

「……」

　二人とも向き合ったまま何となく言葉を失っていると。




　ヒュー……バンバンバンバンバンバン!!




「お……」

「あ……」

　ふいにそんな音とともに夜空に鮮あざやかな花びらが幾いく枚まいも咲さき乱みだれた。

　空一面を覆おおい尽つくす大たい輪りんの花。

　第一部が終了して一度休きゆう憩けい時間を挟はさんでいた花火大会の──クライマックスが始まろうとしているようだった。

「きれい……です……」

「ああ……すごいな……」

　まさに頭上で展開する圧あつ倒とう的てきな迫はく力りよくに、思わず二人して空を見上げたまま言葉を失ってしまう。
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　鳴なり響ひびく花火の音。

　降ふり注そそぐ七色の色しき彩さい。

　まるでこれが現実だということを一いつ瞬しゆん忘れてしまいそうなほどの見事な光景で……

　そんな中。

「ねえ、おにーちゃん……」

「ん……？」




「あの……わたし、おにーちゃんのことが大好きです……」




　それは本当に息を吐つくように何気なく口にされた言葉だった。

　空に向かって語るようなつぶやき。

　まるで鈴すずが鳴るように小さくて、辺りを覆おおう花火の音にかき消されてしまうようなささやかな声で……

「……おにーちゃんは大好きで大切で、かけがえのない何よりも大事な存在です……。ずうっといっしょにいられたらいいな……って思います。本当に、心の底から……」

「日和ひより……」

　それだけど……そこに感情が込められていないわけじゃなかった。

　むしろ今まで聞いたどの言葉よりも深い気持ちが入っているような気がして。

　今まで日和さんがほわほわな笑顔で言ってくれていた「大好き」とはどこかが違ちがうような気がして。

「…………」

　……何だろうね。

　……何だか胸の奥おくが……ドクリと今まで感じたことのないような動きをしたというか。

「おにーちゃん……これからも、こうしておにーちゃんといっしょにいられると……うれしいです……」

「あ、ああ、そうだな……」

　花火が夜空に舞まい踊おどる下で並んでそんな言葉を交わす。

　小さいその身体からは、施し設せつ長ちようのおっさんや初うい姫ひめさん、光琉ひかるたちと対たい峙じしていた時のような黄金色のオーラが出ているわけでもなく、その姿はいつも俺おれが見ているどこにでもいるちんまい地味っこのものであって……

　この上なく……愛いとおしく思えた。

　……や、いちおう言っとくけど、俺はロリコンじゃないからね？







　──これが『夏季職業体験実習』最後の夜の、出来事だった。







　　　５




「うう……また来年も必ず遊びに来てね？　約束よ……？」

　翌よく日じつの朝。

『冷れい凍とうマグロ』の建物の前で、渚なぎささんが涙なみだ声ごえでそう言ってくれた。

「いつだって帰ってきてくれていいんだからね？　あなたたちはもう『冷凍マグロ』の一部と言っても過言ではないんだから……う、ぐ、ぐすっ……」

　そんな名残なごりの言葉。

　それが本当にそう思って言ってくれてるってことが伝わってくる。岩いわ男おさんもその横で相変わらずのＶシネマ顔で「……また来い」と言ってくれてるし。

　さらには。

「俺おれたちのこと忘れないでくれよ、にいちゃんねえちゃん！」

「すっごく楽しかったよー！」

「……また、あいたい……」

「最近の若いもんにしてはなかなか骨ほねがあったよ、お前さん方は。……まあ、また来い」

「──今回は本当に色々とお世話になったわ。また姫ひめ乃の宮みやで会いましょう」

『リトルオクトパス』の武たけし志たちや施し設せつ長ちようのおっさん、光琉ひかるも見送りに来てくれて。

「は、はいです……っ。必ずまた来ます……っ……」

「うん、約束するよ～♪」

「二世を契ちぎらせていただきます～♪」

「我が世界の敵と戦うための重要な拠きよ点てんに、私が顔を出さないはずがないでしょう」

「………また、きたいです……」

「小こ春はる原ばらさんとともに、再び来訪することを誓ちかいましょう」

「再訪できるのを楽しみにしているよ、うん」

　そんな風にして渚さんたちに別れを告げて。

『冷凍マグロ』を後にした。

　そのまま歩いて駅まで向かい、帰りの電車に乗り込む。

「終わっちゃったね～」

　座席に身をもたれかけさせながら唯ゆい香かが寂さびしそうにそうつぶやいた。

「なんか本当にあっという間だった気がするよ～。まだ潮のにおいが残ってる感じがするし……」

「はい……ちょっとさみしいです……」

「文字通りフェスティバルの後という感じで～……」

「蒼あおの波動が身体にまだ感じられますわ……」

「…………しょんぼり……」

「小こ春はる原ばらさんがいればさみしくはないですが……いえ、それでも少しはさみしいかもしれないわね……」

「何だか心に少しだけ穴が開いてしまったような心ここ地ちだ……」

　日和ひよりさんたちもそろって少ししょんぼりな感じである。

　まあこの十日間でずいぶん渚なぎささんや武たけし志たちと仲良くなってたからなあ。

「また来ればいいさ。来年の『夏季職業体験実習』も『冷れい凍とうマグロ』にすればいいし、秋休みくらいに行ったっていい」

「……ん、そだね。また来るよ～」

「はいです……ぜったいです」

　そう口にし合って。

「……」

　──ともあれ今回も無事に終わった。

『夏季職業体験実習』も無事にやり通したし『冷凍マグロ』は存続することになったし、ほぼ円満解決と言っていいだろう。まあ鷲わし津づ姉妹の動向が少しばかり気になるところではあるが……

「…………」

　その辺は……桜さくら乃の日和ひより荘そうに戻もどったらゆっくり考えればいいか。

　何だかここ数日は色々と忙いそがしく動いていたせいか、何だか眠ねむくなってきた。電車の定てい間かん隔かくなゴトンゴトンというリズムの揺ゆれもまたそれを助長していて……

　見れば周りでも日和さんたちもとろんとした目をしている。

　ここはもう東京まで一ひと眠ねむりしておくとするか……

　そう決めて、リクライニングシートを後ろに倒たおす。

　目を閉じるとすぐに眠気は頭の中いっぱいに広がってきた……おやすみなさい。

　…………………………………………

　……………………

　…………

　……

「……」

　と……思ったんだが。

　途と中ちゆうで寝苦しくて目が覚めた。

　何だか江戸時代の拷ごう問もんで使われた抱だき石いしを全身にのせられている悪夢を見ていたかと思えば。

「……おにーちゃん……」

「…………ん～……あったかいな～……」

「……ほもほもしくて……おちつきます～……」

「…………守護天使に包まれて……やすらかな眠りを……」

「……すーすー……」

「…………小こ春はる原ばらさん……す、好き……」

「……ゆう、すけ……」

　なんか……日和ひよりさんたちが全員、俺おれのヒザの上やら肩かたやら腰こしやらに寄より添そうようにして、すやすやと寝息を立てていた。

「…………」

　……えっと、何これ？

　何もこんな座席の限界に挑ちよう戦せんするような無理をしてまでがんばらなくてもいいだろうに……

　おまけに。

『次は東京、東京……お降りになるお客様は荷物などを下ろしてお待ちください。次は東京、東京──』

「げ！」

　聞こえてきたそんな車内アナウンス。

　降りなければならない駅がもう目の前にまで迫せまっていた。

「ひ、日和さん、みんな、起きるんだ！」

「ん、んん……」

「まだ眠ねむいよ、おにいさん……」

「ふぁっくが足りません～……」

「もう着くんだって！」

　そう言って起こして、ほとんど荷物といっしょに担かつぎ上あげるようにしてお嬢じよう様さまたちを駅へと降ろす。

　何とか無事に全員降ろしきったかと思いきや。

「何かを忘れているような……あ」

　同じように電車内で熟じゆく睡すいしていたダメ人間たちを忘れていたことに気が付いたのは、それから十分後のことだった。




　こうして。

　ダメ人間たちの車庫送りとともに……この夏最大のイベントだった『冷れい凍とうマグロ』での『夏季職業体験実習』は終わりを迎えたのだった。
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　夏休みが終わった。

　全体的に晴れの日が多く例年よりも猛もう暑しよ日びが多かった夏休み。

　色々と波は瀾らん万ばん丈じようだった『冷れい凍とうマグロ』での『夏季職業体験実習』が終わった後も、菜さい園えん部ぶの面々でいくつかイベントをこなしたりもした。

　近くの川に蛍ほたるを見に行ったりまたお泊とまり会かいをしたりみんなで桜さくら乃の日和ひより荘そうの軒のき先さきでスイカを食べたり夏の星座の観測会に行ったり。

　本当に賑にぎやかな毎日で、日和ひよりさんも楽しそうに笑っていた。

　去年までの「夏休みで一番楽しい思い出は？」と訊きかれた時の「え、えと……ガ●ガリくんのソーダ味を食べたら二本連続で当たりがでたことです……♪」って返答がもう遠い夢のようだよ。よかったな、日和さん……

「……」

　まあそんなこんなで八月も無事に三十一日を迎えて。

　そして新学期。

　九月に入ってまた新たな姫ひめ乃の宮みやでの学校生活が始まった。

　だけど菜園部はというと、いつものごとくゆったりまったりとしたのんびりペースで……

「え、えっと……今日はこれからの秋に向けて、カリフラワーとナスを植えたいと思いますです」

「わ、新しい植え付けだね？　やった～♪」

「カリのフラワーですね～♪」

「なるほど、私の黒の遮光ブラツクエンド（ビニールカバー）が活かつ躍やくするというわけですわね？」

「…………ナス、好き……♪」

「収しゆう穫かくしたら絶品の秋ナス料理を小こ春はる原ばらさんにご馳ち走そうするわ」

「ああ、いいな。茄な子すはゴマ油といっしょに蒸むしたものに味付けをした味み噌そを塗ぬって食べるといくらでも食べられて……」

「……」

　そんな感じだった。

　あれから鷲わし津づ派はが何かを仕し掛かけてくる様子もないし、本当にいつも通りの菜園部の日常。

　毎日色々な野菜や果物を増やしていっているし、日々耕たがやしたり世話をしている畑はもうそれなりにいっぱしの菜園のようになっている。

　日和さんが初めて一人でお世話をすることになったフルーツパプリカの『せにょりーた』くんも『ゆーおにーちゃん』と書かれた立て札の後ろですくすくと元気に育っているし。

「……」

　──ただそんな中で、変わったことが一つあった。

　や、それは本当に些さ細さいなことで、別に日和ひよりさんがこの年でいきなりデスメタルに目覚めてク●ウザーさんのコスプレをし出したとかの大層なことじゃない。

　何というかそれは、俺おれの心の持もち様ようのようなものであり──

「おにーちゃん？」

「！　ど、どうしたんだ、いきなり？」

「え？　え、えと……さっきから声をかけてましたけれど……」

「お、そ、そうなのか？」

「は、はい……」

「そっか、悪かった。で、何だ？」

「あ、はいです。これからみなさんで秋に植える新しい野菜の作付けをしようと思うので、おにーちゃんにも手伝ってもらえればと思って……」

「ん、分かった、大だい丈じよう夫ぶだ」

　──変化というのはこれ。

　なんかあの展望台での一件以来……時折日和さんが女の子に思える時があるんだよな。

　いや日和さんは生物学的には疑うことなく女子であるし見た目的にも十人いたら十五人が女の子だと答えるちんまくてかわいらしい（でも地味な）外見なんだが、言いたいことはそういうことじゃなくて。

　これまで子供だと思っていた認識が女の子に対するそれになる時が出てきたというか……

「？　あの、おにーちゃん？」

「え？」

「どうかしましたか……？　え、えと……わたしの顔に何か付いてたりとか……？」

「ん、あ、ああ、悪い、今行く」

　まあ……あんまり深く考えると泥どろ沼ぬまだ。

　それが子供であれ女の子であれ日和さんは日和さんなんだし、これまでと何も変わりやしない。

　なんか胸が……若じやつ干かんモニョモニョすることを除のぞけば。

　そう結論づけて、俺は手伝いをするべく日和さんの後を追ったのだった。







　──まあ、だいたいは、そんな風にどこまでも穏おだやかで平へい穏おんな毎日。

　そんな毎日が……これからも続いていくと思っていたんだよ。

　だけど──







　それは秋の作付けから何日かが経ったある日のことだった。

　台風が近づいているのか少しだけ薄うす曇ぐもりで風が強い十月のある日。

　俺おれはいつものごとく菜さい園えん部ぶの活動を手伝うために放課後の姫ひめ乃の宮みやへとやって来ていて。

　菜園部の農園に行く途と中ちゆうで……大勢の人だかりに遭そう遇ぐうした。

「あれは……？」

　いつだったか、日和ひよりさんに対しての地じ獄ごくの鷲わし津づ状じようが貼はられていた掲けい示じ板ばん。

　そこに視し界かいに収まりきらないほどのたくさんのお嬢じよう様さまたちが集まってひそひそと何かを話している。

　……何だこれ……？

　何だか微び妙みようにイヤな予感を覚えて近づいてみる。

　すると──

「こ、これはどういうことですの……!?」

「ま、まさか……とつぜん罷ひ免めんだなんて……！」

「いきなりすぎます……で、でも新しい特別理事の意向では……」

「ひ、姫ひめ乃の宮みやはどうなってしまうのでしょう……」

「……」

　聞こえてきたのはそんな声。

　何か大変なことが起こっているのだけは、俺の状じよう況きよう認識力が若じやつ干かん甘い頭でも理解できた。

　しかしいったい何が……

　お嬢様の壁かべがすごく掲示板に近づけずに遠くから首を捻ひねっていると。

「あ、お、おにーちゃん……！」

「お？」

　聞き慣れた地味な声が耳に飛び込んできた。

　見てみるとそこには日和さんや唯ゆい香か、菜園部の面々がほぼ勢せい揃ぞろいしていた。

「これはどうしたんだ？　何かあったのか──」

　最後まで言葉を発する間もなく。

「た、大変なんだよ、おにいさん！」

「エマージェンシーです～！」

「……ラグナロクがやって来てしまったのかもしれせんわ……」

「…………お、おろおろ……」

「まさか……こんなことになるだなんて……！」

「ど、どうしたらいいのだ……」

　次々とそんなことを言ってくる唯香たち。

「ちょ、ちょっと待てって。大変って、いったい何が……」

　この時点では俺おれもまだ楽観していたんだよ。

　大変なことといっても、せいぜいバードハウスが取とり壊こわしになってタッキー（軍鶏しやも）が遠くの農家に引き取られることになるとか中庭の池が埋うめられることになってあやせちゃん（ピラニア）が近くの川に放流されることが決まったとかくらいじゃないかって。

　だけど次に飛び込んできた言葉。

　それを聞いて……驚きよう愕がくすることになった。




「初うい姫ひめさんが特別理事として赴ふ任にんしてくることになって……光琉ひかるお姉様が生徒会長を罷ひ免めんされちゃったんだよ！」





To be continued.　












　あとがき




　こんにちは五十嵐雄策です。

　小春原日和の育成日記４巻をお届けいたします。




　本巻はLESSON 1からLESSON 3まで全て書き下ろしとなっております。




　さて今巻は夏の海の話です。

　飛び散る波なみ飛沫しぶき、水着、スイカ、肝きも試だめし、縁えん日にち、花火大会……そういった夏の要素を凝ぎよう縮しゆくした内容となっています。……ちなみに自分は今年の夏にこの中で経験したものはスイカと縁日だけでした。縁日は割と家の近くでやっていた鬼き子し母ぼ神じんの夏市、スイカに至っては最近はまっている某ぼうアメーバのピ●ライフでスイカイベントがあったことから食べたくなり……という流れでした。すみません、後半の方は何を言っているのか分からない方も多いと思いますので、スルーで……

　そんな具合に（？）、作者のやりたかった夏の思い出がギュッと詰つまった一いつ冊さつとなっておりますが、実はこの本はデビューから数えて二十五冊目という節目の一冊となっています。

　これからもがんばって三十冊、三十五冊と出していければと思っていますので、どうぞよろしくお願いいたします。







　以下はお世話になった方々に感謝の言葉を。

　担当編集の和田さま三木さま。今回はいつもよりも少しだけ早く上がった……と思ったら単にお盆進行なだけでした。次は特別な進行がなくともこのペースかそれ以上でいけるようにがんばります……！

　イラストの西又葵さま。今巻も素敵な水着をありがとうございました……！　またビアガーデンに行きましょう！




　そして最後になりますが、この本を手に取ってくださった全ての方々に感謝の言葉を。







　それではまたお会いできることを願って──





二〇一一年八月末日　五十嵐雄策
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五十嵐いがらし雄ゆう策さく

五十嵐雄策の育成日記④。10月３日生まれのＯ型。第４回電撃ｈｐ短編小説賞最優秀賞を受賞し、『乃木坂春香の秘密』で文庫デビュー。夏の物語は執筆テンションがあがるものの、本人の夏体験はあんまりホットではありません。涙なくしてあとがきは読めませんよ？

[image: ]




イラスト／西にし又また 葵あおい

西又葵の育成日記④。東京都出身のＡ型。アニメ化もした話題作『SHUFFLE!』や『俺たちに翼はない』（Navel）など、多数のキャラデザを担当する人気イラストレーターながらも、文庫の挿絵は今シリーズでデビュー！
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小こ春はる原ばら日ひ和よりの育いく成せい日につ記き④








五十嵐いがらし雄ゆう策さく
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